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このマニュアルのなかで と表記されている事項は､安全にご利用いただくための注意事項です。必ず操
作を行う前にお読みいただき、指示をお守りください｡
プリンターで紙幣をプリントしたり、有価証券などを不正にプリントしたりすると、そのプリント物を使
用するかどうかにかかわらず、法律に違反し罰せられます。
万一、本体の補助記憶装置に不具合が発生した場合、受信したデータ、蓄積されたデータ、設定登録され
たデータなどが消失することがあります。データの消失による損害については、弊社は一切その責任を負
いませんので、あらかじめご了承ください。
コンピューターウイルスや不正侵入などによって発生した障害については、弊社はその責任を負いかねま
すので、あらかじめご了承ください。
弊社が推奨する消耗品は、本機に適した規格で作られています。弊社が推奨していない消耗品を使用され
た場合、機械本来の品質や性能を発揮できないおそれがあります。本機には、弊社が推奨する消耗品をご
使用ください。
 このマニュアルの編集、変更、または無断で転載はしないでください。
 このマニュアルに記載されている内容は、将来予告なしに変更されることがあります。
 このマニュアルに記載されている画面やイラストは一例です。ご使用の機種やソフトウェア、OSの
バージョンによって異なることがあります。



31.1   マニュアル体系

1 お使いいただく前に
1.1 マニュアル体系
取扱説明書

本機の設置手順や、本機を安全にご使用いただくための注意事項などについて説明しています。

リファレンスガイド（本書）
プリント機能の操作方法や、操作パネルのメニュー項目、トラブルの対処方法、日常の管理方法などについ
て説明しています。

補足
 本機ではオプション製品を用意しています。製品によっては設置手順などを説明したマニュアルが付属していま
す。

1.2 本書の表記
 お客様の設定内容によっては、本書に掲載している画面が実際の画面と異なることがあります。
 本書では、説明する内容に応じて、次のマークや記号を使用しています。

 本文中では、用紙をセットする向きを次のように表しています。
：たて置きを表します。本機正面から見て、用紙をたて長にセットした状態です。
：よこ置きを表します。本機正面から見て、用紙をよこ長にセットした状態です。

 本書の内容は予告なく変更することがあります。最新の情報は、弊社公式サイトをご覧ください。
 本書では特に断りのないかぎり、コンピューターを使用した手順では、Microsoft Windows 10 を例に
説明しています。

必ず知っておいていただきたい情報、操作するときに必ず確認していただきた
い情報を記載しています。
操作の参考になる情報を記載しています。

参照先を記載しています。

「 」  本書内にある参照先を表しています。
 機能の名称や入力文字などを表しています。

『 』 参照するマニュアルを表しています。
［ ］  本機のタッチパネルディスプレイに表示されるボタンやメニューなどの名称

を表しています。
 コンピューターの画面に表示されるメニュー、ウインドウ、ダイアログボッ
クスなどの名称と、それらに表示されるボタンやメニューなどの名称を表し
ています。

〈 〉 操作パネル上のハードウェアボタンと、コンピューターのキーボードのキーを
表しています。

＞ 操作パネルやコンピューターで順に項目を選択する手順を、省略して表してい
ます。

注記

補足

参照



4 1   お使いいただく前に

「WSD」とは、「Web Services on Devices」の略です。
「XPS」とは、「XML Paper Specification」の略です。
 このマニュアルに記載しているプリントスピード、給紙容量などは、C2 紙（70 g/m2）を使用した場合
の値です。

「厚紙」とは坪量が 106 g/m2 以上の用紙を示します。
「長尺」用紙とは、よこ：355.7 mm以上の用紙を示します。

1.3 本機について
 本機をより安全にご利用いただくために、ファイアウォールなどで保護されたネットワークに接続し、適
切なセキュリティー設定をしてください。

 機能によっては、オプション製品が必要になります。詳しくは、弊社プリンターサポートデスク、または
販売店にお問い合わせください。

 認証状態や取り付けられているオプションによって、タッチパネルディスプレイに表示される項目は異な
ります。

1.4 各部の名称

本体
正面と右側面

1 操作パネル 操作するためのタッチパネルです。
2 〈電源 /節電〉ボタン 電源を入 /切します。
3 本体内蔵型 ICカードリーダー（オ

プション）
ICカードをタッチすると、認証されます。

4 USB メモリー差込口 USBメモリーは直接差し込んでください。

補足
 メモリーカードリーダーやUSBメモリーのケーブルは接続でき
ません。
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51.4   各部の名称

左側面と背面

5 ドラムカートリッジ 感光体がセットされています。
6 トナーカートリッジ トナーが入っています。
7 正面カバー 消耗品を交換するときに開けます。
8 手差しトレイ 用紙をセットします。
9 用紙トレイ 用紙をセットします。
10 排出トレイ 用紙が排出されます。

1 定着ユニット トナーを用紙に定着させる部分です。
2 バイアス転写ロール トナーを用紙に転写するためのローラーです。
3 両面出力ユニット 両面印刷をするためのユニットです。
4 背面カバー 紙詰まりの処置をするときに開けます。
5 電源コネクター 電源ケーブルを接続します。
6 セキュリティースロット 盗難防止用のケンジントンロックを取り付けます。
7 USB3.0 インターフェイスコネク

ター
プリンター用のUSBケーブル（タイプ B）を接続します。

8 Ethernet インターフェイスコネク
ター

ネットワークケーブルを接続します。

9 無線キットソケット 本機に無線キット（オプション）を接続するときに使用しま
す。

10 USB2.0 インターフェイスコネク
ター

USB接続オプションや関連商品のケーブルを接続します。
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操作パネル

1 タッチパネルディスプレイ 操作に必要なメッセージや各機能のボタンが表示されます。

補足
 タッチパネルディスプレイには、抗菌効果がある保護フィルム
を使用しています。

2 〈電源 /節電〉ボタン 電源が入ります。

補足
「お待ちください。」が表示されているときは、本機のウォーム
アップ中です。この間は、使用できません。

 電源が入らない場合は、電源プラグが入っていることを確認し
てください。

3 〈ホーム〉ボタン ホーム画面が表示されます。

補足
〈ホーム〉ボタンを押すと、操作中のすべてのアプリの設定がリ
セットされます。

4 〈NFC〉タッチエリア お使いのNFC対応モバイル機器をかざすエリアです。相互通
信するには、本機のNFC 機能が有効になっている必要があり
ます。

5 データランプ クライアントコンピューターからのデータを受信中に、点滅し
ます。また、本機内に文書を蓄積しているときは点灯します。

6 状態表示ランプ 操作を受け付けた瞬間、緑色で点灯します。エラーが起きる
と、オレンジ色で点滅します。
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71.5   印字領域

トレイ 2～ 4、専用キャビネット、専用キャスター台
（オプション）

1.5 印字領域
A4サイズ（210×297 mm）の場合

1 トレイ 2～ 4 2 専用キャビネット
3 専用キャスター台

1 2 3

左端 4 mm

前端 4 mm

後端 4 mm

（拡張印字領域）

送り方向

右端 4 mm

 210 mm

 202 mm

 297 mm

 289 mm

印字保証領域
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画像欠け幅（mm）
用紙の前後上下の端には、印字できない領域（画像欠け幅）があります。

印字保証領域、拡張印字領域（mm）
弊社が画質を保証する領域です。

拡張印字領域への変更
1. 機械管理者モードにログインします。
2.  ＞［設定］＞［アプリ設定］＞［プリンター設定］＞［その他の設定］＞［プリント可能領域］＞［拡

張］をタップします。
プリンタードライバーの［トレイ /排出］＞［とじしろ /プリント位置］＞［プリント領域］からも変更で
きます。

1.6 用紙
補足
 使用できる用紙については、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にお問い合わせください。

推奨する用紙
標準紙

そのほかの用紙を使用する場合は、弊社のプリンターサポートデスク、または販売店にお問い合わせくださ
い。

再生紙

用紙サイズ 前端 後端 左端 右端
対応しているすべてのサイズの用紙 4 4 4 4

対応しているすべてのサイズの用紙 用紙の前後上下の端から画像欠け幅を除いた領域
最大：208×348

用紙名 用紙トレイに設定する用紙種
類

用紙種類別画質処理 用紙坪量（g/m2）

C2 紙 普通紙 普通紙（A） 70

用紙名 用紙トレイに設定する用紙種
類

用紙種類別画質
処理

用紙種類別画質
処理用紙坪量
（g/m2）

古紙パルプ配合
率

GR70-W 再生紙 再生紙（A） 67 70%



91.6   用紙

使用できない用紙
故障の原因になるので、次の用紙は使用しないでください。
 定着時の熱で変質するインクが使用されている用紙
 インクジェット用紙
 名刺サイズの用紙
 しわや折りが付いている用紙
 湿気を含んだ用紙、湿気で波打った用紙
 12 mm以上カールした用紙
 感熱紙、熱転写紙
 窓付封筒
そのほかにも、使用できない用紙があります。詳しくは、弊社プリンターサポートデスク、または販売店に
お問い合わせください。

各トレイの給紙性能

*1 :C2 紙の場合
*2 :長さ 148.0 mm～ 190.5 mmの用紙を使う場合は、小サイズ対応用紙ガイドが必要です。

用紙の保管と取り扱い
用紙の保管

用紙は外気の水分の影響を受けやすく、また衝撃によって変形しやすいため、次のことに注意してくださ
い。
 用紙は、湿気の少ない場所に保管してください。用紙が湿気を含むと、紙詰まりや画質不良の原因となり
ます。

 低温環境で保管された用紙を使用した場合、定着不良が発生することがあります。用紙は、16 ℃以上の
環境での保管を推奨します。

 高温高湿の環境で保管されていたコート紙は、ミスフィードや重送を起こすことがあります。
 開封後、用紙の残りは、防湿性のある包装紙、またはチャック付きポリ袋などで密封して保管してくださ
い。

 用紙は、折れ曲がりを防ぐために、立てかけずに水平に保管してください。
 直射日光を避けて保管してください。

用紙トレイ 対応用紙質量 用紙サイズ セット可能枚数 *1

トレイ 1 60 ～ 220 g/m2 よこ：76.2 ～ 215.9 mm
たて：148.0 ～ 355.6 mm*2

670 枚

トレイ 2～ 4（トレイモ
ジュール（オプション））

60～ 220 g/m2 よこ：76.2 ～ 215.9 mm
たて：190.5 ～ 355.6 mm

670枚

手差しトレイ 60～ 220 g/m2 よこ：64.0 ～ 215.9 mm
たて：127.0 ～ 520.0 mm

180枚
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用紙の取り扱い
 バラバラになった用紙を寄せ集めて使用しないでください。
 しわや折りが付いている用紙は使用しないでください。
 サイズや種類の異なる用紙を重ねてセットしないでください。
 フィルムとコート紙は、紙詰まりが起きたり、重送（同時に複数枚の用紙が搬送）されたりすることがあ
るので、よくさばいてからセットしてください。

1.7 本機で使用している記号
記号の意味については、次の表を参照してください。

記号 説明

注意、危険、警告

高温注意

一般指示

接触禁止

トナーカートリッジを火中に投じ
ないこと

ドラムカートリッジの感光体部分
に触れないこと

ドラムカートリッジを火中に投じ
ないこと

ドラムカートリッジを光に当てな
いこと

電源 / 節電ボタン

ホームボタン

データランプ

NFC

IC カードリーダー

インクジェット紙を使用しないこ
と

フルカラー用OHP 紙を使用しない
こと

薄紙を使用しないこと

裏カーボン紙を使用しないこと

裏紙（他機で印刷した紙）を使用
しないこと

折り目、しわ、カール紙を使用し
ないこと

カール紙を使用しないこと

記号 説明



111.7   本機で使用している記号

折り目のある用紙を使用しないこ
と

破れた用紙を使用しないこと

しわのある用紙を使用しないこと

用紙

はがき

封筒

印刷する面を上に向けること

最大積載量

用紙補給

紙詰まり

LAN端子

USB端子

無線 LAN

冷却

経過時間

記号 説明



12 2   セットアップ

2 セットアップ
2.1 電源について

電源投入
1. 〈電源 /節電〉ボタンを押して、電源を入れます。

補足
 電源が入らない場合は、電源プラグが入っているか確認してください。

本機の初期設定
初めて電源を入れたときに、本機の初期情報を設定するウィザードが起動します。
各画面で必要な情報を設定し、［次へ］ をタップします。［初期設定完了］ 画面が表示されたら、［完了］ を
タップします。

補足
 設定内容については、各項目の説明を参照してください。初期設定ウィザードの設定項目は、「［初期設定項目］」 
(P.121) で変更できます。

電源切断
電源を切ると、本機のすべての機能が停止します。

注記
 次の状態の場合は、電源を切らないでください。電源を切ると、処理中のデータが消去されることがあります。
- データ受信中（データランプが点灯している）
- 用紙の排出終了後、5秒以内

1. 〈電源 /節電〉ボタンを押します。

補足
〈電源 /節電〉ボタンを長押ししても、電源が切れます。



132.2   コンピューターへの接続

2. 表示された画面で、［電源を切る］ をタップします。
注記
 電源を切ったあとも、しばらくの間は本機内部で電源オフ処理をしています。タッチパネルディスプレイが消灯
して電源 / 節電ボタンの点滅が終わるまで、ほかの操作をしないでお待ちください。

2.2 コンピューターへの接続

有線 LAN
補足
 次の不具合が発生する場合､［設定］＞［ネットワーク設定］＞［プロトコル設定］＞［Ethernet 設定］＞
［Energy Efficient Ethernet］を［無効］に設定すると改善することがあります。
- 本機のネットワーク接続が遅い
- 本機のネットワーク接続が不安定で、頻繁にタイムアウトする
- 長時間のスリープモードから復帰したあとに、本機がネットワークに接続できなくなる

1. 〈電源 /節電〉 ボタンを押し、表示された画面で［電源を切る］ をタップして、電源を切ります。
タッチパネルディスプレイと〈電源 /節電〉ボタンが消灯していることを確認します。

2. Ethernet インターフェイスのコネクターに、ネットワークケーブルを接続します。

3. 〈電源 /節電〉ボタンを押して、電源を入れます。

USB
1. 〈電源 /節電〉 ボタンを押し、表示された画面で［電源を切る］ をタップして、電源を切ります。

タッチパネルディスプレイと〈電源 /節電〉ボタンが消灯していることを確認します。

2. インターフェイスコネクターに、USBインターフェイスケーブルを接続します。

3. コンピューターに、USBインターフェイスケーブルのもう一方のコネクターを接続します。



14 2   セットアップ

4. 〈電源 /節電〉ボタンを押して、電源を入れます。
5. コンピューターを再起動します。

無線 LAN
無線 LANを利用してネットワークに接続するときは、本機に無線キット（オプション）を取り付けます。
無線 LANの設定は、機械管理者へのログインが必要です。

Wi-Fi
本機とモバイル機器を無線 LANアクセスポイント経由で接続します。

Wi-Fi 接続の設定

1.  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［無線 LAN設定］をタップします。

2. ［基本設定］をタップします。



152.2   コンピューターへの接続

3. ［有効］＞［OK］をタップします。

補足
 RADIUS サーバー認証（IEEE802.1X 認証） を使用する無線 LANアクセスポイントに接続する場合は、インター
ネットサービスで証明書を設定する必要があります。

4. ［確認］をタップします。
本機が再起動します。

5.  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［無線 LAN設定］をタップします。

6. ［Wi-Fi 接続設定］をタップします。

7. 次のどれかの方法で、無線ネットワークに接続します。
「一覧から選択」 (P.16)
「手動設定」 (P.16)
「WPS（プッシュボタン）」 (P.17)
「WPS（PIN コード）」 (P.17)

補足
 無線 LANアクセスポイントの SSID と、認証情報（WEPキー、パスフレーズなど）が必要になります。
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 一覧から選択

1. 接続するアクセスポイントをタップします。
アクセスポイントにセキュリティが設定されていない場合は、これで完了です。
アクセスポイントにセキュリティが設定されている場合は、手順 2に進みます。

補足
 一覧に表示される無線 LANアクセスポイントは、電波が強いものから順に5台までです。
 ほかのアクセスポイントと接続中の場合は、接続解除の確認画面が表示されます。

2. 必要な情報を入力して、［OK］をタップします。

3. 設定が更新されたことを確認して、［確認］をタップします。
本機が再起動して、設定が有効になります。

 手動設定

1. ［手動設定］をタップします。
2. 各項目を設定して、［OK］をタップします。

設定項目 設定内容
［SSID］ 無線ネットワークを識別する名前を設定します。32文字以内

の英数字を入力できます。
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3. 設定が更新されたことを確認して、［確認］をタップします。
本機が再起動して、設定が有効になります。

 WPS（プッシュボタン）

1. ［WPS設定（プッシュボタン）］をタップします。
2. ［開始］をタップしてから 2分以内に、無線 LANアクセスポイントに付いているWPSボタンを押しま

す。

3. 本機の画面で設定が更新されたことを確認して、［確認］をタップします。
本機が再起動して、設定が有効になります。

 WPS（PIN コード）

1. ［WPS設定（PIN コード）］をタップします。

［暗号化設定］ 暗号化の方式を設定します。
［暗号化なし］ 暗号化を設定しません。
［WEP］ WEPキーは、4つまで登録できます。［送信キー］で、その中

から使用するWEPキーを選択します。
［WPA3 Personal］ パスフレーズを設定します。
［WPA2/WPA3 Personal］
［WPA2 Personal］
［WPA/WPA2 Personal］
［WPA2/WPA3 Enterprise］ 認証方式を設定します。

PEAP を選択した場合は、さらに［Identity］、［ユーザー名］、
［パスワード］を設定します。
EAPを使用する場合は、インターネットサービスで証明書を設
定したり、認証方式の詳細設定をしたりする必要があります。

［WPA3 Enterprise］
［WPA2 Enterprise］
［WPA/WPA2 Enterprise］

設定項目 設定内容
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2. ［開始］をタップしてから 2分以内に、表示された PIN コードを無線 LANアクセスポイントに入力しま
す。

3. 本機の画面で設定が更新されたことを確認して、［確認］をタップします。
本機が再起動して、設定が有効になります。

インターネットサービスを使用しての接続
本機のWi-Fi 接続では、IEEE802.1X 認証を使用できます。IEEE802.1X 認証方式を使用する場合は、認証
局に証明書の発行を依頼して、発行された証明書をインターネットサービスで本機にインポートします。

*1 :サーバー証明書を検証する場合に必要です。

補足
 インターネットサービスで証明書をインポートするには、HTTP の通信を暗号化する必要があります。

 証明書の規格
 X.509 証明書 （DER/PEM） （ルートCA証明書）
 PKCS#7 （DER） （ルートCA証明書）
 PKCS#12 （DER） （デバイス証明書（＝クライアント証明書）/ルートCA証明書）

参照
 証明書の種類については、インターネットサービスのヘルプを参照してください。

証明書 EAP-TLS EAP-TTLS PEAP
CA証明書 必須 必須 任意 *1

クライアント証明書 必須 - -
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Wi-Fi Direct
無線 LANアクセスポイントを経由せず、本機とモバイル機器を直接接続します。

補足
 Wi-Fi Direct は、IPv6 環境では使用できません。
 Wi-Fi Direct では、同時に5台まで接続できます。

Wi-Fi Direct 接続の設定
補足
 インターネットサービスを使用して設定することもできます。

1. 無線 LAN設定を有効にします。
参照
「Wi-Fi 接続の設定」 (P.14) の手順 1～ 4を参照してください。

2.  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［無線 LAN設定］をタップします。

3. ［Wi-Fi Direct 設定］をタップします。
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4. ［有効］をタップします。

5. 各項目を設定して、［OK］をタップします。

グループ設定

補足
 iOS 端末など、Wi-Fi Direct に対応していない機器を接続する場合は、［グループオーナー］に設定します。

モバイル機器の接続

 自動接続（Android OS）

1. モバイル機器のWi-Fi 設定画面を表示させ、Wi-Fi を有効にします。
2. ［Wi-Fi Direct］を選択します。
3. 一覧から本機を選択します。

設定項目 設定内容
［自動］ 本機をグループオーナーに固定しない場合に選択します。

［デバイス名］ Wi-Fi Direct ネットワークで識別する本機の名前を、32 文字以内の
英数字で入力します。モバイル機器から接続先を選択するときは、こ
こで設定した名前が表示されます。

［グループオーナー］ 本機をWi-Fi ネットワークのグループオーナーに設定します。グルー
プオーナーに設定すると、無線 LANアクセスポイントと同様に、モ
バイル機器から本機を検出できます。

［SSID サフィックス］ Wi-Fi Direct で識別するネットワークの名前を表示します。
「DIRECT-」に続く部分を 23 文字以内の英数字で入力できます。モバ
イル機器から接続先のネットワークを選択するときは、ここで設定し
た名前が表示されます。

［パスフレーズ］ パスフレーズとして 8文字以上 63文字以内の英数字を入力します。
モバイル機器からWi-Fi Direct ネットワークに接続するときは、ここ
に表示されるパスフレーズを入力します。
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4. 本機に表示される画面で接続するモバイル機器名を確認して、［はい（開始する）］をタップします。
 手動接続（Android OS/iOS）

補足
［Wi-Fi Direct 設定］の［グループ設定］が［グループオーナー］に設定されている必要があります。

1.  ＞［機械確認（メーター確認）］＞［無線 LANの接続状態］をタップします。

2. ［Wi-Fi Direct 接続状況］の［SSID］と［パスフレーズ］を確認します。

3. モバイル機器のWi-Fi 設定画面を表示させ、Wi-Fi を有効にします。
4. 一覧から手順 2で確認した本機の SSID を選択して、パスフレーズを入力します。

Wi-Fi Direct の切断

本機の画面

 切断

1.  ＞［機械確認（メーター確認）］＞［無線 LANの接続状態］をタップします。

2. ［Wi-Fi Direct 切断］をタップします。
現在接続されているすべてのモバイル機器の接続が切断されます。

補足
 切断したモバイル機器とは 30秒間Wi-Fi Direct 接続できません。

 設定の解除

1.  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［無線 LAN設定］＞［Wi-Fi Direct 設定］をタップします。

2. ［SSID サフィックス］、または［パスフレーズ］を変更します。
新しい SSID、パスフレーズでWi-Fi Direct のグループが再構築されます。
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モバイル機器の画面

 切断

1. Wi-Fi 設定画面を表示させ、Wi-Fi の接続を解除します。
 接続情報の削除

1. Wi-Fi 設定画面を表示させ、接続中の本機の SSID を選択します。
2. Wi-Fi 接続設定情報を削除します。

QRコードでの接続
本機に表示されたQRコードをモバイル機器で読み取ることで、本機とモバイル機器を接続します。

補足
 この機能を利用するには、Print Utility（無償ツール）が必要です。Print Utility については、弊社公式サイトを
参照してください。

  ＞［設定］＞［システム設定］＞［画面の設定］＞［初期表示画面］から、Print Utility 接続用のQRコード
を初期表示画面に設定することもできます。

1. ［Print Utility 接続］をタップします。
タッチパネルディスプレイに、Print Utility 接続用のQRコードが表示されます。

2. モバイル機器のWi-Fi 設定画面を表示させ、Wi-Fi を有効にします。
3. モバイル機器の Print Utility で［QRコードを読み取って登録］を選択します。
4. 本機に表示されたQRコードを読み取ります。

IP アドレスの設定
IP アドレスの設定

本機をネットワーク環境で使用するときはあらかじめ、IP アドレスとその他のネットワーク情報を設定する
必要があります。

補足
 IPv6 環境の IP アドレスを手動で割り当てるときは、本機のインストーラー、またはインターネットサービスを使
用してください。インターネットサービスの起動方法については、「起動」 (P.171) を参照してください。

1. 機械管理者モードにログインします。
2.  ＞［設定］をタップします。

3. ［ネットワーク設定］＞［プロトコル設定］＞［TCP/IP - 共通設定］をタップします。
4. ［IP 動作モード］をタップし、お使いの環境に合わせて、［デュアルスタック］、［IPv4 モード］、または
［IPv6 モード］をタップします。

補足
 使用するネットワークが IPv4 と IPv6 の両方に対応している場合は、［デュアルスタック］を選択してください。

5. ［＜］をタップします。
6. ［TCP/IP - ネットワーク設定］、［TCP/IP 設定（Ethernet1）］、または［TCP/IP 設定（Wi-Fi）］をタップ

し、お使いの環境に合わせて IP アドレスの取得方法を設定します。
ここでは手順 4で［IPv4 モード］を選択した場合を例に説明します。

7. ［IPv4 - IP アドレス取得方法］をタップします。
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8. IP アドレスの割り当て方法を設定します。
IP アドレスを自動で設定する場合

1)［DHCP/AutoIP から取得］、［BOOTPから取得］、または［DHCPから取得］をタップします。

IP アドレスを手動で設定する場合

1)［手動で設定］を選択し、［OK］をタップします。

2)［IPv4 - IP アドレス］をタップします。

3) IP アドレスを入力し、［OK］をタップします。

4)［IPv4 - サブネットマスク］をタップします。

5)サブネットマスクを入力し、［OK］をタップします。

6)［IPv4 - ゲートウェイアドレス］をタップします。

7)ゲートウェイアドレスを入力し、［OK］をタップします。

ソフトウェアのインストール
プリンタードライバー、ユーティリティーなどの、最新版のソフトウェアは、弊社公式サイトから入手でき
ます。
https://fujifilm.com/fb/download/

2.3 メール機能
設定するには、機械管理者モードへのログインが必要です。

設定項目 参照先
TCP/IP アドレス 「［プロトコル設定］」 (P.93)
メールポート 「［メール受信］」 (P.90)

「［メール通知サービス］」 (P.90)
本体メールアドレス 「［本体メールアドレス /ホスト名］」 (P.96)
メール受信プロトコル 「［その他の設定］」 (P.108) ＞［メール受信プロト

コル］
SMTP サーバーアドレス（必要に応じて設定） 「［メール送受信設定］」 (P.99)
SMTP AUTH ログイン名、パスワード（必要に応じ
て設定）
POP3 サーバーアドレス（必要に応じて設定）
POP3 ログイン名、パスワード（必要に応じて設定）
サブネットマスク（必要に応じて設定） 「［TCP/IP - ネットワーク設定］」 (P.94)
ゲートウェイアドレス（必要に応じて設定）
DNSサーバーアドレス（必要に応じて設定）
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2.4 用紙トレイの設定
用紙トレイに用紙をセットしたら、セットした用紙サイズ、用紙の種類、用紙の色などを設定します。

参照
 用紙のセット方法については、「用紙のセット」 (P.46) を参照してください。

1.  ＞［設定］＞［用紙トレイ設定］をタップします。

2. 用紙設定を変更するトレイをタップします。

参照
 機械管理者モードで表示される［共通設定］については、「［共通設定］」 (P.65) を参照してください。

3. 必要に応じて、各項目を設定します。

項目 設定内容
［用紙サイズ］ ［自動サイズ検知］：用紙サイズを機械が特定します。

［サイズ入力］：使用する用紙サイズを入力します。
［用紙種類］ 用紙の種類を設定します。
［色］ 用紙の色を設定します。
［自動トレイ切り替え］ ユーザーが指定した用紙がセットされているとき、または使用中のトレ

イの用紙がジョブの途中でなくなったときに、自動的に本トレイを使用
するかどうかを設定します。

補足
 機械管理者モードで設定できます。

［トレイの優先順位］ ［自動トレイ切り替え］が有効の場合、切り替え対象のトレイが複数ある
ときの本トレイの優先順位を設定します。

補足
 機械管理者モードで設定できます。
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4. ［OK］をタップします。

2.5 IC カード登録の初期設定
ユーザーが個人の IC カードとユーザー情報の関連付けを行うことができます。
IC カード登録を設定すると、本機のメニュー画面に［ICカード登録］が表示されます。

補足
 ユーザー IDとは異なるカード IDを使用しているユーザーだけが使用できます。
 次の機能やサービスは本機能と併用できません。
- 本体認証モード /外部認証モード以外の運用を前提とするサービス

 次のユーザー IDは、使用できません。
- 半角スペースだけのユーザー ID
-「"」、「+」、「;」、「<」、「>」、「?」、「[」、「]」、「`」、「{」、「|」、「}」、「:」、「#」、「(」、 「)」、「¥」、「,」、「*」、「/」、
「=」の記号のうちどれかを含むユーザー ID
-「'」で始まるユーザー ID

 一度登録したユーザーを、認証先を変えて再登録することはできません。

環境設定
ICカード登録を利用するための環境を設定します。
本機の機械管理者モードにログインし、次のように設定します。

認証モードが本体認証の場合は、999人以内で IC カード情報を登録できます。外部認証の場合は、Active 
Directory サーバーの制限に依存します。
認証先としてActive Directory を利用する場合は、Active Directory の管理者に次のことを確認してくだ
さい。
 IC カード登録を利用するユーザーの認証情報が登録されていること。
 認証方式が外部認証の場合は、IC カード登録を利用するユーザー自身に、書き込み許可の権限が設定され
ていること。

補足
 Active Directory サーバーを利用する場合は、Active Directory サーバーに保存された認証情報が本機に複製保
存されます。

［定形サイズボタン設定］ 手差しトレイを選択した場合、機能リストの［用紙選択］の手差しトレ
イに表示される用紙サイズを設定します。

補足
 機械管理者モードで設定できます。

項目 設定内容
［ポート設定］  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［ポート設定］＞［SOAP］

［SOAP - ポート］ ：［起動］
［SOAP - ポート番号］ ：80

［プロトコル設定］  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［プロトコル設定］＞［TCP/IP 
- ネットワーク設定］
 IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレスなど、TCP/IP
環境で本機を使用するための設定

項目 設定内容
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 ＞［設定］ ＞［認証 /集計管理］ ＞［集計管理］ ＞［認証 /集計の設定］ で［認証しない］ 、または［本
体認証 /集計］ を設定します。 認証方式が外部認証の場合、集計管理の設定は任意です。
また、  ＞［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］で次のように
設定します。

Active Directory サーバー設定
Active Directory サーバーの認証情報を使用する場合は、Active Directory サーバーの設定をしてくださ
い。
操作パネルの  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［外部認証サーバー設定］で設定します。
［認証用ユーザー名の属性］：ユーザー IDに使用されます。

補足
 ユーザー名は、操作パネル、またはインターネットサービスでは設定できません。ActiveDirectory サーバーに
設定されている「displayName」属性を取得し、ユーザー情報に設定します。

ユーザー登録
本機に登録されたユーザーが本機能を使用する場合は、操作パネル、またはDevice Setup（デバイス設定
ツール） で、本機にユーザー情報（ユーザー ID、パスワード）を登録してください。

補足
 ユーザー本人に ID、パスワード、および認証先が［本体］であることを通知してください。

項目 設定内容
［認証 /集計の設定］ ［本体認証 /集計］、または［外部認証 /集計］
［認証情報の設定］ ［ICカードの使用］ ［する］

［ICカード認証時の
ユーザー登録］

［自動登録する］

補足
 本体認証の場合に設定します。
［サービスの利用制限］は仮登録ユーザーの利用を制限する場合
に設定します。

［ICカード連携モー
ド］

［パスワード入力不要］

補足
 外部認証の場合に設定します。
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機械管理者情報の設定
ICカード登録に、機械管理者の情報を設定します。

補足
 本体の仕様設定画面で機械管理者 ID、機械管理者パスワードを変更した場合は、本機能の設定も変更してくださ
い。本機能が正常に動作しなくなります。

1. 本機の操作パネルから、機械管理者モードにログインします。
2. ［ICカード登録］をタップします。
3. ［機械管理者 ID］、［パスワード］に、機械管理者の IDとパスワードを入力して、［登録］をタップします。
4. 認証方式に応じて、次の操作をします。

認証方式が［本体認証］の場合

1)運用する構成に合わせて、［認証先］を選択します。

2)［標準認証先］が表示される場合は、ユーザーが ICカード登録するときに標準で表示する認証先を選択
します。

3)［IC カード IDの照合］を有効にします。

4)［保存］をタップします。

認証方式が［外部認証］の場合

1)本機で認証する場合に IC カード登録の画面を表示するときは、［外部認証時の IC カード登録］を有効
にします。

2)［保存］をタップします。

5. 本機を再起動します。

2.6 複合機追加型アプリケーション設定複製
複合機追加型アプリケーションの設定情報を、ほかの複合機に複製できます。

参照
 詳しくは、インターネットサービスのヘルプを参照してください。
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3 基本操作
3.1 タッチパネルディスプレイ

ホーム画面
本機のさまざまな機能の入り口となる画面です。
よく利用する機能だけを表示させたり、配置を変更したりできます。

1. アプリの表示エリア
機械管理者、または認証ユーザーとしてログインしている場合は、表示するアプリや配置を変更できます。
詳しくは、「ホーム画面のカスタマイズ」 (P.41) を参照してください。

アプリ名 機能の概要 参照先
［外部アクセス］ 本機に組み込まれたブラウザーから、ネットワーク

を介してWebサーバーにアクセスし、データを格
納したり、表示したりします。

「外部アクセス」 (P.195)

［文書プリント］ USBメモリーに保存されている文書をプリントしま
す。

「文書プリント」 (P.62)

［リモートアシスタ
ンス］

オペレーターと画面を共有しながら、問題を解決で
きます。初めて使用するときは、機械管理者モード
で利用規約に同意する必要があります。

-

［プライベートプリ
ント］

プライベートプリント文書をプリントします。 「プライベートプリント」 
(P.61)

［セキュリティープ
リント］

セキュリティープリント文書（パスワードを設定し
た文書）をプリントします。

「セキュリティープリント」 
(P.59)

［サンプルプリン
ト］

サンプルプリント（試しに 1 部だけプリント）に指
定した文書の残りの部数をプリントします。

「サンプルプリント」 (P.58)

［時刻指定プリン
ト］

時刻指定プリント文書（プリント時刻が指定された
文書）を、指定時刻より前にプリントできます。

「時刻指定プリント」 (P.59)

［認証プリント］ 認証プリント文書をプリントします。 「認証プリント」 (P.60)
［Print Utility 接続］ 接続用のQRコードを表示します。 「QRコードでの接続」 (P.22)
［設定バックアッ
プ］

複合機の設定情報をコンピューターやクラウドに保
存したり、ほかの複合機に複製したりできます。 -

3

2 1

4
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2. コントロールタブ
 をタップすると、コントロールメニューが開きます。閉じるときは、画面右端の  をタップします。

補足
 左端の列に表示する機能は、コントロールメニューを閉じた状態でもアイコンが表示され、タップできます。
「［画面の設定］」 (P.69) の［コントロールメニューの機能配置］から、表示する機能や配置を変更できます。ただ
し、［ストップ］は常に左端列の最下部に表示され、カスタマイズできません。

［プライベートプリ
ント（一括出力）］

認証ユーザーがプライベートプリントとして蓄積し
ている、まだプリントしていない文書を、一度にプ
リントできます。

-

［IC カード登録］ 認証用 ICカードを、ユーザー自身が簡単に複合機
に登録できます。

「IC カードの登録」 (P.140)

［IC カード ID 確
認］

IC カードに登録されている情報を確認できます。 -

機能名 参照先 / 説明
［機械確認（メーター確認）］ 「機械確認（メーター確認）」 (P.36)
［ジョブ情報］ 「ジョブ情報」 (P.35)
［ストップ］ 「実行中ジョブの一時停止」 (P.34)
［設定］ 「設定」 (P.64)
［アプリの表示カスタマイズ］ 「アプリの表示カスタマイズ」 (P.42)
［言語切り替え Language］ 表示される言語とキーボードのレイアウトを切り替えます。
［ショートカット一覧］ 「［ショートカット一覧］」 (P.30)

アプリ名 機能の概要 参照先
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［ショートカット一覧］
よく使用する機能をショートカットに登録しておき、  ＞［ショートカット一覧］から呼び出せます。

補足
 機械管理者モードで各機能の右に表示される  をタップすると、機能の並び順を変更したり、機能を一覧から
削除したりできます。工場出荷時の状態に戻すには、［リセット］をタップします。

 登録できる機能の画面で、右上に表示される［ショートカット作成］をタップすると、［ショートカット一覧］
に追加されます。

3. 認証情報の表示エリア（ログインボタン /ログアウトボタン）
認証状態や認証ユーザーに応じたアイコンが表示されます。
機械管理者モードや認証機能を利用する場合、ログイン /ログアウトするときに、このエリアをタップしま
す。

補足
  ＞［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］＞［認証情報の設定］＞
［認証解除時の確認画面表示］が有効な場合は、ログアウトする前に確認画面が表示されます。

参照
 詳しくは、「認証モードへのログイン」 (P.33) を参照してください。

4. ヘルプアイコン
操作方法を確認できます。初めて使用するときは、機械管理者モードで利用規約に同意する必要がありま
す。

登録できる機能 参照先
［保守レポートの出力］ 「［保守レポートの出力］」 (P.119)
［画面輝度調整］ 「［画面の設定］」 (P.69)
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アプリの機能リスト画面
ここでは、文書プリントの機能リスト画面を例に説明します。

1. 機能リスト
よく使用する機能が表示されます。
タップして設定を変更できます。

2. ［その他の機能］
機能リストに表示されていない機能を表示します。

3. ［機能リストの編集］
機能リストに表示する機能を編集します。

参照
 編集方法については、「アプリの表示カスタマイズ」 (P.42) の［機能リストの編集］を参照してください。

4. ［リセット］
設定した機能の内容をすべてリセットします。

5. ［スタート］
ジョブを開始します。

3

2

5

4

1
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基本の操作方法
補足
 プレビュー画面以外では、ピンチイン（2本の指で画面をつまむように動かして縮小する操作）とピンチアウト
（2本の指で画面を広げるように動かして拡大する操作）はできません。

タップ
タッチパネルディスプレイに軽く触れ、すぐに指を離します。

スワイプ
タッチパネルディスプレイに軽く触れたまま、上下に動かすと、画面をスクロールできます。

フリック（目的の方向に画面を指で軽く払う）もできます。

ロングタップ
アプリケーションアイコンやメニュー項目に触れたままにします。ロングタップしたまま、目的の位置まで
移動させると、アイコンの位置を変更できます。
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キーボード
 をタップすると、入力方法、入力言語を変更できます。

補足
 入力画面、入力言語によって、表示されるボタンは異なります。

3.2 認証モードへのログイン
認証ユーザーや機械管理者として本機を使用するときは、認証モードにログインします。
認証モードにログインすると、認証情報の表示エリアのアイコンが変わり、ホーム画面やコントロールメ
ニューに認証ユーザー名が表示されます。

1. 認証情報の表示エリア（ログインボタン）をタップします。

2. ユーザー ID を入力して、［OK］をタップします。

補足
 パスワード入力欄が表示されている場合は、パスワードを入力してください。
 パスワード入力時にパスワードの変更画面が表示された場合、セキュリティー強度が変更されています。パス
ワードのセキュリティー強度を確認して、パスワードを変更してください。
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 Microsoft Entra ID 連携の場合、ユーザー IDは、ユーザー名の＠より前を入力してください。
たとえば、fujitaro@example.comの場合、「fujitaro」を入力します。

 外部認証の場合は、［認証先］をタップしてドメインを選択できます。
 インターネットサービスでユーザー IDの指定方法が［一覧から選択］に設定されている場合は、［ユーザー選
択］画面からユーザー IDを指定できます。

［機械管理者情報のリセット］が表示されている場合、リセットコードを取得して機械管理者のユーザー IDとパ
スワードをリセットできます。

認証の解除
1. 認証情報の表示エリア（ログアウトボタン）をタップします。

機械管理者情報の変更
設定変更の抑止やセキュリティ確保のために、機械管理者のユーザー IDとパスワードの変更をおすすめし
ます。

参照
 機械管理者のユーザー IDとパスワードの初期値は『取扱説明書』を参照してください。
 設定方法については、「［機械管理者情報の設定］」 (P.113) を参照してください。

3.3 実行中ジョブの一時停止
1. プリントジョブの実行中に、画面左下の  （［ストップ］）をタップします。

表示される画面で、ジョブを継続するか、中止するかを選択できます。

補足
 複数のジョブを実行中の場合は、［ジョブ情報］画面が表示され、操作するジョブを選択できます。
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3.4 ジョブ情報
実行中や実行待ちのジョブや、完了したジョブなどを確認できます。また、プリントを中止したり、プリン
ト待ちや操作待ちのジョブをプリントしたりできます。

1.  （［ジョブ情報］）をタップします。

2. ［すべてのジョブ］をタップして、表示するジョブの種類を切り替えます。

参照
［保存文書］については、「蓄積データのプリント」 (P.58) を参照してください。

3. 操作するジョブをタップします。

4. 表示された画面で、次に実行する操作を選択します。
 実行中のジョブや、一時停止中のジョブの場合は、ジョブの中止や再開などの指示ができます。また、
［優先］をタップすると、そのジョブを優先的に実行できます。
 完了したジョブの場合は、ジョブの結果を確認したり、レポートを出力したりできます。
 蓄積プリントのジョブなどで、［関連ジョブ］をタップすると、関連ジョブの一覧が表示されます。
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3.5 機械確認（メーター確認）
本機の状態を確認したり、レポートを出力したりできます。

1.  ＞［機械確認（メーター確認）］をタップします。

［詳細情報］
機械構成などの本機のさまざまな情報を画面で確認できます。

［メーター確認］
メーター別に、出力ページ数を確認できます。

項目 設定
［シリアル番号］ 本機のシリアル番号が表示されます。
［メーター 1］ プリントの合計ページ数が表示されます。
［ユーザー別メーター確認］ ユーザー別のページ数を確認できます。

集計管理機能が有効に設定されている場合に、現在認証されているユー
ザー ID のメーターを確認できます。
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 白紙ページのカウント
白紙ページがプリントされた場合、メーターはカウントされます。

補足
 プリンタードライバーで白紙節約を設定すると、描画のない白紙ページはプリントされません。ただし、次の場
合は、白紙ページがプリントされることがあります。
- ページ内に改行だけが存在する場合
- ページ内にスペース（空白）だけが存在する場合
- ページ内に改行とスペースだけが存在する場合
- その他、アプリケーションから白い背景描画命令などが渡された場合

［消耗品確認］
消耗品の状態を確認できます。

［通知］
障害の状態、交換時期やそのほかの重要なメッセージなどの本機からの通知を重要度順に表示します。
通知を選択すると、詳細や関連するページを確認できます。

［機能別カウンターのリセッ
ト］

機能別に集計したプリント数や稼働状況の累積時間などのカウントをリ
セットできます。

項目 設定
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［用紙トレイ］
用紙トレイの状態と設定を確認できます。

［レポート /リストの出力］
レポート、またはリストをプリントできます。

補足
 一部の項目は、機械管理者モードだけで表示されます。

項目 説明
［PostScript フォントリスト］ PostScript で使用できるフォントがプリントされます。
［PCL フォントリスト］ PCL で使用できるフォントがプリントされます。
［ジョブ確認］

［ジョブ履歴レポート］ 最新の 200 件まで、ジョブの実行結果がプリントされます。ジョブの種
類ごとにプリントすることもできます。

［エラー履歴レポート］ 本機に発生したエラーに関する情報が、最新の 50件までプリントされま
す。

［プリンター設定］
［機能設定リスト（共通項
目）］

本機のハードウェア構成やネットワーク情報、プリント機能の設定状態
を確認できる機能設定リストがプリントされます。

［ART EX フォーム登録リ
スト］

オーバーレイ印字機能で、フォームとして登録した文書の一覧がプリン
トされます。

参照
 ART EX プリンタードライバーのヘルプを参照してください。

［PCL 設定リスト］ PCL プリンターモードの各設定がプリントされます。
［PCL マクロ登録リスト］ PCL プリンターモード用に登録したフォームの一覧がプリントされます。
［PDF設定リスト］ PDFプリンターモードの各設定がプリントされます。
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［TIFF/JPEG設定リスト］ TIFF プリンターモードと JPEGプリンターモードの各設定がプリントさ
れます。

［TIFF/JPEG論理プリン
ター登録リスト］

TIFF プリンターモードと JPEGプリンターモードで作成した論理プリン
ターの一覧がプリントされます。

補足
 TIFF 論理プリンターと JPEG論理プリンターは、インターネットサービスで
設定します。

［PostScript 論理プリン
ター登録リスト］

PostScript で作成した論理プリンターの一覧がプリントされます。

補足
 PostScript 論理プリンターは、インターネットサービスで設定します。

［ESC/P 設定リスト］ ESC/P エミュレーションモードの各設定がプリントされます。
［ESC/P メモリー登録リス
ト］

ESC/P エミュレーションモードのメモリー登録の各設定がプリントされ
ます。

［ART IV, ESC/P ユーザー
定義リスト］

ART IV、ESC/P、PC-PR201Hで利用できるフォーム、ロゴ、パターン
の登録内容がプリントされます。

参照
 それぞれのモードの詳細な内容については、『リファレンスマニュアル』（別
売）を参照してください。

［HP-GL/2 設定リスト］ HP-GL、HP-GL/2、HP-RTL エミュレーションモードの各設定がプリント
されます。

［HP-GL/2 メモリー登録リ
スト］

HP-GL、HP-GL/2、HP-RTL エミュレーションモードのメモリー登録の各
設定がプリントされます。

［PC-PR201H設定リスト］ PC-PR201H エミュレーションモードの各設定がプリントされます。
［PC-PR201Hメモリー登
録リスト］

PC-PR201H エミュレーションモードのメモリー登録の各設定がプリント
されます。

［フォントリスト］ 使用できるフォントの一覧がプリントされます。
［PCL フォントリスト］ PCL で使用できるフォントがプリントされます。
［PostScript フォントリス
ト］

PostScript で使用できるフォントがプリントされます。

［DocuWorks プリント設
定リスト］

DocuWorks ダイレクトプリントのための設定がプリントされます。

［送受信ドメイン制限リス
ト］

送受信を制限するドメインの設定状況がプリントされます。

［機能別カウンターレポート］ 各機能別に実際に利用した内訳（プリント枚数や使用回数など）や利用
していない時間（待機時間、低電力モード時間、スリープモード時間、
電源オフ時間など）の累計が分単位でプリントされます。

［エラー履歴レポート］ 本機に発生したエラーに関する情報が、最新の 50件までプリントされま
す。

項目 説明
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［インターネットサービスの接続先］
インターネットサービスのURL を確認できます。

補足
［プリント］をタップすると、インターネットサービスのURL をプリントできます。

そのほかの設定
項目 参照先 / 説明

［プリンターモード］ 「オンライン /オフラインの切り替え」 (P.43)
「エミュレーション」 (P.171)

［ストレージの上書き消
去］

ストレージの上書き消去の状態が表示されます。上書き回数は機械管理者が
「［ストレージの上書き消去設定］」 (P.118) で設定します。

［無線 LANの接続状態］ Wi-Fi とWi-Fi Direct の接続状況が表示されます。ここからWi-Fi Direct の接
続を切断できます。詳しくは、「Wi-Fi Direct の切断」 (P.21) を参照してくださ
い。
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3.6 カスタマイズ
ホーム画面のアプリケーションアイコンの表示や各アプリの機能リストの初期値などをカスタマイズできま
す。
認証機能を利用していない場合は、機械管理者モードでカスタマイズした内容が、すべてのユーザーに反映
されます。
認証機能を利用している場合は、それぞれのユーザーごとにカスタマイズでき、カスタマイズした内容は個
人用の設定になります。一度もカスタマイズしていない認証ユーザー、または未認証ユーザーの場合は、機
械管理者モードでカスタマイズした内容が反映されます。

ホーム画面のカスタマイズ
アプリケーションアイコンの表示・非表示を切り替えたり、配置を変更したりできます。

1. アプリの表示エリアをロングタップします。

2. 次の操作をします。
アイコンの非表示

1)非表示にするアイコンの  をタップします。
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アイコンの表示

1)アイコンを表示させたいページで、  をタップします。

2)追加するアプリをタップします。

アイコンの位置の変更

1)アイコンをロングタップしたまま目的の位置まで移動します。

補足
 ページ間のアイコン移動はできません。配置したいページで  をタップしてください。

3. カスタマイズが終わったら、アイコンの外側の領域をタップします。

アプリの表示カスタマイズ
文書プリントの画面表示をカスタマイズできます。

1.  ＞［アプリの表示カスタマイズ］をタップします。

2. カスタマイズするアプリをタップします。
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3. 項目を選択して、カスタマイズします。

補足
 認証状態やアプリによって、表示される項目は異なります。

3.7 オンライン /オフラインの切り替え
オフラインになるとコンピューターからのデータを受信できません。
設定変更やメンテナンスをするときなどは、オフラインになります。

 ＞［機械確認（メーター確認）］＞［プリンターモード］で、オンライン /オフラインの切り替えができ
ます。

項目 機能
［機能リストの編集］ 機能リストに表示する機能を設定します。

  に設定した機能は、機能リストのよく使用する機能の一覧に表
示されます。

  に設定した機能は、機能リストの［その他の機能］をタップし
たときに表示されます。

ロングタップすると表示順を移動できます。

補足
「［画面の設定］」 (P.69) の［機能リストの［その他の機能］の表示］を
無効に設定している場合、機能リストの［その他の機能］は表示され
ません。
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3.8 節電機能について
電力消費量を抑えることができます。
一定時間使用しないと低電力モードに入り、設定時間が経過すると、スリープモードに移行します。

補足
 暖機モード動作中は、スリープモードに移行しません。
 使用する機能に必要な部分（タッチパネルディスプレイ、ストレージ、出力部など）だけ、節電から復帰させる
こともできます。

参照
「［節電モードの設定］」 (P.68) を参照してください。

節電状態
節電状態になると、〈電源 /節電〉 ボタンが点滅します。
〈電源 /節電〉ボタンを押して、［節電モードに移行する］ をタップしたとき
 節電状態に移行する時間まで、本機を操作しなかったとき、ジョブが実行されなかったとき、プリント
データを受信しなかったとき

復帰
〈電源 /節電〉 ボタンを押したとき
 プリントなどのジョブを受信したとき
 インターネットサービスの［保存］をクリックしたとき

暖機モード
使用環境によっては、スリープモードから復帰するときに、本機内部の温度が上昇し結露が発生することが
あります。暖機モード動作を設定すると、結露の発生を防止、または軽減できます。
季節の変わり目などに設定することをおすすめします。

補足
 暖機モード動作中は、スリープモードに移行しません。

参照
 詳しくは、「［システム時計 /タイマー設定］」 (P.67) の［暖機モード動作］を参照してください。
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3.9 USB メモリー
USB メモリーに保存されたデータをプリントできます。

対応ファイル
 PDF ファイル（拡張子：pdf）
 TIFF ファイル（拡張子：tif、MH/MMR圧縮、8ビットグレースケール（非圧縮、PackBits 圧縮、JPEG
圧縮）、8ビット RGBインデックスカラー（非圧縮、PackBits 圧縮）、24ビット RGBカラー（非圧縮、
PackBits 圧縮、JPEG圧縮））

 XPS ファイル（拡張子：xps、oxps）
 DocuWorks 文書（拡張子：xdw）
 DocuWorks バインダー（拡張子：xbd）
 Exif2.0 ～ Exif2.2 ファイル（拡張子：jpg、tif）
 JPEG（JFIF）ファイル（拡張子：jpg、グレースケール（8ビット）、カラー（24ビット、sRGB色空
間））

使用時の注意
 フォルダーの数が 900個を超えるUSBメモリーは、正しく認識されないことがあります。
 ファイルのフルパス（すべての階層のフォルダー名とファイル名を含んだ文字列）が 257文字を超える場
合は、表示されません。

 プリントできるファイル数は 900ファイルです。
 USB メモリーは、フォーマットしたものを使用してください。対応しているフォーマットは FAT12、
FAT16、FAT32 だけです。NTFS、exFATフォーマットには対応していません。

 CMYKの TIFF ファイルと JPEG（JFIF）ファイルには対応していません。
 USB メモリー内のファイル数や容量によっては、プリントに数分から数十分かかることがあります。
 USB メモリー内のデータは、破損するおそれがあります。必ずデータをバックアップしてから使用してく
ださい。

 お客様のデータ消失による直接、間接の損害については、弊社はその責任を負いかねますので、あらかじ
めご了承ください。

 節電中の場合は、節電状態を解除してからUSBメモリーを差し込んでください。
 複数のUSBメモリーを同時に取り付けて使用することはできません。
 次のUSB メモリーは対象外です。
- 別途ユーティリティが必要なUSBメモリー
- パーティションが複数あるUSBメモリー
- 外付けのハブを介して接続したUSBメモリー

取り外し
補足
 本機の電源を切るときには、USBメモリーを取り外してから行ってください。

1.  （［取り出し］）をタップします。

2. ［確認］をタップします。
3. USB メモリーを取り外します。
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3.10 用紙のセット

用紙トレイ 1～ 4
用紙トレイ 1 ～ 4 に用紙をセットする手順について説明します。

補足
 用紙トレイの長さを、A4、A5、JIS B5、8.5×11"（レター）、8.5×13"、 8.5×14"（リーガル）、7.25×10.5" 
の範囲で調整できます。リーガルサイズの長さをお使いの場合、用紙トレイがプリンターの正面からはみ出しま
す。

 用紙トレイ1には、小サイズ対応用紙ガイド（オプション）を使用することで、たてのサイズが148.0 ～ 190.5 
mm未満の用紙もセットできます。

1. 用紙トレイが止まるところまで引き出し、用紙トレイの手前を少し持ち上げます。 用紙トレイを本体から取
り外します。

注意
 複数の用紙トレイを同時に引き出すと、機械全体が傾き、転倒などによりケガの原因となるおそれが
あります。

2. 用紙ガイドレバーを用紙サイズに合った位置まで移動します。

B5

A4

10.5”

11”

A5 A4
7.25” 8.5”

B5
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リーガルサイズの用紙をセットする場合は、トレイ前面のレバーをつまんで手前に引きます。

3. セットする前に、用紙をよくさばきます。平らな面で用紙の四辺を整えます。

4. 印字する面を上にして、用紙トレイに用紙をセットします。
 穴あき紙は穴が左側にくるようにセットします。
 レターヘッドとプレプリント紙は用紙の上端、または左端をトレイの奥側に向けてセットします。片面印
刷の場合は、おもて面を上に、両面印刷の場合は、おもて面を下にしてセットします。

注記
 用紙上限線を超える量の用紙をセットしないでください。紙詰まりや故障の原因になります。

5. 用紙トレイを本機に差し込み、奥に突き当たるまでゆっくりと挿入します。

補足
 リーガルサイズの用紙をセットするためにトレイ前面を引き出している場合は、トレイが突き出た状態になりま
す。
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手差しトレイ
補足
 手差しトレイからプリントをしているときに、 手差しトレイに用紙を追加したり、用紙を取り除いたりしないで
ください。紙詰まりの原因となります。

 手差しトレイの上に物を置かないでください。
 手差しトレイに強い力をかけたり、下に押したりしないでください。
 用紙が詰まる場合は、用紙を 1枚ずつセットしてください。

1. 手差しトレイを開きます。

補足
 必要に応じて延長トレイを引き出します。延長トレイを引き出すときは、ゆっくりと引き出してください。

2. セットする前に、用紙をよくさばきます。平らな面で用紙の四辺を整えます。

補足
 使用するまで用紙を開封しないでください。
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3. 印字する面を上にして、用紙をそろえた状態で先端が軽く突き当たるまで差し込みます。
 穴あき紙は穴が左側にくるようにセットします。

 レターヘッドとプレプリント紙は用紙の上端、または左端を本体側に向けてセットします。
片面印刷の場合は、おもて面を上にしてセットします。

両面印刷の場合は、おもて面を下にしてセットします。

注記
 用紙上限線を超える量の用紙をセットしないでください。紙詰まりや故障の原因になります。
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4. 用紙ガイドレバーをセットした用紙のサイズに合わせます。

はがき、往復はがきのセット
はがきや往復はがきは、手差しトレイとトレイ 1にセットできます。

補足
 はがきや往復はがきの種類によっては、用紙送りローラーに汚れが付着し、紙詰まりを起こしたり斜めに印字さ
れたりすることがあります。この場合は、「用紙送りローラーの清掃」 (P.146) を参照して、用紙送りローラーを
清掃してください。

 はがきは、幅が同一のものをセットしてください。幅が不揃いのはがきが混在すると、斜めに印字されることが
あります。

 折り目が大きい往復はがきの場合は、斜めに印字されることがあります。
 トレイ1にはがきをセットする場合は、小サイズ対応用紙ガイド（オプション）が必要です。

はがき
はがきをよくさばいてから、プリントする面を上にして、はがきの上辺が先に本機に入るようにセットしま
す。

往復はがき
往復はがきをよくさばいてから、プリントする面を上にして、往復はがきの右辺が先に本機に入るように
セットします。
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両面プリント
はがきや往復はがきの両面にプリントするときは、片面にプリントしたあと、はがきや往復はがきの端にで
きた反りを平らにならしてからうら面をセットします。反りを直さずにセットすると、はがきや往復はがき
が正しく給紙されないことがあります。

封筒のセット
封筒は、手差しトレイとトレイ 1にセットできます。

補足
 トレイ1 にセットする場合は、プリンタードライバーでユーザー定義用紙を選択し、サイズを指定してくださ
い。

 開封したての新しい封筒を使用してください。
封筒をパッケージから取り出してすぐにセットしない場合は、封筒が反って（カールして）しまうことがありま
す。紙詰まりを防止するため、セットするときには、次のように封筒全体をしっかり押さえて平らにしてくださ
い。

 異なるサイズの封筒を同時にセットしないでください。
 トレイに設定できる封筒の高さ（枚数）は、次のとおりです。
- トレイ 1：約 45 mm 以下、または50枚以下
- 手差しトレイ：約 16.5 mm 以下（10枚程度）
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 封筒が正しく給紙されない場合は、封筒の端を図のようにカールさせてください。カール幅は2～ 3 mm（0.08
～ 0.12 インチ）をおすすめします。カールさせる領域は、封筒の先端から 8～ 10 mm（0.32 ～ 0.39 イン
チ）です。カールをつけすぎたり、しわをつけたりしないようにしてください。

長辺にフラップがある封筒
プリントする面を上にして封筒のフラップを閉じます。フラップを、給紙方向に向かって右側にセットしま
す。

短辺にフラップがある封筒
プリントする面を上にして封筒をセットします。

補足
 プリントするときに、プリンタードライバーの［用紙設定ガイド］ で封筒の向きと印字方向を設定できます。詳
しくは、プリンタードライバーのヘルプを参照してください。

 角形6号の封筒を使用する場合、続けてプリントすると排出トレイから封筒が押し出されることがあります。排
出トレイからプリント済みの封筒を取り出してから、次のプリントを実行してください。



533.10   用紙のセット

フラップを開いた状態で、封筒の底辺（フラップがない側）を給紙方向に向けてセットします。

長尺用紙のセット
長さ520 mmまでの長尺用紙を手差しトレイからプリントできます。

参照
 長尺用紙が詰まる場合は、「手差しトレイの用紙送りローラーの清掃」 (P.146) を参照して、清掃を実施してくだ
さい。

長尺用紙にプリントする場合のガイドライン
 長尺用紙は手差しトレイに 1枚ずつセットしてください。
 長尺用紙をプリントする場合は、手差しトレイから落下しないよう、セットした長尺用紙を手で支えてく
ださい。

 長尺用紙プリントは両面印刷に対応していません。
 長尺用紙にプリントすると画質不良が発生することがあります。
 排出用紙は本機から落下しないよう手で支えてください。

かんばん用紙のセット（ApeosPrint 4830 JM）
かんばん用紙は、手差しトレイとトレイ 1～ 4にセットできます。

参照
 手差しトレイにセットする場合は、「手差しトレイ」 (P.48) を参照してください。

1. 用紙トレイが止まるところまで引き出し、用紙トレイの手前を少し持ち上げます。 用紙トレイを本体から取
り外します。
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注意
 複数の用紙トレイを同時に引き出すと、機械全体が傾き、転倒などによりケガの原因となるおそれが
あります。

2. 納品書サイズの用紙をセットする場合は、トレイ 1に小サイズ対応用紙ガイド（オプション）を取り付け
ます。

3. セットする前に、用紙をよくさばきます。平らな面で用紙の四辺を整えます。

4. セットする用紙のうち 10枚程度を、印刷する面を上にして用紙トレイにセットします。
一辺をトレイの奥側に合わせて、トレイの中央に位置するようにセットします。
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補足
 片側に切り込みがある用紙の場合、切り込みがある側がトレイの手前になるようにセットしてください。

5. 用紙ガイドレバーを用紙サイズに合った位置まで移動します。

6. 用紙ガイドが用紙に合っている状態で、トレイの奥側から同じサイズの用紙を数回に分けてセットします。

注記
 用紙上限線を超える量の用紙をセットしないでください。紙詰まりや故障の原因になります。

7. 用紙トレイを本機に差し込み、奥に突き当たるまでゆっくりと挿入します。
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4 プリント
クライアントコンピューターからの指示でプリント

 プリンタードライバーを使用してプリント
 ダイレクトプリント
 メールに添付した文書をプリント（メール受信プリント）

本機に蓄積したデータのプリント
 サンプルプリント
 時刻指定プリント
 セキュリティープリント
 認証プリント
 プライベートプリント

USBメモリーに保存されたデータのプリント
 文書プリント

そのほかのプリントサービス
 モバイル機器からのプリント
 エミュレーション

補足
 水、雨、蒸気などの水分によって、プリント面の画像がはがれることがあります。詳しくは、弊社プリンターサ
ポートデスク、または販売店にお問い合わせください。

参照
 ダイレクトプリントとエミュレーションについては、「エミュレーション」 (P.171) と「ダイレクトプリント」 
(P.193) を参照してください。
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4.1 クライアントコンピューターからプリント
プリンタードライバーを使用してプリント

参照
 プリントの方法については、プリンタードライバーのヘルプを参照してください。

メール受信プリント
宛先に本機のメールアドレスを入力して、メールを送信すると、本機の設定に応じてプリントされます。

クライアントコンピューターからのメールを受信する
メール本文がテキスト形式でもHTML 形式でも受信できます。ただし、HTML形式で本文がプリントされ
るのは、HTMLとテキストの両方の形式のデータを持つメール（マルチパートメール）だけです。テキスト
形式のデータがない場合、本文はプリントされません。
添付ファイルの拡張子が「.tif」、「.tiff」、「.pdf」、「.jpeg」、「.jpg」、「.jpe」、「.jfif」、「.xps」、「.oxps」、
「.xdw」、「.xbd」以外は、正しくプリントされないことがあります。
添付ファイルの拡張子が「.txt」の場合は、Content-Type に「text/plain」が指定され、charset が指定
されている場合だけ、プリントされます。

ジョブ属性を指定してメールプリントする
ジョブ属性を指定すると、用紙サイズなどを設定してプリントできます。

ジョブ属性 指定できる項目 指定方法
両面 /片面 片面 simp

両面（長辺とじ） dup
両面（短辺とじ） tumble

N-up*1*2（まとめて 1枚） 1アップ *3 1up

2 アップ 2up
4アップ 4up
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*1 :添付文書の拡張子が「.pdf」の文書は、インターネットサービスの［エミュレーション設定］＞［PDF設定］で［デコンポーザー
の切り替え］を［PS］に設定している場合、N-up 指定は無効となります。1アップ以外を指定しても 1アップでプリントされま
す。

*2 :メールヘッダー、メール本文、および添付文書の拡張子が「.txt」の場合、指定は無効となります。
*3 :［1 アップ］を指定した場合は、用紙サイズにイメージが収まるように、原稿を拡大縮小してプリントされます。

補足
 本文と添付文書のジョブ属性は、個別に設定できません。転送メールの場合、本文とその添付文書、転送メール
の本文とその添付文書のジョブ属性を個別に設定できません。添付文書は本文の設定に従ってプリントされま
す。

メールの件名の前に「@@ジョブ属性@@」と入力します。
ジョブ属性を複数指定する場合は、カンマ（,）で区切り、「@@ジョブ属性, ジョブ属性, ジョブ属性@@」
と入力します。
例）件名が「参考資料」で、両面（長辺とじ）、2アップでプリントする場合
@@dup,2up@@参考資料

補足
 メール本文のプリントは、インターネットサービスの［受信メールシートのプリント］でも設定できます。

4.2 蓄積データのプリント
プリンタードライバーでプリント指示した文書を一時的に本機に蓄積させ、タッチパネルディスプレイの操
作でプリントします。

補足
 受信したジョブを認証プリント、またはプライベートプリントに保存するには、「［認証の設定］」 (P.113) ＞［認
証 /プライベートプリントの設定］＞［受信制御］で設定が必要です。その場合は、プリンタードライバーでサ
ンプルプリント、時刻指定プリント、またはセキュリティープリントを指示しても無視されます。

 カスタマイズ機能で各アプリをホーム画面に配置した場合は、アプリから直接操作できます。

サンプルプリント
サンプルプリント（試しに 1部だけプリント）に指定した文書の残りの部数をプリントします。

1.  ＞［ジョブ情報］＞［保存文書］＞［サンプルプリント］をタップします。

2. 対象ユーザーをタップします。

用紙サイズ*2 A4 a4
JIS B5 b5
A5 a5
レター（8.5×11"） letter
リーガル legal

ジョブ属性 指定できる項目 指定方法
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3. プリントする文書をタップして、チェックマークを付けます。

4. 必要に応じて、部数を変更します。
補足
 表示されている部数は、プリンタードライバーで設定した部数から 1部差し引かれた部数です。

5. ［スタート］をタップします。

時刻指定プリント
時刻指定プリント文書（プリント時刻が指定された文書）を、指定時刻より前にプリントできます。

1.  ＞［ジョブ情報］＞［保存文書］＞［時刻指定プリント］をタップします。

2. プリントする文書をタップします。

3. ［スタート］をタップします。

セキュリティープリント
セキュリティープリント文書（パスワードを設定した文書）をプリントします。

1.  ＞［ジョブ情報］＞［保存文書］＞［セキュリティープリント］をタップします。



60 4   プリント

2. 対象のユーザーをタップします。

3. プリンタードライバーで指定したパスワードを入力して、［OK］をタップします。
4. プリントする文書をタップして、チェックマークを付けます。
5. 必要に応じて、部数を変更します。
6. ［スタート］をタップします。

認証プリント
認証プリント文書をプリントします。認証プリント文書は、プリンタードライバーで設定した蓄積用ユー
ザー IDごとに保存されます。蓄積用ユーザー IDを設定しない場合は、［（ユーザー IDなし）］に保存され
ます。

1. 認証モードにログインします。
2.  ＞［ジョブ情報］＞［保存文書］＞［認証プリント］をタップします。

3. 対象のユーザーをタップします。

補足
 プリンタードライバーで暗証番号を設定した場合は、暗証番号の入力画面が表示されます。暗証番号を入力し
て、［OK］をタップしてください。
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4. プリントする文書をタップして、チェックマークを付けます。

5. 必要に応じて、部数を変更します。
6. ［スタート］をタップします。

プライベートプリント
プライベートプリント文書をプリントします。プライベートプリント文書は、認証ユーザー IDごとに保存
されます。

補足
 認証ユーザーのユーザー IDにサブユーザーを関連づける機能を利用するには、別途アプリケーションが必要で
す。詳しくは、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にお問い合わせください。

 サーバーレスオンデマンドプリントで保存した文書でも利用できます。

1. 認証モードにログインします。
2.  ＞［ジョブ情報］＞［保存文書］＞［プライベートプリント］をタップします。

補足
 一度の操作で、100文書までプリントできます。

3. プリントする文書をタップして、チェックマークを付けます。

4. 必要に応じて、部数を変更します。
5. ［スタート］をタップします。

補足
 IC カードリーダー以外の機器を接続している場合は、利用できません。
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4.3 文書プリント
USB メモリーに保存されている文書をプリントできます。

1. USB メモリーを差し込みます。
2. ［確認］をタップします。
3. ［文書プリント］をタップします。

補足
 ホーム画面の［文書プリント］からでも機能を利用できます。

4. 対象フォルダーからプリントする文書をタップします。
5. 必要に応じて、  をタップして各機能を設定します。
6. ［スタート］をタップします。

機能リスト
参照
 機能リストの使い方については、「アプリの機能リスト画面」 (P.31) を参照してください。

4.4 Print Utility を使用してプリントする
Print Utility はスマートフォン /タブレット用の無料アプリケーションです。スマートフォン /タブレット
からプリントできます。NFC機能を搭載する機器をお使いの場合は、本機のNFCタッチエリアに機器をか
ざすだけでプリントを開始できます。App Store や Google Play から無料でダウンロードできます。

項目 説明
［部数］ 部数を入力します。
［用紙選択］ 用紙トレイを選択します。［自動］を選択すると、適切な用紙トレイが選

択されます。
［両面］ 用紙の両面にプリントできます。
［まとめて 1枚（Nアップ）］ 複数枚の原稿を 1枚にまとめてプリントします。プリント時のレイアウ

トや原稿のセット向きを指定します。
［スムージング］ 画像部分の回転と拡大縮小に伴う補正処理をして、画質を向上するかを

設定します。
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4.5 その他のサービスを使用してプリントする

AirPrint
AirPrint は、Apple Inc. が提供するプリントサービスです。プリンタードライバーや特別なソフトウェア
をインストールすることなく、iPad/iPhone などの iOS 搭載機器やMac のコンピューターから指示した文
書を、本機でプリントできます。

参照
 AirPrint の設定を有効にする方法は、インターネットサービスのヘルプを参照してください。

AirPrint でプリントする
参照
 詳しくは、Apple 社の公式サイトを参照してください。

Mopria プリントサービス
Mopria プリントはAndroid 搭載のスマートフォンやタブレット（Android 5.0 以降）から、Mopria 認
証を受けたプリンターに接続してプリントできるサービスで、特別な設定をすることなく利用できます。
はじめに、Google Play ストアからMopria プリントサービスのアプリケーションを、お使いのAndroid
機器にダウンロードしてインストールします。
プリント時はモバイル機器を本機と同じネットワークに接続するか、Wi-Fi Direct 機能を使用して本機に接
続します。

参照
 Mopria の設定を有効にする方法は、インターネットサービスのヘルプを参照してください。

Mopria プリントサービスでプリントする
参照
 詳しくは、Mopria Alliance の公式サイトを参照してください。

Universal Print
Universal Print は、Microsoft が提供するクラウド型のプリントサービスです。プリンタードライバーや
特別なソフトウェアをインストールすることなく、Microsoft Entra ID の認証を使用して、どこからでも
本機でプリントできます。

参照
 Universal Print の設定を有効にする方法は、インターネットサービス のヘルプを参照してください。

Universal Print でプリントする
参照
 詳しくは、Microsoft 社の公式サイトを参照してください。



64 5   設定

5 設定
ホーム画面で  ＞［設定］をタップすると、［設定］画面を表示できます。本機のさまざまな機能は、こ
こから設定します。

補足
 機械管理者モードでだけ操作できる項目も含めて記載しています。

5.1 ［用紙トレイ設定］
トレイ番号をタップして、セットされている用紙を設定します。
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［共通設定］

用紙種類と設定値

項目 設定
［ユーザー用紙属性の名称設
定］

ユーザー用紙に名称を付けられます。

［トレイセット時の用紙変更画
面表示］

用紙をセットすると、用紙設定画面が表示されます。

［用紙種類の優先順位］ 自動トレイ選択時に同一サイズ、同一方向の用紙が複数セットされてい
る場合に、使用する用紙種類がセットされた用紙トレイの優先順位を設
定します。
各トレイに設定した［トレイの優先順位］より優先されます。
ただし、異なる用紙種類に同じ優先順位を設定した場合は、［トレイの優
先順位］によって、選択される用紙が決まります。また、［自動トレイ選
択しない］に設定した用紙種類がセットされているトレイは、自動トレ
イ選択の対象にはなりません。

［自動トレイ動作制御］ 選択しているトレイの用紙がなくなったときに、切り替える条件や対象
を設定します。

［自動トレイ切り替え］ 自動切り替えの条件を設定します。
［常に切り替える］
用紙選択が［自動］以外でも常に切り替えます。

［［自動］選択時切り替える］
用紙選択が［自動］のときに切り替えます。

［同一用紙種類 /色で切り替える］
用紙種類、色が同じトレイを切り替え対象として常に切り替えます。

［用紙種類別画質処理］ 用紙種類ごとに、画質の処理方法を設定します。

参照
「用紙種類と設定値」 (P.65) を参照してください。

用紙種類 設定値 坪量（g/m2）
［普通紙の画質処理］ ［普通紙（A）］ 60 ～ 80

［普通紙（B）］ 60 ～ 90（海外用紙）
［普通紙（C）］ 81 ～ 105
［普通紙（D）］ 91 ～ 105（海外用紙）
［再生紙（A）］ 60 ～ 80
［うら紙（A）］ 60 ～ 80
［うら紙（B）］ 60 ～ 90（海外用紙）
［うら紙（C）］ 81 ～ 105
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［上質紙の画質処理］ ［普通紙（A）］ 60 ～ 80
［普通紙（B）］ 60 ～ 90（海外用紙）
［普通紙（C）］ 81 ～ 105
［普通紙（D）］ 91 ～ 105（海外用紙）
［再生紙（A）］ 60 ～ 80
［うら紙（A）］ 60 ～ 80
［うら紙（B）］ 60 ～ 90（海外用紙）
［うら紙（C）］ 81 ～ 105

［再生紙の画質処理］ ［普通紙（A）］ 60 ～ 80
［普通紙（B）］ 60 ～ 90（海外用紙）
［普通紙（C）］ 81 ～ 105
［普通紙（D）］ 91 ～ 105（海外用紙）
［再生紙（A）］ 60 ～ 80
［うら紙（A）］ 60 ～ 80
［うら紙（B）］ 60 ～ 90（海外用紙）
［うら紙（C）］ 81 ～ 105

［穴あき紙の画質処理］ ［普通紙（A）］ 60 ～ 80
［普通紙（B）］ 60 ～ 90（海外用紙）
［普通紙（C）］ 81 ～ 105
［普通紙（D）］ 91 ～ 105（海外用紙）
［再生紙（A）］ 60 ～ 80
［うら紙（A）］ 60 ～ 80
［うら紙（B）］ 60 ～ 90（海外用紙）
［うら紙（C）］ 81 ～ 105

［厚紙 2の画質処理］ ［厚紙 2（A）］ 177 ～ 220
［厚紙 2（うら面）の画質処理］ ［厚紙 2（A）（うら

面）］
177 ～ 220

［ラベル紙の画質処理］ ［ラベル紙 1（A）］ ラベル紙
［ラベル紙 1（B）］ ラベル紙（厚手）

［ユーザー用紙 1の画質処理］～［ユーザー用紙 5の
画質処理］

［普通紙（A）］ 60 ～ 80
［普通紙（B）］ 60 ～ 90（海外用紙）
［普通紙（C）］ 81 ～ 105
［普通紙（D）］ 91 ～ 105（海外用紙）
［普通紙（S）］ カスタム設定用です。
［再生紙（A）］ 60 ～ 80
［うら紙（A）］ 60 ～ 80
［うら紙（B）］ 60 ～ 90（海外用紙）
［うら紙（C）］ 81 ～ 105
［うら紙（S）］ カスタム設定用です。

用紙種類 設定値 坪量（g/m2）
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5.2 ［システム設定］

［システム時計 /タイマー設定］

項目 説明
［日付］ 本機のシステム時計の日付を設定します。
［時刻］ 本機のシステム時計の時刻を設定します。
［時刻サーバー（NTP）と同
期］

時刻サーバー（NTP：Network Time Protocol）の時刻と同じになるよ
うに、サーバーから時刻を取得し、本機の時刻を合わせます。

［時刻サーバーの接続間隔］ 時刻サーバーに何時間ごとに接続するかを設定します。
［時刻サーバーアドレス］ 時刻サーバーのサーバー名、または IP アドレスを設定します。
［自動リセット］ 何も操作をしない状態で一定の時間が経過したとき、自動リセットされ

るかを設定します。［する］を選択した場合は、時間を設定します。

補足
［しない］に設定しても、ジョブの中断中に操作を1分間しないと、自動リ
セットされ、ジョブが再開されることがあります。自動リセットしたあとの
ジョブの動作は、ジョブ一時停止後の処理で設定します。ジョブ一時停止後
の処理については、「［その他の設定］」 (P.76) を参照してください。

［ジョブ自動解除］ エラー（用紙の補給、用紙詰まりなど）が発生したとき、現在のジョブ
を解除して、次のジョブを実行できるまでの時間を設定します。

［プリント起動］ タッチパネルディスプレイ（［スタート］は除きます）を操作したあと、
プリントができるまでの時間を設定します。

［タイムゾーン］ GMTを基準に、-12 時間から+12時間の範囲で設定します。
［サマータイム］ サマータイムを設定します。設定した期間は、現在の時刻に 1時間加え

た時刻になります。
［暖機モード動作］ 本機内部の結露を防止、または軽減する暖機モードに移行できます。

［する］を選択し、［開始時刻］と［継続時間］を設定すると、設定し
た時間で暖機モードが有効になります。

［自動的に動作する］に設定すると、［しない］/［する］にかかわら
ず、結露状況を予測して結露時期になると、暖機モード動作が有効に
なります。設定した［開始時刻］になると、暖機モードに移行します。

［自動的に停止する］に設定すると、結露しない状態が一定期間続いた
ときに、暖機モード動作が無効になります。

［結露注意の表示］を有効にすると、本機が結露発生の可能性を感知し
たときに、メッセージを表示します。

補足
 製品によっては、カストマーエンジニアの設定が必要です。



68 5   設定

［節電モードの設定］

［音の設定］
操作時、エラー時に出力される音の種類と音量を設定します。
また、［警告音の繰り返し］ では、エラー時の警告音を繰り返すかどうか設定します。有効にすると、エ
ラーが解除されるか、ユーザーが操作パネルを操作するまで警告音が鳴り続けます。

［オンデマンド印刷の有効時
間］

外部アクセスを使用してプリントする場合の有効時間を設定します。プ
リントを指示したあと、ここで設定した時間以内に外部接続先からプリ
ントデータを受信しないと、プリント指示が無効になります。

項目 説明
［節電モード移行時間］ モードごとに、移行する時間を入力します。
［自動プリント後の節電モード
移行］

クライアントコンピューターからのプリントが完了したあとに、節電
モードに移行するタイミングを設定します。

［スリープモード設定］ スリープモード中の動作を、［省電力優先］にするか［復帰時間優先］に
するかを設定します。

［節電解除の制御］ 節電状態を解除するときに、使用する部分だけを解除できます。
［電源の自動制御］ 設定した時刻になると電源が切れるように設定します。

項目 説明
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［画面の設定］

項目 説明
［初期表示画面］ 電源を入れたり、節電状態を解除したりしたときに表示する画面を設定

します。
［自動リセット後の画面］ 自動リセットしたあとに表示する画面を設定します。
［コントロールメニューの機能
配置］

コントロールメニューに配置する機能を設定します。

［機能リストの［その他の機
能］の表示］

機能リストに［その他の機能］ボタンを表示するかどうかを設定します。

［スタートボタンの操作］ ［スタート］ボタンの操作種類を設定します。
［認証画面の自動表示］ 認証機能を利用している場合、電源を入れたり、節電状態を解除したり

したときに、認証画面を表示できます。
［ログインボタンのユーザー
名］

認証情報の表示エリアのボタン上に表示するユーザー名の長さを設定し
ます。

補足
［長く表示］に設定しても、ユーザー名をすべて表示できないことがありま
す。

［初期表示言語］ 電源を入れたときに表示される言語とキーボードのレイアウトを切り替
えます。

［画面輝度調整］ タッチパネルディスプレイの明るさを調整します。
［消耗品情報画面の表示］ 消耗品の交換が必要になったときに、情報を表示するタイミングを設定

します。
［USBメモリー検出時の画面
表示］

USBメモリー差込口にUSBメモリーを挿入したときに、画面表示を切り
替えるかを設定します。

［USBメモリー検出時の警告
画面表示］

USBを差し込むと、確認画面が表示されます。

［キーボード入力制限］ 本機で表示されるキーボードの入力可能文字をASCII だけに制限できま
す。

［アップダウンボタンの操作］ 機能リストなどで値を増減する  /  ボタンの長押しを許可するかを
設定します。

［セキュリティー警告 - 機械管
理者設定］

機械管理者モードでのログイン時、セキュリティの警告が表示されます。

［セキュリティー警告 - SNMP
設定］
［セキュリティー警告 - グロー
バル IP アドレス］
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［レポート設定］
［レポート /リストの出力］の内容を機械管理者モード以外のときに表示させるかと、各レポートを自動で
プリントするかを設定します。

［複製管理］
複製管理とは、書類の複製を抑止するために、用紙の背景全体に文字列や背景パターンを印字する機能で
す。

補足
 ユーザー管理番号は、認証モードの設定によって印字されないことがあります。

［通知メッセージの抑制］ ポップアップで表示されるメッセージを少なくします。表示されなかっ
たメッセージは、［機械確認（メーター確認）］の［通知］で確認できま
す。

［通知メッセージの表示時間］ メッセージの表示時間を選択します。

項目 説明
［印字する日付の形式］ 日付の形式を設定します。

ここで設定した値は、［アノテーション］、［複製管理］、［強制アノテー
ション］に適用されます。

［隠し印刷初期値］ 複製管理の隠し印字の初期値を設定します。
［文字列の大きさ］ 複製管理で印字される文字の大きさを設定します。
［背景パターン］ 隠し印字で使用する文字列を埋め込むための、背景パターンを設定しま

す。
［印刷の濃度］ 複製管理で印字される文字の濃度を設定します。
［文字 /背景コントラスト］ 複製管理で印字される文字 /背景のコントラストを設定します。

［サンプルリストの出力］でプリントしたサンプルを参考にして設定でき
ます。

項目 説明
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［ペーパーセキュリティー］
出力紙に複製制限コードを埋め込むかを設定します。コピー機や複合機で複製制限コードが埋め込まれた原
稿を読み込むと、ジョブは強制的に中止されます。

［強制複製管理 - クライアント
プリント］

クライアントコンピューターからプリントするときに、強制的に複製管
理するかを設定します。
本機の設定を優先する場合は［本体の設定を優先］を、
TrustMarkingBasic（別売）などのソフトウェアの設定を優先する場合
は、［クライアントの設定を優先］を選択します。
［本体の設定を優先］を選択した場合は、ユーザー情報、またはユーザー
管理番号、本機の ID、印字日時が印字されます。

補足
［強制ペーパーセキュリティー］の［クライアントプリント］と共通です。
強制ペーパーセキュリティーについては、「［ペーパーセキュリティー］」 
(P.71) を参照してください。

［強制複製管理 - メディアプリ
ント］

文書プリントするときに、強制的に複製管理するかを設定します。
印字される文字列は、ユーザー管理番号、本機の ID、プリント日時です。

［文字列登録 1］～［文字列登
録 3］

複製管理で印字される文字列を登録します。

［サンプルリストの出力］ 背景のコントラストが異なる複数のサンプルをプリントします。プリン
トサンプルをもとに、［文字 /背景コントラスト］を設定できます。

項目 説明
［デジタルコードの設定］ 文書に埋め込むデジタルコードの解析パスワードと文字列を設定します。

補足
 デジタルコードの解析には、弊社ソフトウェアの PaperSecurity Analyzer
（別売）が必要です。
［解析パスワード］を設定すると、文書のデジタルコードを解析するアプリ
ケーション使用者を限定できます。

［強制ペーパーセキュリ
ティー］

ジョブの種類ごとに、強制的にペーパーセキュリティー機能を実行する
かを設定します。

補足
［クライアントプリント］で本機の設定を優先する場合は［本体の設定を優
先］を、TrustMarkingBasic（別売）などのソフトウェアの設定を優先す
る場合は、［クライアントの設定を優先］を選択します。

［クライアントプリント］の設定は、強制複製管理 - クライアントプリントと
共通です。強制複製管理 - クライアントプリントについては、「［複製管理］」 
(P.70) を参照してください。

［ペーパーセキュリティーの初
期値］

複製制限コードを埋め込むかを設定します。

項目 説明
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［強制アノテーション］
ジョブの種類ごとに関連づけられたレイアウトテンプレートに従い、ユーザー名や日付などの文字列（アノ
テーション）を強制印字する機能です。

［preset1］
印字位置：右下
印字項目：文書名、クライアントコンピューターの IP アドレス、ユーザー名、カード ID、ユーザー ID、年
月日時

［preset2］
印字位置：左下
印字項目：文書名、クライアントコンピューターの IP アドレス、ユーザー名、カード ID、ユーザー ID、年
月日時

［preset3］
印字位置：右下
印字項目：ユーザー ID、年月日時

［preset4］
印字位置：左下
印字項目：ユーザー ID、年月日時

［隠し印字の設定］ 隠し文字を設定すると、プリントする文書に隠し文字が埋め込まれます。
隠し文字が埋め込まれた文書をコピーすると、埋め込まれた隠し文字が
白抜きになります。

［文字列初期値］ ペーパーセキュリティーの隠し印字の文字列を設定します。
［背景パターン］ ペーパーセキュリティーの隠し印字の背景パターンを設定します。
［文字 /背景コントラスト］ ペーパーセキュリティーの隠し印字の文字 /背景のコントラストを設定

します。
［サンプルリストの出力］でプリントしたサンプルを参考にして設定でき
ます。

［文字列登録 1］～［文字
列登録 3］

ペーパーセキュリティーの隠し印字の文字列を登録します。

［サンプルリストの出力］ 背景のコントラストが異なる複数のサンプルをプリントします。プリン
トしたサンプルをもとに、［文字 /背景コントラスト］を設定できます。

項目 説明
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［UUID印字］
データごとにジョブを特定できるように、識別 ID（UUID）を印字できます。
弊社商品（別売）で、ログ管理やイメージログ管理機能を利用すると、UUIDをキーとしてログを検索し、
ジョブごとに「いつ」、「誰が」、「プリントしたか」などの情報を確認できます。

補足
［強制アノテーション］の［レイアウトテンプレートの関連付け］でレイアウトテンプレートを設定している場
合は、設定しているテンプレートの上に、ここで設定する文字が印字されます。

 微調整値は、用紙の端を 0 mm として、値を大きくすると用紙中央方向に移動します。ただし、［印字位置］で
［中央上］、または［中央下］を選択し場合、よこ方向の調整値は用紙の中央を 100 mm としています。［印字位
置］で［中央上］、または［中央下］を選択する場合は、微調整値をいったん100 mm に設定してから調整をし
てください。

［イメージログ管理］
イメージログ管理は、本機で実行されたジョブの文書を画像データとして保存し、ジョブの利用者、利用時
刻、部数などのデータと共に、ログとして蓄積 /管理する機能です。文書が漏えいしたときに、対象文書に
対してジョブを実行したユーザーを特定するための情報を保存します。

補足
 イメージログ管理機能の起動後に実行されたジョブだけが、イメージログ管理機能の対象になります。
［イメージログ作成］の［解像度］の設定にかかわらず、入力イメージよりも解像度が高いイメージは作成され
ません。入力イメージの解像度が、［イメージログ作成］の［解像度］よりも低い場合は、入力イメージと同じ
解像度でイメージが作成されます。

 イメージは、最大8,191 ページまで作成できます。
 格納できるイメージログの最大数は、2,000件です。
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解像度と目安

［イメージログ管理］
イメージログ管理を利用できます。

［イメージログ作成対象］
ジョブの種類ごとに、イメージログを作成できます。

［イメージログ作成］
ログとして管理する画像データについて設定します。画像データは、ジョブひとつに対して、1ファイル
（PDF形式）作成されます。

解像度 読み取り可能な文字サイズ 一般文書での目安
200 dpi 6 pt 一般文書では問題ないレベルです。
100 dpi 14 pt 大きめの文字がわかるレベルです。
72 dpi 18 pt タイトルの文字がわかるレベルです。
50 dpi 24 pt 文字はわかりません。プレビュー用に適しています。
25 dpi 32 pt 文字はわかりません。サムネール用に適しています。



755.2   ［システム設定］

［イメージログ転送］
作成したイメージログは、ログ管理サーバーに転送して、保存 /管理できます。

［ジョブ終了時のメール通知設定］

項目 説明
［転送機能］ 転送機能を使用して、イメージログをログ管理サーバーに転送できます。
［転送保証レベル］ 作成したイメージログが、ログ管理サーバーに転送されるか保証するレ

ベルを設定します。
［高］
イメージログが転送できなかった場合、本体に 2,000 件まで未送信ロ
グとして保存され、2,000 件を超えると次のジョブは実行できなくな
ります。

［低］
次のジョブは実行され、2,000 件を超えた古いジョブから削除されま
す。

［転送動作］ 本機からログ管理サーバーに、イメージログを自動転送できます。
［時刻指定転送］ ［転送動作］で［まとめて転送］に設定すると表示されます。

毎日決まった時刻にイメージログを転送できます。
［転送タイミング］ ［転送動作］で［まとめて転送］に設定すると表示されます。

本機からログ管理サーバーに、イメージログを転送するタイミングを設
定します。

項目 説明
［通知対象ジョブ］ ジョブの実行結果を通知するサービスと、通知するタイミングを設定し

ます。通知対象ジョブが 1つ以上設定されている場合は、［設定あり］が
表示されます。

［メールアドレス 1］～［メー
ルアドレス 5］

メールの通知先を設定します。

［メール本文］ メールに付加されるコメントを入力できます。
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［プラグイン設定］
利用できるプラグインの一覧表示とプラグイン切り替えの設定をします。

［その他の設定］

項目 説明
［プリントジョブの追い越し］ 本機が何らかの原因で実行開始できない（プリントを開始しようとした

ときに、用紙トレイの用紙がなくなったなど）場合、ほかに実行開始で
きるジョブがあるときに、ジョブの追い越しを許可できます。

［プリント用紙サイズ初期値］ レポート /リストをプリントするときに使用する用紙サイズを設定しま
す。

［奇数ページ文書の両面処理］ 文書のページ数が奇数のときに、最終ページを両面処理するかどうかを
設定します。

［サイズ検知切り替え］ 定形サイズの用紙を検知するときの、用紙サイズグループを設定します。
［ミリ /インチ切り替え］ 画面に表示される単位を設定します。
［データの暗号化］ 保存されている認証情報、蓄積文書などのデータを暗号化します。また、

プリントしたデータを書き込むときに、暗号化されます。
［秘密情報の暗号化キー］ 機械管理者のパスワードなどの秘密情報を暗号化するための暗号化キー

を設定します。

補足
 暗号化キーは、工場出荷時には機械管理者の IDの初期値に設定されていま
す。機械管理者の IDの初期値は『取扱説明書』を参照してください。
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5.3 ［アプリ設定］

［プリンター設定］
［メモリー設定］

プリンターモードごとに使用するメモリー容量を設定します。

注記
 メモリー容量を変更すると、メモリーがリセットされるので、各メモリー領域に格納されているデータは、すべ
て消去されます。

補足
 受信バッファ（クライアントから送信されるデータを一時的に蓄えておく場所）の容量は、使用状況と目的に応
じてインターフェイスごとに変更できます。受信バッファ容量を増やすと、各インターフェイスに対応するクラ
イアントの解放が早くなることがあります。

［カストマーエンジニアの操作
制限］

カストマーエンジニアのなりすましによって、本機のセキュリティの設
定が変更されないように、カストマーエンジニアの操作を制限できます。
カストマーエンジニアが本機の保守作業をするときには、保守パスワー
ドの入力が必要になります。保守パスワードを 4～ 12桁の英数字で設
定します。

補足
 制限項目の変更や保守作業をするには、電子基板の交換が必要になります。
電子基板の交換には、代金と交換手数料が必要になるため、機械管理者の
ユーザー ID、パスワード、および保守パスワードは忘れないようにしてく
ださい。

［ソフトウェアダウンロード］ ソフトウェアダウンロードを許可できます。この項目は、カストマーエ
ンジニアが設定します。

［状態表示ランプ（緑）］ ジョブの実行中など、本機がなんらかの動作をしているときに点灯 /点
滅するランプが有効になります。

［データランプの点灯パター
ン］

データランプの点灯パターンを設定します。

［ジョブ一時停止後の処理］ 起動したジョブの操作を途中で止め、［自動リセット］で指定した時間が
経過するまで放置したあとの処理方法を設定します。

［ドラムカートリッジ寿命時の
動作］

ドラムカートリッジが寿命になった場合に、プリントを停止するか、継
続するかを設定します。

項目 説明
［PostScript 使用メモリー］ PostScript の使用メモリー容量を指定します。

項目 説明
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［フォーム削除］
登録されたフォームを個別に削除します。プリンターモードごとのフォーム番号を入力して、表示された
フォーム名称を確認してから削除します。

［ART EX フォームメモリー］ ART EX でフォームを使用するときの、作業用メモリー領域を設定しま
す。

補足
 ストレージが取り付けられているときは、ストレージが指定され、変更でき
ません。

［ART IV,ESC/P,201Hフォー
ムメモリー］

ART IV、ESC/P、201Hでフォームを使用するときの、作業用メモリー
領域を設定します。

補足
 ストレージが取り付けられているときは、ストレージが指定され、変更でき
ません。

［ART IV ユーザー定義用メモ
リー］

ART IV のユーザーが定義するデータ（外字、フォーム、線パターン
フォームなど）を格納するメモリー容量を指定します。

［HP-GL/2 オートレイアウト
用メモリー］

HP-GL/2 のオートレイアウト機能を使用するときの、作業用メモリー領
域を設定します。

補足
 ストレージが取り付けられているときは、ストレージが指定され、変更でき
ません。

［ジョブチケット用メモリー］ ジョブチケット（ジョブの出力部数や後処理などを記述したもの）の処
理に使用するメモリー容量を指定します。

［受信バッファー - LPD］ スプール処理するかどうかを設定します。スプール処理用の受信バッ
ファは、ストレージが使用されます。

補足
［スプールしない］に設定すると、LPDプリント処理をしている間は、同じ
インターフェイスで別のクライアントからのデータを受信できません。

［LPDのプリント順序］の設定により、［受信バッファー - LPD］が変更でき
ないことがあります。［LPDのプリント順序］については、「［その他の設
定］」 (P.81) を参照してください。

［受信バッファー - IPP］ スプール処理するかどうかを設定します。スプール処理用の受信バッ
ファは、ストレージが使用されます。

補足
［スプールしない］に設定すると、IPP プリント処理をしている間は、同じイ
ンターフェイスで別のクライアントからのデータを受信できません。

項目 説明
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［蓄積プリント文書の保存設定］
蓄積プリント文書の削除方法を設定します。

［プリント文書一覧の初期表示］
蓄積プリント文書の一覧を［リスト表示］、または［サムネール表示］に設定します。

［プリント時の確認画面表示］
蓄積プリント文書をプリントするときに、プリントしたあとの文書削除に関する確認画面を表示できます。
［しない］に設定すると、プリントしたあとに文書は削除されます。
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［プレビューイメージの作成］
蓄積プリント文書の一覧を表示するときに、プレビューイメージを作成できます。

補足
 プレビューイメージを作成するかはプリンタードライバーから設定することもできます。

［プレビューイメージの作成時間］
蓄積プリント文書のプレビューイメージの作成時間を制限できます。［制限する］に設定すると、制限時間
内で作成されたプレビューイメージだけが表示されます。

［蓄積時の暗証番号最小桁数］
セキュリティープリント文書や認証プリント文書を蓄積したり、プリントしたりするときに必要な暗証番号
の最小桁数を設定します。
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［全文書選択時のプリント順］
蓄積プリント文書の全文書を選択した場合のプリントの順番を設定できます。

［その他の設定］

項目 説明
［プリント可能領域］ 印字可能領域を拡張します。
［用紙の置き換え］ 指定された用紙サイズの用紙が、トレイにセットされていない場合の処

理を設定します。

補足
 ART IV、PC-PR201H、ESC/P、HP-GL/2 などのエミュレーションを使用
してプリントする場合は、ここでの設定にかかわらず、用紙補給のメッセー
ジが表示されます。

［用紙補給を表示］ 置き換えはしないで、用紙補給のメッセージを表示します。
［大きいサイズを選択］ 指定されている用紙サイズの次に大きなサイズの用紙に、等倍でプリン

トします。
［近いサイズを選択］ 指定されている用紙サイズに最も近いサイズの用紙にプリントします。

用紙の長さ、または幅が画像のサイズに足りないときは、縮小してプリ
ントされます。

［近いサイズを選択（等
倍）］

指定されている用紙サイズに最も近いサイズの用紙にプリントします。
画像が収まらない場合でも縮小は行われません。

［近いサイズを選択（使用
できないサイズを含む）］

指定されている用紙サイズが本機で出力できないサイズでも、最も近い
サイズの用紙にプリントします。
用紙の長さ、または幅が画像のサイズに足りないときは、縮小してプリ
ントされます。

［近いサイズを選択（等倍
/使用できないサイズを含
む）］

指定されている用紙サイズが本機で出力できないサイズでも、最も近い
サイズの用紙にプリントします。
画像が収まらない場合でも縮小は行われません。
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［手差しトレイを選択］ 指定されている用紙サイズで手差しトレイからプリントします。サイズ
が異なる用紙がセットされていた場合は、選択されているサイズの用紙
をセットするようにメッセージが表示されます。

［AB系 /インチ系置き換
え］

AB系サイズの用紙と、インチ系サイズの用紙を置き換えてプリントしま
す。
置き換え可能な組み合わせは次のとおりです。
 A5と 5.5×8.5"
 A4とレター（8.5×11"）

［用紙種類不一致時の処理］ プリンタードライバーなどでプリント時に指定された用紙種類と、用紙
トレイにセットされている用紙種類が一致しない場合の処理を設定しま
す。

［プリントする］ 用紙トレイに設定されている用紙の種類でプリントされます。
［確認画面を表示する］ プリント続行の確認画面が表示されます。

プリントする場合は、プリンタードライバーなどでプリント時に指定さ
れた用紙種類の指定は無効となり、［トレイの優先順位］や用紙サイズ、
［用紙の置き換え］の設定に従ってプリントされます。

［設定変更画面を表示す
る］

用紙トレイの設定を変更する画面が表示されます。
画面の指示に従って、用紙トレイの用紙を入れ替えたあと、［スタート］
をタップすると、用紙トレイに設定されていた用紙種類が、画面に表示
された用紙種類の設定に変更されて、プリントされます。

［用紙サイズ不一致時の処理
（手差し）］

プリンタードライバーなどでプリント時に指定された用紙サイズと、手
差しトレイにセットされている用紙サイズが一致しない場合の処理を設
定します。

［確認画面を表示する］ プリント続行の確認画面が表示されます。
プリントする場合は、プリンタードライバーなどでプリント時に指定さ
れた用紙サイズの指定は無効となり、［トレイの優先順位］や用紙種類、
［用紙の置き換え］の設定に従ってプリントされます。

［プリントする］ 手差しトレイに設定されている用紙サイズでプリントされます。

補足
 用紙の長さが 355.6 mmよりも長いサイズには対応していません。

［手差しトレイの優先選択］ プリンタードライバーで［用紙トレイ選択］を［自動］に設定している
ときに、手差しトレイを最優先で選択できます。

補足
 プリントジョブで指定している用紙サイズと用紙種類がセットされている用
紙と一致するときに、手差しトレイから給紙されます。

［手差しプリントの確認］ 手差しトレイの用紙にプリントするときに、セットされている用紙を確
認する画面を表示できます。

［未登録フォーム指定時の処
理］

フォームデータファイル（オーバーレイ印字）にプリント指示された
フォームが、プリンターで未登録だった場合の処理方法を設定します。
［プリントする］に設定した場合、指定したフォームがないため、データ
だけがプリントされます。

［異常終了後のプリント処理］ エラーなどでプリントジョブがキャンセルされるときに、以降のジョブ
の再開方法を設定します。

［自動的に再開する］ ジョブをキャンセルし、以降のジョブのプリントを再開します。
［ユーザー操作で再開す
る］

ジョブがキャンセルされる前に、確認画面を表示します。

補足
 ジョブキャンセル時に、後続のプリントジョブを制限するため、オフライン
状態になります。オンラインに戻すと、以降のジョブのプリントが再開され
ます。

項目 説明
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［紙づまり発生時のプリント処
理］

プリント実行中に紙詰まりなどのエラーが発生した場合のプリント処理
方法を設定します。

［紙づまり除去後再開す
る］

紙詰まりの処置が終了すると、正常に排出された次のページから、プリ
ントを再開します。

［プリントを中止する］ プリントを中止して、そのプリントジョブを削除します。
［ID印字］ プリンタードライバーを使用してプリントする場合、用紙にユーザー ID

を印字できます。ユーザー IDの先頭 64文字が印字されます。

補足
 ID 印字機能を使用するには、あらかじめプリンタードライバーで、ユー
ザー IDの設定が必要です。

［バナーシート出力］ 本機を複数のユーザーで使用している場合など、ユーザーごとのジョブ
を区分けして、プリント物が混在しないようにバナーシートをプリント
します。
バナーシートには、日付、時間、ユーザー名、ファイル名などがプリン
トされます。

［バナーシートトレイ］ 仕分け用の用紙（バナーシート）を給紙するトレイを設定します。
手差しトレイは設定できません。

［PostScript の用紙選択］ 用紙選択時に、PostScript の遅延媒体選択（Deferred Media 
Selection）機能を有効にできます。遅延媒体選択機能を有効にする場合
は［自動］に、無効にする場合は［用紙トレイから選択］に設定します。
プリンタードライバー以外が生成する PostScript データをプリントする
ときに、PostScript データの記述方法によっては、意図どおりにトレイ
が選択されないことがあります。その場合は［用紙トレイから選択］に
設定します。

［PS フォント未搭載時の処理］ ジョブで指定された PostScript フォントがなかった場合の処理を設定し
ます。［フォントを置換えてプリントする］に設定したときに、指定され
たフォントがなかった場合は、Courier に置き換えられます。
日本語フォントに置き換えられた場合は正しくプリントされません。日
本語フォントでプリントする場合は［PostScript のフォント置き換え］
を［ATCx を使用する］に設定します。

［PostScript のフォント置き換
え］

ジョブで指定された PostScript フォントがなかった場合、フォントの置
き換えでATCx を使用できます。
ATCx 機能は、ジョブで指定されたフォントが本機に搭載されていない
日本語フォントの場合に、本機に搭載されている日本語の PostScript
フォントに置き換えてプリントする機能です。

［XPS PrintTicket 処理］ XPS 文書内に記述されたプリント設定（PrintTicket）を読み込むときの
本機の動作を設定します。

［無効］ PrintTicket 処理をしません。
［標準モード］ PrintTicket 処理を標準モードで行います。
［準拠モード］ PrintTicket で記述されたプリント設定を、Microsoft の仕様に準拠した

動作で行います。
［LPDのプリント順序］ LPDのプリントの順番を設定します。

［受け付けと同時にプリン
ト］

データを受信したあと、すぐに印刷されます。

［データ処理順］ データを受信したあと、プリント可能な状態になった順序で印刷されま
す。
複数の文書を連続して印刷した場合、データ処理に時間がかかるデータ
を先に受け付けても、データ処理が終了したデータが先にプリントされ
ることがあります。

［受け付け順］ lpr のプリントを受け付けた順番でプリントされます。

項目 説明
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［ジョブ情報設定］
［プリンター設定］と共通です。

参照
 各項目については、「［プリンター設定］」 (P.77) を参照してください。

［外部アクセス設定］
本機と連携した外部サービスをタッチパネルディスプレイに直接表示したり、外部のサーバーに保存されて
いる文書を選択して直接プリントしたりする機能です。

［OCRフォントのグリフ
（0x5C）］

OCRフォントを使用するときに、「0x5C」の文字をバックスラッシュ
（\）と円記号（¥）のどちらで印字するかを設定します。

項目 説明
［接続先の登録］ 外部アクセスの接続先を登録します。
［その他の設定］

［認証情報送信時の確認画
面］

本機でユーザー認証をしたときのユーザー情報（認証したユーザー ID、
パスワード、サービス制限など）を外部アクセスの接続先サーバーに送
信するときに、確認画面を表示できます。

項目 説明
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［Webブラウザー設定］

［リモートアシスタンス設定］
リモートアシスタンスのサービス起動待ち時間の上限を設定します。

項目 説明
［外部アクセスバージョンの選
択］

外部アクセスに使用するWebブラウザーのバージョンを設定します。

［終了時の永続Cookie 削除］ 外部アクセス終了時に永続（期限付き）Cookie を削除できます。
［終了時のキャッシュ削除］ 外部アクセス終了時にキャッシュを削除できます。
［キャッシュの使用］ キャッシュを使用できます。
［Cookie の使用］ Cookie を使用できます。
［SSL 証明書検証失敗時の動
作］

SSL サーバー証明書の検証に失敗した場合に、サーバーへのアクセスを中
止するか、アクセス確認画面を表示するかを設定します。

［ファイルプリント機能の使
用］

ファイルプリント機能を使用できます。ファイルプリント機能とは、外
部Webサーバーから取得したプリント可能なファイルを直接プリント
できる機能です。

［機能コード］ 使用する外部アクセス連携サービスに対して、必要に応じて設定します。
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5.4 ［監査ログ設定］
監査ログの設定と Syslog 送信（Syslog プロトコルを使用して監査ログをネットワーク上のほかのクライア
ントコンピューターに送信）に関する設定をします。
監査ログとは、いつ、誰が、どのような作業を本体で行ったかを記録したものです。監査ログ機能を使用す
ると、本体の不正使用や不正使用の試みを監視できます。

補足
 監査ログを取り出すには、インターネットサービスを使用します。

参照
 監査ログの記録項目については、『監査ログリファレンスガイド』を参照してください。

項目 説明
［監査ログの記録］ 監査ログを記録するかどうかを設定します。

監査ログ機能が有効になると、本体に監査ログが記録されます。
ログは最大で 15,000 件まで記録され、15,000 件を超えると日付の古
いログから削除されます。

［監査ログの Syslog 送信］ 監査ログを Syslog サーバーに送信するかどうかを設定します。
［Syslog - サーバー名 /アドレ
ス］

Syslog サーバーのサーバー名、または IP アドレスを入力します。

［Syslog - UDP/TCP ポート番
号］

Syslog サーバーのUDP、または TCPのポート番号を入力します。

［Syslog - TLS ポート番号］ Syslog サーバーの TLS ポート番号を入力します。
［Syslog - トランスポートプロ
トコル］

Syslog に送信するときのトランスポートプロトコルを設定します。

［Syslog - ファシリティ］ Syslog に送信する監査ログのファシリティ番号を入力します。
［Syslog - タイムアウト値］ Syslog 送信時の送信タイムアウト値を入力します。
［送信エラー時の対応方式］ デバイス内の監査ログが Syslog 未送信のまま最大記録件数に達したとき

の動作を設定します。
［稼動優先］ 日付の古いログから上書きされます。上書きされた監査ログは、Syslog

送信できません。
［監査優先］ システムエラーとなり、本機が停止します。復帰するには、本体と

Syslog サーバーを接続できる状態にしてから、再起動します。
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5.5 ［ネットワーク設定］
補足
 LPD、Port9100、HTTP-SSL/TLS 通信、プライマリーサーバー、セカンダリーサーバーは、ほかのポートと同
じポート番号を使用しないでください。

 HTTPを使用するポート（IPP、インターネットサービス（HTTP）、UPnP ディスカバリー、SOAP、WSD）は、
LPD、Port9100、HTTP-SSL/TLS 通信と同じポート番号を使用しないでください。

 次のポート番号を設定した場合、ポートの設定状況によっては正常に動作しなくなることがあります。
- 25
- 139
- 427
- 445
- 631
- 15000

［ポート設定］
クライアントに接続されている本機のインターフェイスの設定をします。

［USB］

項目 説明
［USB - ポート］ USBを使用するときは［起動］に設定します。
［USB - プリントモード指定］ 使用するプリント言語の種類を設定します。［自動］に設定すると、ホス

ト装置から受信したデータが、どの言語で記述されているかを判断し、
データに合わせて適切にプリント処理します。

［USB - PJL スイッチ］ PJL（Printer Job Language）コマンドとは、実際のプリントジョブの
先頭に付加されたデータです。通常は、［有効］のままで使用します。

［USB - 自動排出時間］ 本機にデータが送られなくなってから、用紙を排出するまでの時間を設
定します。

［USB - Adobe 通信プロトコル］
［標準］ プリンタードライバーの出力プロトコルがASCII 形式のときに設定しま

す。
［バイナリー］ プリンタードライバーの出力プロトコルが BCP形式のときに設定しま

す。
［TBCP］ プリンタードライバーの出力プロトコルが TBCP 形式のときに設定しま

す。
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［LPD］

［IPP］

［RAW］ プリンタードライバーの出力プロトコルがASCII 形式、またはバイナリ
形式のときに設定します。
Adobe 通信プロトコルの制御を受けないで、データをそのまま出力しま
す。

［USB - PS 印刷待ちタイムア
ウト］

データをプリントしている場合の接続を切断するまでの時間は、［無効］
に設定したときは［USB - 自動排出時間］に従います。
また、［有効］に設定したときは PostScript のタイムアウトに従います。

補足
［USB - Adobe 通信プロトコル］を［RAW］に設定してください。

項目 説明
［LPD - ポート］ LPDを使用するときは［起動］に設定します。
［LPD - ポート番号］ LPDで使用するポート番号を設定します。
［LPD - セッション数］ 本機に LPDで同時に接続できるクライアントの最大数を設定します。

項目 説明
［IPP - ポート］ IPP を使用するときは［起動］に設定します。

IPP（Internet Printing Protocol）を使用して、インターネット経由で
プリントするときに設定します。

［IPP - 追加ポート番号］ 標準のポート番号以外で IPP を受け付けるポート番号を設定します。

項目 説明
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［Bonjour］

［Port9100］

［SNMP］

項目 説明
［Bonjour - ポート］ Bonjour を使用するときは［起動］に設定します。

項目 説明
［Port9100 - ポート］ Port9100 を使用するときは［起動］に設定します。

Windows の標準 TCP/IP ポートモニターで Rawプロトコルを使用する
場合に設定します。

［Port9100 - ポート番号］ Port9100 で使用するポート番号を設定します。

項目 説明
［SNMP - ポート］ SNMPを使用するときは［起動］に設定します。本機をネットワークを

使用して、管理する弊社製アプリケーションを使用するときに設定しま
す。
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［メール受信］

［メール通知サービス］

［UPnP ディスカバリー］

項目 説明
［メール受信 - ポート］ メールを受信するときは［起動］に設定します。

項目 説明
［メール通知サービス - ポー
ト］

メール通知サービス、または［ジョブ終了時のメール通知設定］を使用
するときは［起動］に設定します。
通知される本機の状態は、「消耗品の状態」、「交換部品の状態」、「用紙の
状態」、「排出先の状態」、「ジャム状態」、「インターロック状態」、「フォ
ルトの通知」です。

補足
 メール通知サービスは、インターネットサービスで設定します。

項目 説明
［UPnP ディスカバリー - ポー
ト］

UPnP を使用するときは［起動］に設定します。
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［WSD］

［インターネットサービス（HTTP）］

［UPnP ディスカバリー - ポー
ト番号］

UPnP の通信で使用するポート番号を設定します。

項目 説明
［WSDプリント - ポート］ WSDプリントを使用するときは［起動］に設定します。

Windows OS からネットワーク内の機器を検索するときに設定します。
［WSD - ポート番号］ WSDの通信で使用するポート番号を設定します。

項目 説明
［インターネットサービス - 
ポート］

インターネットサービスを使用するときは［起動］に設定します。

［インターネットサービス - 
ポート番号］

インターネットサービスで使用するポート番号を設定します。

項目 説明
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［SOAP］

［ThinPrint］

項目 説明
［SOAP - ポート］ SOAP ポートを使用するときは［起動］ に設定します。Device Setup

（デバイス設定ツール） などのアプリケーションを使用するときに設定し
ます。

［SOAP - ポート番号］ SOAP で使用するポート番号を設定します。

項目 説明
［ThinPrint - ポート］ ThinPrint を使用する場合は、［起動］に設定します。

本機は、ThinPrint 環境でのプリントに対応しています。サーバー
（Windows Server）から圧縮して送られたデータを解凍してプリントし
ます。

［ThinPrint - ポート番号］ ThinPrint で使用するポート番号を設定します。

補足
 通信プロトコルが IPv4 で動作しているときに利用できます。
 同時に接続できる最大接続数は、3です。
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［無線 LAN設定］

参照
「無線 LAN」 (P.14) を参照してください。

［プロトコル設定］
通信に必要な条件を設定します。

［Ethernet 設定］

項目 説明
［Ethernet - ネットワークの名
称］

Ethernet インターフェイスの名称を設定します。

［Ethernet - 速度設定］ Ethernet インターフェイスの通信速度を設定します。接続するネット
ワーク環境に合わせて、自動検知、または固定の速度を選択します。

［Energy Efficient Ethernet］ Ethernet インターフェイスの省電力機能を有効にできます。
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［TCP/IP - 共通設定］

［TCP/IP - ネットワーク設定］

補足
 複数のインターフェイスを使用している場合、この項目は［TCP/IP 設定（Ethernet1）］/［TCP/IP 設定（Wi-
Fi）］となります。

［TCP/IP 設定（Ethernet1）］、［TCP/IP 設定（Wi-Fi）］に同じ IP アドレスを設定することはできません。
 セカンダリーネットワークで使用できるポートは、LPD、Port9100、SNMP、インターネットサービス
（HTTP）、Bonjour、IPP、ThinPrint、WSD、AirPrint、Mopria です。そのほかのポートを使用するアプリ
ケーションで、セカンダリーネットワークのインターフェイスを設定しても動作しないことがあります。

項目 説明
［プライマリーネットワーク］ 複数のインターフェイスを使用している場合、プライマリーネットワー

クとして動作するネットワークの名称が表示されます。

補足
 プライマリーネットワークは、インターネットサービスで設定します。

［IP 動作モード］ TCP/IP の動作モードを設定します。

項目 説明
［IPv4 - IP アドレス取得方法］ IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレスの取得方法を設

定します。
［IPv4 - IP アドレス］ IP アドレスを指定します。
［IPv4 - サブネットマスク］ サブネットマスクを指定します。
［IPv4 - ゲートウェイアドレ
ス］

ゲートウェイアドレスを指定します。

［IPv4 - DNS 設定］ DNSサーバーを設定します。
［DHCPからのアドレス取
得］

DNSサーバーのアドレスをDHCPサーバーから取得できます。
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［Ping 接続確認］
設定した条件で本機とクライアントコンピューターが正しく通信できるかを確認できます。

［DNSサーバーアドレス
1］～［DNSサーバーアド
レス 3］

DNSサーバーのアドレスを手動で設定します。DNSサーバーアドレス 2
と 3には代替DNSサーバーのアドレスを設定できます。

［IPv4 - 受付 IP アドレス制限］ 本機への接続を IPv4 アドレスで制限できます。

補足
［IPv4 - 受付 IP アドレス制限］は、TCP/IP を使用する全機能が対象となりま
す。たとえば、プリント、インターネットサービス、外部アクセスなどで
す。

 接続を受け付ける IPv4 アドレスは、インターネットサービスの［受付 IP アド
レス制限］で登録します。

［IPv6 - アドレスの手動設定］ IPv6 アドレスを手動で設定できます。
［IPv6 - 手動設定 IP アドレス］ IPv6 アドレスを設定します。
［IPv6 - 手動設定 IP アドレス
プレフィクス］

プレフィクス長を設定します。

［IPv6 - 手動設定ゲートウェイ
アドレス］

ゲートウェイアドレスを設定します。

［IPv6 - DNS 設定］ DNSサーバーを設定します。
［DHCPからのアドレス取
得］

DNSサーバーのアドレスをDHCPサーバーから取得できます。

［DNSサーバーアドレス
1］～［DNSサーバーアド
レス 3］

DNSサーバーのアドレスを手動で設定します。DNSサーバーアドレス 2
と 3には代替DNSサーバーのアドレスを設定できます。

［IPv6 - 自動設定アドレス］ 設定された IP アドレスを表示します。

補足
 手動で IP アドレスを設定している場合、ステートレス自動設定で割り当て可
能なアドレスは2つまでです。

［IPv6 - 受付 IP アドレス制限］ 本機への接続を IPv6 アドレスで制限できます。

補足
［IPv6 - 受付 IP アドレス制限］は、TCP/IP を使用する全機能が対象となりま
す。たとえば、プリント、インターネットサービス、外部アクセスなどで
す。

 接続を受け付ける IPv6 アドレスは、インターネットサービスの［受付 IP アド
レス制限］で登録します。

項目 説明
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［ネットワークプロトコルレポート出力］
プライマリーインターフェイスのプロトコル設定をレポート出力します。

［本体メールアドレス /ホスト名］

［メールアドレス］
本機のメールアドレスを、128文字以内で入力します。

SMTP 受信の場合
アカウント（＠マークの左側）は、任意の名称を設定できます。アドレス部（＠マークの右側）には、ホス
ト名とドメイン名を組み合わせたものを設定します。エイリアスは設定できません。
たとえば、
 アカウント名：mymail
 ホスト名：myhost
 ドメイン名：example.com
の場合、メールアドレスは、mymail@myhost.example.comとなります。

POP3受信の場合
メールの受信に使用するメールアドレスを設定します。

［名前］
本機の名前を 32文字以内で入力します。

［ホスト名］
ホスト名を半角 32文字以内で入力します。
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［ドメイン名］
ドメイン名を 255文字以内で入力します。

［プロキシサーバー一覧］
外部アクセスを使用するときに設定します。

補足
 プロキシ設定が必要なサービスを使用する場合だけ、設定を変更してください。

［プロキシサーバー設定］
ネットワーク環境に応じて、インターフェイスごとのプロキシサーバー設定ができます。

補足
 複数のインターフェイスを使用している場合、この項目は［プロキシサーバー設定 - Ethernet1］/［プロキシ
サーバー設定 - Wi-Fi］となります。

項目 説明
［プロキシサーバーの使用］ プロキシサーバーを使用できます。
［プロキシサーバー指定方法］ プロキシサーバーの指定方法を設定します。

［すべてのプロトコルに同じ設定］
HTTP プロキシサーバーの設定が、HTTPS プロキシサーバーの設定と
しても反映されます。

［プロトコルごとに設定］
HTTPS プロキシサーバーとHTTP プロキシサーバーをそれぞれ設定で
きます。

［PACファイルを指定］
HTTPS プロキシサーバーとHTTP プロキシサーバーの設定に PAC
ファイルを使用して設定します。

［自動検出］
HTTPS プロキシサーバーとHTTP プロキシサーバーの設定を検出しま
す。

［PACファイルのURL］ ［プロキシサーバー指定方法］ を［PACファイルを指定］ に設定した場合
に、URL を指定します。

［プロキシを使用しないアドレ
ス］

プロキシサーバーを使用しないアドレスを設定します。IPv4 アドレス、
IPv6 アドレス、および FQDN形式で指定できます。また、「*」（ワイル
ドカード）を使用した指定もできます。

［HTTPプロキシサーバー - 
サーバー名］/［HTTPS プロ
キシサーバー - サーバー名］

サーバー名、または IP アドレスを入力します。IPv4 アドレス、IPv6 ア
ドレス、および FQDN形式で指定できます。

［HTTPプロキシサーバー - 
ポート番号］/［HTTPS プロ
キシサーバー - ポート番号］

HTTP プロキシサーバーとHTTPS プロキシサーバーのポート番号を指定
します。
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［EP プロキシサーバー設定］
インターネットを使用して EP-BB 複合機管理サービスの EPシステムを利用する場合の、EP通信用のプロ
キシサーバーについて設定します。

参照
 EP-BB 複合機管理サービスについては、弊社公式サイトを参照してください。

［HTTPプロキシサーバー - 認
証］/［HTTPS プロキシサー
バー - 認証］

HTTP プロキシサーバーとHTTPS プロキシサーバーに接続する場合に認
証が必要なときは、［有効］に設定します。

［HTTPプロキシサーバー - ロ
グイン名］/［HTTPS プロキ
シサーバー - ログイン名］

ログイン名を入力します。

［HTTPプロキシサーバー - パ
スワード］/［HTTPS プロキ
シサーバー - パスワード］

パスワードを入力します。

項目 説明
［プロキシサーバー指定方法］ プロキシサーバーの指定方法を設定します。

［すべてのプロトコルに同じ設定］
HTTPS プロキシサーバーの設定が、HTTP プロキシサーバーの設定と
しても反映されます。

［プロトコルごとに設定］
HTTPS プロキシサーバーとHTTP プロキシサーバーをそれぞれ設定で
きます。

［HTTPS プロキシサーバー - 
サーバー名］/［HTTP プロキ
シサーバー - サーバー名］

サーバー名、または IP アドレスを入力します。IPv4 アドレス、IPv6 ア
ドレス、および FQDN形式で指定できます。

［HTTPS プロキシサーバー - 
ポート番号］/［HTTP プロキ
シサーバー - ポート番号］

HTTPS プロキシサーバーとHTTP プロキシサーバーのポート番号を指定
します。

［HTTPS プロキシサーバー - 
認証］/［HTTP プロキシサー
バー - 認証］

HTTPS プロキシサーバーとHTTP プロキシサーバーに接続する場合に認
証が必要なときは、［有効］に設定します。

［HTTPS プロキシサーバー - 
ログイン名］/［HTTP プロキ
シサーバー - ログイン名］

ログイン名を入力します。

［HTTPS プロキシサーバー - 
パスワード］/［HTTP プロキ
シサーバー - パスワード］

パスワードを入力します。

項目 説明
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［メール送受信設定］
［POP3サーバー設定］

補足
 インターネットサービスを使用して、OAuth2.0認証を使用するExchange OnlineのPOP3サーバーの設定がで
きます。

 POP3 サーバーは1つしか設定できません。あとから設定した内容が有効になります。
 OAuth2.0認証を使用するExchange OnlineのPOP3サーバーを設定した場合、本項目の設定内容は使用されま
せん。

項目 説明
［POP3サーバー - サーバー名
/アドレス］

POP3 サーバーのサーバー名、または IP アドレスを入力します。

［POP3サーバー - ポート番
号］

POP3 サーバーのポート番号を設定します。

［POP3サーバー - 受信間隔］ POP3 サーバーへのメールの確認間隔を設定します。
［POP3サーバー - ログイン
名］

POP3 サーバーにログインするための名前を入力します。

［POP3サーバー - パスワー
ド］

POP受信用のパスワードを設定します。

［POP受信パスワードの暗号
化］

パスワードを暗号化できます。
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［SMTPサーバー設定］
［接続確認］をタップし、本機から指定したメールアドレスにテストメールを送信することで、本機と
SMTP サーバーとの接続状況を確認できます。また、［接続確認］＞［SMTP 通信レポート出力］を選択す
ると、本機が送信 /受信した SMTP 通信のプロトコルの内容を表すレポートがプリントされます。

項目 説明
［SMTP サーバー - サーバー名
/アドレス］

SMTP サーバーのサーバー名、または IP アドレスを入力します。

［SMTP サーバー - ポート番
号］

SMTP サーバーのポート番号を設定します。

［送信時の認証方式］ SMTP 送信時の認証方法を設定します。

補足
 認証方式は、AUTH GSSAPI（Kerberos 指定時のみ）、AUTH NTLMv2、
AUTH NTLMv1、AUTH PLAIN、AUTH LOGIN、AUTH CRAM-MD5に
対応しています。

［送信時の認証ユーザー］ 送信時の認証ユーザーを設定します。
［外部認証のユーザー］に設定した場合、ジョブの実行前に本機で外部認
証していれば、外部認証のユーザー名 /パスワードで SMTP サーバーに
認証します。また、認証に失敗した場合の動作を選択することができま
す。外部認証を利用しない場合は、本機に設定したユーザー名 /パス
ワードが使用されます。

［SMTP AUTH - ログイン名］ SMTP サーバーのログイン名を設定します。
［SMTP AUTH - パスワード］ SMTP サーバーの認証用パスワードを設定します。
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［外部認証サーバー設定］
［認証システムの設定］

［Kerberos サーバー設定］

項目 説明
［認証システム］ 認証するためのシステムを選択します。

補足
 弊社商品（別売）を外部認証先として使用する場合は、［Authentication 
Agent］を選択してください。

 Microsoft Entra ID は、インターネットサービスで設定します。

［認証応答待ち時間の上限］ 認証の応答の待ち時間の上限を設定します。
［ユーザー情報検索時間の上
限］

ユーザー情報の検索の待ち時間の上限を設定します。

項目 説明
［Kerberos サーバー 1（標
準）］～［Kerberos サーバー
5］

Kerberos サーバー 1～ 5それぞれに、次の設定をします。
Kerberos サーバー 1に設定した内容が、認証時の初期値として使用さ
れます。

［プライマリーサーバー - 
名前 / アドレス］

プライマリーサーバーのサーバー名、または IP アドレスを入力します。

［プライマリーサーバー - 
ポート番号］

プライマリーサーバーのポート番号を入力します。

［セカンダリーサーバー - 
名前 / アドレス］

セカンダリーサーバーのサーバー名、または IP アドレスを入力します。

［セカンダリーサーバー - 
ポート番号］

セカンダリーサーバーのポート番号を入力します。
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［LDAPサーバー設定］
LDAP 認証を利用する場合、サーバーや認証方式などについて設定します。
［接続確認］をタップすることで、サーバーとの接続を確認できます。

［認証先（レルム名）］ サーバーとして、Windows Server のアクティブディレクトリーを使用
する場合は、アクティブディレクトリーのドメイン名を認証先に設定し
ます。

補足
 認証先名は、必ず大文字で設定してください。小文字で設定すると認証エ
ラーになります。

［サーバー証明書の検証］ サーバー証明書を検証できます。

項目 説明
［プライマリーサーバー - 名前
/ アドレス］

プライマリーサーバーのサーバー名、または IP アドレスを入力します。

［プライマリーサーバー - ポー
ト番号］

プライマリーサーバーのポート番号を入力します。

［セカンダリーサーバー - 名前
/ アドレス］

セカンダリーサーバーのサーバー名、または IP アドレスを入力します。
プリマリーサーバーがメンテナンス中などで通信不能の場合に、代替
サーバーに接続します。

［セカンダリーサーバー - ポー
ト番号］

セカンダリーサーバーのポート番号を入力します。
プリマリーサーバーがメンテナンス中などで通信不能の場合に、代替
サーバーに接続します。

［認証方式］
［直接認証］ 入力したユーザー IDとパスワードで、LDAP サーバーに認証します。
［ユーザー属性認証］ 特定の属性情報を基に、LDAP サーバーに認証します。［入力ユーザー名

の属性］に属性名を設定します。
［入力ユーザー名の属性］ LDAP 認証の認証方式が［ユーザー属性認証］の場合に、属性名を設定

します。
特定の属性情報を基に、LDAP サーバーに認証します。［入力ユーザー名
の属性］に属性名を設定します。たとえば、メールアドレスを入力させ
る場合は「mail」を設定します。

補足
 ユーザーごとに一意な値であることが保証される属性を設定してください。

項目 説明
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［認証用ユーザー名の属性］ ユーザーの表示名や識別子とする属性名を入力します。

補足
 ユーザーごとに一意な値であることが保証される属性を設定してください。
 設定した属性が LDAP サーバーから取得できない場合は、ログインできませ
ん。

 認証方式が［直接認証］の場合、操作パネルから認証時に入力するユーザー
ID の属性と同じものを設定してください。

［ユーザー名追加文字列の使
用］

タッチパネルディスプレイから認証情報を入力するときに、［ユーザー名
の追加文字列］で入力した情報を自動で付加できます。

［ユーザー名の追加文字列］ ［ユーザー名追加文字列の使用］で［使用する］を設定した場合にその固
定文字列を入力します。
たとえば、メールアドレス（user@myhost.example.com）を使用して
認証する場合、「@myhost.example.com」を設定にしておくと、
「user」だけの入力でログインできます。

［IC カード認証に使用する属
性］

IC カードを使用して LDAP 認証する場合に、カード IDの検索属性を設
定します。

［ネットワーク用ユーザー ID
属性］

IC カードを使用して LDAP 認証する場合に、IC カードのカード IDで検
索するユーザー名の属性を設定します。取得したユーザー名は、外部
サービスに通知する認証情報として使用されます。

［検索用の認証ユーザー］ 検索のときに使用するユーザーを設定します。
［検索用ログイン名］ ［ユーザー属性認証］方式の LDAP認証で、ディレクトリーサーバーにア

クセスするときのユーザー名を設定します。ディレクトリーサービス認
証が必要なときだけの設定です。

補足
 基本的にはDN 形式で入力してください。ただし、Active Directory の場
合、表示名などの属性値を指定することもできます。詳しくは、Microsoft 
社の公式サイトを参照してください。

［検索用パスワード］ ［検索用ログイン名］で指定したユーザーのログインパスワードを設定し
ます。

［検索起点エントリー（DN）］ 検索の起点となる文字列を入力します。

補足
 ここで指定したエントリーがユーザー検索の基準になります。ログインする
ユーザーが含まれる階層のエントリーを指定してください。ただし、エント
リー以下の階層に含まれるユーザーやグループの数が多すぎると、本機への
ログインに時間がかかることがあります。

［起点からの検索範囲］ 起点からの検索範囲を設定します。
［検索対象のオブジェクトクラ
ス］

検索のためのオブジェクトクラスを入力します。

［リフェラルの使用］ 接続した LDAP サーバーから、別の LDAPサーバーへの接続を指示され
た場合に、指示されたサーバーに再接続できます。

［リフェラルのホップ数上限］ リフェラル機能を使用する場合に、接続するサーバーの切り替えを何回
まで許可するかを設定します。

項目 説明
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［セキュリティー設定］
［SSL/TLS 設定］

サーバーやクライアントコンピューターと本機との通信を暗号化するときに設定します。

項目 説明
［TLS セキュリティーレベル］ 暗号化通信のモードを設定します。
［本体の証明書 - サーバー］ SSL/TLS 通信するための、サーバー証明書を設定します。
［HTTP - SSL/TLS 通信］ SSL/TLS 通信だけを使用可能にできます。

補足
［HTTPS のみ使用可能］に設定すると、［UPnP ディスカバリー］、［WSD］
の各ポートは停止されます。

［HTTP - SSL/TLS 通信ポート
番号］

SSL/TLS 通信のポート番号を指定します。

［LDAP - SSL/TLS 通信］ 認証や検索などのアクセスに SSL/TLS 通信できます。
SSL 通信を有効にした場合には、［LDAP サーバー /ディレクトリーサー
ビス設定］の［プライマリーサーバー - ポート番号］と［セカンダリー
サーバー - ポート番号］を変更する必要があります。LDAP のディレクト
リーサーバーの SSL 通信のポート番号は、通常、636になります。

［SMTP - SSL/TLS 通信］ SSL/TLS 通信について設定します。
［無効］ SSL/TLS 通信しません。
［STARTTLS 接続（利用可
能時）］

証明書を検証して、SSL/TLS 通信します。検証できない場合は、SSL/
TLS 通信しません。

［STARTTLS 接続］ 証明書を検証して、SSL/TLS 通信します。検証できない場合は、通信で
きません。

［SSL/TLS 接続］ SSL/TLS 通信します。
［ThinPrint - SSL/TLS 通信］ SSL/TLS 通信を有効にできます。
［本体の証明書 - クライアン
ト］

SSL/TLS 通信するための、クライアント証明書を設定します。

［相手サーバーの証明書の検
証］

本機を SSL クライアントとして動作させるときに、相手サーバーの証明
書を検証できます。
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［IPsec 設定］
ネットワークをパケット単位で暗号化して安全に通信するように設定します。

補足
 無線キット（オプション）を取り付けている場合、この項目はプライマリーネットワークにだけ指定できます。
［IKE 認証方式］、［事前共有鍵］、［DHグループ］、［PFS 設定］についてはネットワーク管理者に確認してくださ
い。

項目 説明
［IPsec 設定］/［IPsec 設定（Ethernet1）］/［IPsec 設定（Wi-Fi）］

［IKE 認証方式］ IKE 認証方式を設定します。
［事前共有鍵］ 事前共有鍵を入力します。

［IKE 認証方式］が［事前共有鍵による認証］の場合に設定します。
［本体の証明書］ IPsec 通信で使用する証明書を設定します。

［IKE 認証方式］が［デジタル署名による認証］の場合に設定します。
ここでは、インターネットサービスで作成した自己証明書は使用できま
せん。

［IPsec 通信］ IPSec 通信を有効にできます。
［IKE SA のライフタイム］ IKE SA の有効期間を設定します。
［IPsec SA のライフタイ
ム］

IPsec SA の有効期間を設定します。

［DHグループ］ DHグループを設定します。
［PFS 設定］ PFS を有効にできます。
［相手アドレス - IPv4］ 通信を許可する相手先の IPv4 アドレス、または範囲を設定します。
［相手アドレス - IPv6］ 通信を許可する相手先の IPv6 アドレス、または範囲を設定します。

 ［非 IPsec 通信］ 相手アドレスで設定した以外のアドレスの、IPsec に対応していない機器
に対して、通信ができます。
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［IEEE 802.1x 設定］

［証明書失効確認の設定］

項目 説明
［IEEE 802.1x 設定］/［IEEE 802.1x 設定（Ethernet1）］

［IEEE 802.1x 認証の使
用］

IEEE 802.1x 認証を使用できます。

［認証方式］ IEEE 802.1x の認証方式を設定します。
［認証ユーザー名］ 認証ユーザー名を 128文字以内で入力します。

補足
［認証方式］を［EAP-TLS］に設定している場合は、クライアント証明書の
ユーザー名を使用します。

［認証パスワード］ 認証パスワードを 1～ 128 バイト以内で入力します。

補足
［認証方式］を［EAP-TLS］に設定している場合は、認証にパスワードは使
用しません。

［サーバー証明書の検証］ ［認証方式］が［PEAP/MS-CHAPv2］の場合に、サーバー証明書を検証
できます。

項目 説明
［証明書検証レベル］ 証明書の検証レベルを設定します。
［証明書失効確認方式］ 証明書失効確認の方式を設定します。

本機が検証局から失効リスト（CRL）を取得して照合する場合は、［失効
リスト（CRL）を取得する］に設定します。証明書の有効性を確認できる
OCSP（Online Certificate Status Protocol）を使用して認証局や検証
局に問い合わせて確認する場合は、［OCSP で問い合わせる］に設定しま
す。

［失効リスト（CRL）の自動取
得］

失効リスト（CRL）を自動取得できます。
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［証明書の拡張鍵用途の検証］
証明書を検証する際に、以下も同時に検証します。
 サーバー証明書を検証する場合は、証明書の拡張鍵用途に「サーバー認証」が含まれていること
 OCSP を使用して証明書の失効確認をする場合は、OCSP レスポンダー証明書の拡張鍵用途に「OCSP 署
名」が含まれていること

［リモート操作パネル］
本機の操作パネルをネットワーク接続されたクライアントコンピューターから操作できるようにするかどう
かを設定します。クライアントコンピューターから本機を操作している場合、本機の操作パネルにはリモー
ト操作中であることを示すメッセージが表示されます。このとき、本機の操作パネルは使用できません。

補足
 本機の操作パネルの操作中は、リモート操作パネル機能を使用できません。
 リモート操作中、本機の操作パネルにはクライアントコンピューターで操作している画面が表示されるため、第
三者に読み取られることがあります。

［失効リスト（CRL）取得時間
上限］

失効リスト（CRL）を取得する時間の上限を設定します。

［OCSP レスポンダー指定方
法］

OCSP レスポンダーの指定方法を指定します。
［証明書に記載のURL を使用］、［本体で設定したURL を使用］から設定
できます。

［OCSP レスポンダー］ ［OCSP レスポンダー指定方法］で［本体で設定したURL を使用］を選
択した場合は、問い合わせ先のURL を設定します。

［OCSP 通信時間上限］ OCSP レスポンダーとの通信時間の上限を設定します。

項目 説明
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［その他の設定］

［FIPS140 認定モード］
FIPS140（Federal Information Processing Standard 140）とは、暗号モジュールに関するセキュリ
ティ要件の仕様を規定する米国連邦標準規格です。
FIPS140 認定モードを［有効］に設定することによって、セキュリティをより強化できます。

次の機能は FIPS140 認定されていない暗号アルゴリズムで動作します。FIPS140 に対応した環境での運用
をおすすめします。

［その他の設定］
ネットワークに関するそのほかの設定をします。

 SMTP 認証
 HTTP 認証
 DocuWorksダイレクトプリント
 LDAP 認証

 Kerberos 認証
 802.1x 認証
 PDF ダイレクトプリント

項目 説明
［メール受信プロトコル］ 使用環境に合わせて設定します。
［認証ユーザー名へのドメイン
付加］

ユーザー名にドメイン名を付加できます。

［送受信ドメインの制限］ メールの送受信を許可、または禁止するドメインを設定します。
［制限方法］ ［送受信許可ドメインの指定］に設定すると、送受信を許可するドメイン

を指定できます。［送受信拒否ドメインの指定］に設定すると、送受信を
禁止するドメインを指定できます。

［ドメイン 1］～［ドメイ
ン 50］

［制限方法］を［送受信許可ドメインの指定］、または［送受信拒否ドメ
インの指定］に設定した場合に、送受信ドメイン名を指定できます。

［USBポート ID固定機能］ USB インターフェイスで通知する IDとして、シリアル番号を使用する
か固定値を使用するかを設定します。
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5.6 ［認証 /集計管理］

［ユーザー情報の設定］

［パスワード変更］
認証ユーザーが自分のパスワードを変更できます。

参照
「登録ユーザーのパスワードの変更」 (P.142) を参照してください。

［集計管理］
本機を利用するユーザーの登録や、認証と集計の方式を設定します。

参照
「認証と集計管理機能」 (P.129) を参照してください。
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［ユーザー登録 /集計確認］
集計管理を有効にする場合、登録したユーザーの認証に使用するユーザー IDとユーザー名を登録します。
本機を利用するユーザーごとに、使用枚数の上限を設定できます。また、登録したユーザーごとの累積ペー
ジの確認などができます。
［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］の［ユーザー登録 /集計確認］と共通です。

補足
 ユーザー登録は、「［認証 /集計の設定］」 (P.111) で、使用する集計管理モードを設定してから行ってください。
 この項目は、「［認証 /集計の設定］」 (P.111) を［ネット認証 /集計］、［外部認証 /集計］、または［カスタム認証］
に設定しているときは表示されません。

 プライベートプリントを蓄積している登録ユーザーの「ユーザー ID」を変更した場合、蓄積文書は削除されま
す。

［登録内容の削除 /集計リセット］
全登録ユーザーに対して、一括で登録内容を削除したり、集計データをリセットしたりできます。削除 /リ
セットする前に、レポートをプリントして、削除 /リセットされる内容を事前に確認することもできます。
［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］の［登録内容の削除 /集計リセット］と共通です。

補足
 この項目は、「［認証 /集計の設定］」 (P.111) を［ネット認証 /集計］に設定しているときは表示されません。

項目 説明
［全ユーザーの登録内容］ ユーザーごとに登録している設定内容をすべて削除します。また、上限

ページ数、累積ページ数、プリンター集計データなどのデータもすべて
削除します。

［全ユーザーの機能制限］ 全ユーザーの機能制限をすべて削除します。
［全ユーザーの上限ページ数］ 全ユーザーの上限ページ数を初期値にリセットします。
［全ユーザーの集計管理デー
タ］

機械管理者を含む、全ユーザーのすべての集計管理データをリセットし
ます。ページ数も、「0」にリセットされます。

［全ユーザーの権限グループ］ 全ユーザーのすべての権限グループをリセットします。
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［認証 /集計の設定］
認証と集計の方式を設定します。
［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］の［認証 /集計の設定］と共通です。

［プリンター集計データ］ すべてのプリンター集計データをリセットし、自動登録されたジョブ
オーナー名を削除します。プリントした集計枚数も、「0」にリセットさ
れます。

補足
［プリンター集計データ］は、プリンターを集計しない設定の場合に表示さ
れます。

［全機能の集計管理レポート］ 全機能の集計データのレポートをプリントできます。削除 /リセットす
る内容を、事前に確認する場合に使用します。

［プリンター集計レポート］ プリントの集計データのレポートをプリントできます。削除 /リセット
する内容を、事前に確認する場合に使用します。

補足
［プリンター集計レポート］は、プリンターを集計しない設定の場合に表示
されます。

［削除 /リセット］ 選択した項目のデータを削除 /リセットします。

項目 説明
［認証しない］ 認証や集計機能を利用しません。
［本体認証 /集計］ 本機に登録されたユーザー情報を、認証と集計に使用します。

補足
［本体認証 /集計］から、［認証しない］、または［外部認証 /集計］に変更し
た場合、本機に登録されているユーザー情報がすべて削除されます。

［ネット認証 /集計］ 外部サービスで管理されているユーザー情報を本機に登録して認証と集
計に使用します。

補足
 集計が必要なサービスを利用しようとしたときに表示される認証画面で、
「Account ID」を入力できます。

項目 説明
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［集計管理情報の設定］

［外部認証 /集計］ 外部認証サーバーに登録されたユーザー情報を認証に使用します。

補足
 外部認証に使用したユーザー情報は、本機に保存されます。外部認証サー
バーが起動していなくても、本機に保存されたユーザー情報を利用してユー
ザーを認証し、本機を使用できます。

 外部認証に使用したユーザー情報を本機に保存させない場合は、［外部認証
情報の本体保存］を［しない］に設定してください。［外部認証情報の本体
保存］については、 「［認証の設定］」 (P.113) を参照してください。

［認証システム］が［Authentication Agent］の場合、認証サーバーで集計
管理ができます。

［カスタム認証］ 認証カスタマイズコンテンツやプラグインなどを使用する場合に設定し
ます。

［各機能の集計］ サービスごとに集計管理機能を使用できます。

補足
 表示される項目は、搭載しているサービスによって異なります。

項目 説明
［User ID の代替表記］ タッチパネルディスプレイの認証情報の表示エリア（ログインボタン）

をタップしたときに表示される認証画面の、「ユーザー ID」と表示されて
いる表記を、「UserName」や「Number」のように必要に応じて変更
できます。

［User ID の入力表示］ ユーザー IDを入力したときの文字列の表示方法を設定します。
［Account ID の代替表記］ タッチパネルディスプレイの認証情報の表示エリア（ログインボタン）

をタップしたときに表示される認証画面の、「Account ID」と表示され
ている表記を、「AccountName」や「Number」のように必要に応じて
変更します。

補足
 この項目は、「［認証 /集計の設定］」 (P.111) を［ネット認証 /集計］に設定し
ているときに表示されます。

［Account ID の入力表示］ Account ID を入力したときの文字列の表示方法を設定します。

補足
 この項目は、「［認証 /集計の設定］」 (P.111) を［ネット認証 /集計］に設定し
ているときに表示されます。

［認証時の集計情報表示］ 認証直後に、ユーザー別の集計情報を表示できます。

補足
 この項目は、「［認証 /集計の設定］」 (P.111) を［本体認証 /集計］に設定して
いるときに表示されます。

項目 説明
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［認証 /セキュリティー設定］
本機を利用するユーザーの登録、認証、およびセキュリティの設定ができます。

参照
「認証と集計管理機能」 (P.129) を参照してください。

［機械管理者情報の設定］

［認証の設定］

項目 説明
［機械管理者 ID］ 機械管理者のユーザー IDを設定します。
［機械管理者パスワード］ 機械管理者のパスワードを設定します。
［機械管理者情報のリセット］ 機械管理者のユーザー IDとパスワードを［認証］画面からリセットでき

るように設定できます。
［許可］にする場合は、［リセットコードの通知先］にリセットコードを
送信するメールアドレスを設定します。

項目 説明
［認証 /集計の設定］ 認証 /集計方式を設定します。

「［認証 /集計の設定］」 (P.111) と共通です。
［アクセス制御］ 認証モードでは、本機と各サービスの利用を制限することができます。

利用するには、ユーザー認証が必要になります。

補足
 外部認証時（弊社商品（別売）を使用する場合を除く）は、外部認証サー
バーから取得した利用可能なサービスへのアクセス許可情報に基づきます。

［仕様設定へのアクセス］ 機械管理者以外の本機の設定変更を制限できます。
［デバイスへのアクセス］ 本機のタッチパネルディスプレイのボタンの操作を制限できます。
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［サービスへのアクセス］ 本機の各サービスを制限できます。

補足
 サービスを［制限する（非表示）］に設定すると、ホーム画面に該当する
サービスは表示されません。認証すると該当するサービスも表示されます。

［ユーザー登録 /集計確認］ 認証を有効にする場合、登録したユーザーの認証に使用するユーザー ID
とユーザー名を登録します。
本機を利用するユーザーごとに、使用枚数の上限を設定できます。また、
登録したユーザーごとの累積ページの確認などができます。ユーザー
データは、1,000 件まで登録できます。
「［ユーザー登録 /集計確認］」 (P.110) と共通です。

［登録内容の削除 /集計リセッ
ト］

全登録ユーザーに対して、一括で登録内容を削除したり、集計データを
リセットしたりできます。削除 /リセットする前に、レポートをプリン
トして、削除 /リセットされる内容を事前に確認することもできます。
「［登録内容の削除 /集計リセット］」 (P.110) と共通です。

［権限グループ登録］ 機械管理者は認証ユーザーに対して、本来利用できない機能を利用でき
る「権限」を与えることができます。権限グループを登録しておくと、
ユーザーを権限ごとにグループ化して管理できます。

［認証情報の設定］ 認証するときに必要な情報を設定します。
［User ID の代替表記］ タッチパネルディスプレイの認証情報の表示エリア（ログインボタン）

をタップしたときに表示される認証画面の、「User ID」と表示されてい
る表記を、「UserName」や「Number」のように必要に応じて変更で
きます。

［User ID の入力表示］ ユーザー IDを入力したときの文字列の表示方法を設定できます。セキュ
リティの強化など、必要に応じて設定します。
［そのまま表示する］に設定すると、ユーザー IDを入力したときに、入
力した文字列で表示します。［隠す］に設定すると、［*****］のように表
示します。

［認証失敗の記録］ 不正なアクセスを検知するための、認証回数を設定します。所定時間
（10分）以内に、ここで設定した回数の認証に失敗したときに、エラー
として記録します。

［認証解除時の確認画面表
示］

認証解除時に確認画面を表示できます。

［認証時のUser ID 文字
種］

認証時、ユーザー IDの文字種を設定します。
［大文字小文字を区別する］に設定すると、登録したまま（大文字小文字
を含む）のユーザー IDで認証します。［大文字小文字を区別しない］に
設定すると、ユーザー IDに大文字小文字が混在していても、大文字小文
字を区別しないで認証します。

［IC カード接続時の認証］ 本体認証の場合、本機に IC カードリーダーが接続されているときに、
ユーザー ID認証を有効にできます。
［IC カードのみ］に設定すると、ユーザー ID認証は使用できません。
［IC カードまたはパネル入力］に設定すると、ICカード認証とユーザー
ID認証の両方が使用できます。

［ゲストの使用］ 外部認証の場合、ゲストのユーザーを使用できます。
［IC カード認証時のユー
ザー登録］

本体認証で登録されていないユーザーが、ICカードリーダーに ICカード
をかざしたとき、ユーザー登録できます。
［しない］に設定すると、ユーザー登録はされません。［自動登録する］
に設定すると、ユーザーが登録されます。

項目 説明
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［IC カードの使用］ 本機に ICカードリーダーが接続されているときに、IC カードを使用でき
ます。
［する］に設定すると、IC カードでジョブを制御するかを、機能ごとに設
定できます。
［する（PKI のみ）］は、認証やジョブ制御には IC カードを使用せず、セ
キュリティ機能だけを制御する場合に設定します。

［IC カード連携モード］ 外部認証の場合、IC カード認証時に、パスワードの入力を要求できます。
［非接触型 ICカード設定］ 非接触型 IC カード認証時に、認証の解除方法を設定します。

［カードが離れると認証解除］に設定すると、ICカードを IC カードリー
ダーから離すことで認証が解除されます。［パネル指示で認証解除］に設
定すると、タッチパネルディスプレイの操作で認証が解除されます。

［外部認証情報の本体保
存］

外部認証に使用したユーザー情報を本機に保存できます。［する］に設定
すると、外部認証サーバーが起動していなくても、本機に保存された
ユーザー情報を利用してユーザーを認証し、本機を使用できます。

補足
［ICカード連携モード］を［パスワード入力不要］に設定していて、IC カー
ドで認証したユーザーだけが対象です。

 本機に保存されたユーザー情報を利用して認証されたユーザーは、［（保存済
み外部認証情報での動作時の権限）］に設定されます。

［保存済み外部認証情報削
除］

本機に保存した外部認証のユーザー情報を削除できます。

補足
 IC カードで認証したユーザーだけが対象です。

［不正使用防止の設定］ なりすましによる不正な操作が行われないようにするための機能です。
同一のユーザー IDの認証に連続して失敗した場合にアクセスを拒否する
ように、［連続失敗回数］にアクセスを拒否するまでの回数を設定しま
す。

補足
 本機を再起動すると、失敗した回数はリセットされます。
 設定する場合は、［認証回数制限 - 機械管理者］、または［認証回数制限 - 一
般ユーザー］を［する］に設定してください。

 アクセス拒否状態を解除するときは、本機を再起動してください。
 一般ユーザーの認証回数制限は、本体認証の場合に設定できます。

［パスワードの運用］
［パスワード使用 - パネル
入力時］

ユーザーが本機を使用するときに、パスワードを入力できます。
［する］に設定すると、［ユーザー登録 /集計確認］の［パスワード］が
有効になります。
［しない］に設定すると、上記の設定でパスワードが指定されていてもパ
スワードの入力は要求されません。

［パスワード使用 - IC
カード認証時］

本体認証の場合、機械管理者とユーザーが IC カード認証をするときに、
パスワードを入力できます。

［パスワードの最小桁数］ パスワードの最小桁数を指定します。
［パスワードの最大桁数］ パスワードの最大桁数を指定します。
［リモートからの認証］ 本機のパスワードのセキュリティー強度の設定（パスワードの最小文字

数 /最大文字数の設定、ユーザー IDを含むパスワードの許可 /禁止の設
定、パスワードの必須文字の設定）を変更した結果、すでに設定されて
いるパスワードが条件を満たさなくなった場合に、プリントジョブなど
のログイン操作を伴わない認証を受け付けるかどうかを設定します。

項目 説明



116 5   設定

［強制印字の一時解除］
強制印字をするが、特定の出力物だけ強制印字なしでプリントする場合などに使用します。
強制複製管理、強制ペーパーセキュリティー、UUID印字、強制アノテーションなどの強制印字が設定され
ていても、一時的に強制印字を解除できます。
［する］に設定した状態で、文書プリントを実行すると、一時解除の対象となります（通常のプリント、レ
ポート /リストは対象となりません）。
認証ユーザーの属する権限グループの［強制印字の一時解除］が［許可する］に設定されている場合だけ表
示されます。

補足
 管理者権限のユーザーは権限グループにかかわらず設定可能です。
 TrustMarkingBasic（別売）でユーザーが指定した複製管理に関しては解除対象となりません。

［認証 /プライベートプリント
の設定］

認証プリント、またはプライベートプリントの制御について設定します。

［受信時の PJL 命令制御］ 外部機器からのプリント受信を制御します。クライアントコンピュー
ターからプリント指示した認証プリント、またはプライベートプリント
ジョブを、［ジョブ情報］の［認証プリント］、または［プライベートプ
リント］に保存する場合は、［する］に設定します。

［出力時の PJL 命令制御］ 外部機器からのプリントジョブのプリントを制御します。［ジョブ情報］
の［認証プリント］、または［プライベートプリント］に保存された文書
をプリントするときに、用紙、両面などをジョブの指示どおりの設定で
プリントする場合は、［する］に設定します。

［受信制御］ 受信したプリントジョブを、どのように扱うかを設定します。
［プリンターの認証に
従う］

認証 /集計機能を利用し、［サービスへのアクセス］の［プリンター］を
［制限する］に設定しているときに、［認証成功のジョブ］、［認証が不正
のジョブ］、［User ID なしのジョブ］、それぞれについてジョブの扱いを
設定します。

［プライベートプリン
トに保存］

認証機能を利用しているいないにかかわらず、ユーザー IDが付いたジョ
ブをすべてプライベートプリントに保存します。また、［User ID なしの
ジョブ］、［PJL 命令なしのジョブ］、それぞれについてジョブの扱いを設
定できます。

［認証プリントに保
存］

認証機能を利用しているいないにかかわらず、受信したジョブをすべて
認証プリントに保存します。

項目 説明
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［ジョブ操作の設定］
実行中や実行待ちジョブやログの表示制限ができます。認証していないユーザーやジョブオーナーでない
ユーザーに対して、プライバシー保護、情報漏えいの抑止になります。

［ダイレクトプリント機能の禁止］
［する］に設定した場合、文書プリント、メール受信プリント、モバイルプリントなどのダイレクトプリン
ト機能が使用できなくなります。

項目 説明
［実行中 /待ちジョブの表示設
定］

実行中 /実行待ちジョブの情報表示を制限できます。

［実行完了ジョブの表示設定］
［常に表示する］ 認証にかかわらず、すべての完了ジョブを確認できます。ジョブの詳細

情報の表示を制限できます。
［認証中は表示する］ 本機に認証中のユーザーだけが完了ジョブを確認できます。確認できる

ジョブを認証ユーザーのジョブだけにすること、ジョブの詳細情報の表
示を制限できます。

［表示しない］ 認証にかかわらず、すべての完了ジョブを非表示にします。
［ジョブ操作の制限］ 操作の種類ごとに、ジョブ操作を許可するユーザーの範囲を設定します。
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［ストレージの上書き消去設定］
データ削除時の上書き消去回数を設定します。
データが記録されていた領域に情報を持たないデータを上書きすることで、データの不正な取り出しや復元
を防ぐことができます。

［稼動時の改ざん防止］
本機の稼動時に、許可されていないファイルへのアクセスと実行を検知するかを設定します。
［する］に設定すると、ファイルの書き込みや実行を拒否して、アクセス内容を監査ログに記録します。
［ログ記録のみ］に設定すると、監査ログには記録しますが、ファイルへのアクセスは拒否されません。

補足
 監査ログに記録するには、監査ログ機能を有効に設定する必要があります。詳しくは、「［監査ログ設定］」 (P.86)
を参照してください。
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5.7 ［保守］

［保守レポートの出力］
補足
［ショートカット作成］をタップすると、コントロールメニューの［ショートカット一覧］に本項目のショート
カットを登録できます。

［機能別カウンターレポート］

参照
 機能別カウンターレポートについては、「［レポート /リストの出力］」 (P.38) を参照してください。

［ユーザー別集計管理］
ユーザー別の集計管理レポートをプリントできます。集計管理機能を有効にしているかどうかで、出力でき
るレポートが異なります。

［認証 /集計の設定］が［本体認証 /集計］以外に設定されている場合
次の画面が表示され、プリンター集計レポートをプリントできます。クライアント別（ジョブオーナー別）
に、本機でプリントした総ページ数、使用した用紙の総枚数を確認できます。

補足
［プリンター集計］は、データを初期化した時点からのカウントになります。
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［認証 /集計の設定］が［本体認証 /集計］に設定されている場合
［ユーザー別集計管理］画面が表示されます。集計管理機能を［集計する］に設定している機能の、ユー
ザー別の集計管理レポートを、機能ごとにプリントできます。

参照
「［集計管理］」 (P.109) を参照してください。

集計管理レポートをプリントするには、各集計管理レポートを選択し、ユーザー番号の範囲を指定します。

補足
 レポートに表示される「No.」は、［集計管理］、［認証 /セキュリティー設定］で、ユーザー登録したNo.（ユー
ザー管理番号）です。

［使用済み製品回収情報シート］
使用済みの本機の回収を依頼する場合に、情報シートをプリントできます。お客様から弊社のプリンターサ
ポートデスクに本機の情報を通知していただくことにより、本機の回収経路が決定します。

［GS1-128 バーコードサンプル］
GS1-128 バーコードサンプルをプリントできます。
バーコードモードを有効にした場合と無効にした場合のバーコードのプリント状態を確かめることができま
す。

［EP 設置］/［EP 診断 /修理依頼］
点検や修理が必要になったときに、弊社のプリンターサポートデスクに連絡します。

項目 説明
［プリンター集計管理］ クライアント別（ジョブオーナー別）に、本機でプリントした総ページ

数、使用した用紙の総枚数を確認できます。［プリンター集計管理］は、
データを初期化した時点からのカウントになります。

補足
［認証 /集計の設定］の［各機能の集計］で［プリンター］を［集計しない］
に設定している場合は、［プリンター集計管理］ではなく、［プリンター集
計］が表示されます。
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［初期設定項目］
本機を使用するための初期設定が完了していることを確認します。初期設定されてない項目は、ここから設
定画面を起動できます。

［EP 通信確認］
EP-BB 複合機管理サービスの通信が正常に行われるかを確認します。

参照
 EP-BB 複合機管理サービスについては、弊社公式サイトを参照してください。

［ソフトウェアオプションの設定］
設定方法は、オプションに付属のマニュアルを参照してください。

［ソフトウェアオプションの設定 - USB］
USBドングルを取り付けてオプション機能を使用できます。

［ソフトウェアバージョンアップ］
ソフトウェアのバージョンアップが必要になったときに、ソフトウェアを更新するための機能です。

注記
 ソフトウェアバージョンアップが終了するまで、電源は切らないでください。途中で電源を切ると、ソフトウェ
アが不完全な状態となり、本機が起動できなくなることがあります。

補足
 ソフトウェアがダウンロードされると、再起動して、ソフトウェアを更新します。再起動し、ホーム画面が表示
されたらソフトウェアバージョンアップは終了です。
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［機械起動時のプログラム診断］
本機の電源を入れたときに、プログラム診断ができます。
プログラム診断で意図的なプログラムの書き換えなどの異常が見つかった場合は、起動を停止し、監査ログ
に記録します。

［IC カード情報の確認］
［ICカード情報の確認］を選択し、ご利用の IC カードを ICカードリーダーにタッチすると、IC カードの情
報がタッチパネルディスプレイに表示されます。

補足
 認証に使用する情報は、インターネットサービスで設定します。

［証明書の一括削除 /初期化］
証明書を一括削除し、初期化します。［ネットワーク設定］＞［セキュリティー設定］＞［SSL/TLS 設定］
で証明書を使用するように設定しているにもかかわらず、証明書ファイルの異常などが原因で、証明書デー
タが使用できなくなった場合に使用します。
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［カスタムトナー /ドラム］
カスタムモードでプリンターを使用したい場合に設定します。
対応したトナー /ドラムでご使用ください。

注記
 本設定による使用は、本来の本機の機能、性能が保たれないことがあり、弊社推奨品における品質保証の範囲外
となります。そのまま使い続けると、本機が故障する原因となることがあります。本機の故障となった場合は、
有償修理となります。

補足
［使用する］に設定したときは、トナーカートリッジやドラムカートリッジの残量表示が行われません。

［画質調整］

補足
 画質調整を定期的に実行しても状況が改善しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にお問
い合わせください。

項目 説明
［アライメント調整］ 用紙にプリントするイメージの位置を調整します。

補足
 182×182（mm）以上のサイズの用紙を使用してください。
 イメージのばらつきを考慮して、調整用チャートは 3枚以上プリントするこ
とをおすすめします。

参照
 詳しくは、「［アライメント調整］」 (P.124) を参照してください。

［転写出力調整］ 用紙種類ごとに、バイアス転写ロール（転写ローラー）の電圧を指定し
ます。 プリントした画像が薄い場合は、調整値を上げてください。プリ
ントした画像に抜け、ムラ、染みがある場合は、調整値を下げてくださ 
い。
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［アライメント調整］
出力イメージの位置を用紙トレイごとに調整します。
用紙の伸縮、断裁精度、用紙の保管状態などによって、出力イメージの位置がずれたときなどに調整してく
ださい。

調整可能項目

［リード /サイドレジ］
副走査方向（用紙送り方向）、主走査方向（用紙送り方向に対して垂直方向）のイメージの位置を調整しま
す。

調整手順

1. 調整するトレイに、調整する用紙をセットします。
補足
 調整のためのサンプルチャートをプリントするときは、A4  、レター のどちらかの用紙をセットしてくださ
い。

2. 機械管理者モードにログインします。
3.  ＞［設定］＞［保守］＞［画質調整］＞［アライメント調整］をタップします。

4. ［用紙選択］をタップして、手順 1 で用紙をセットしたトレイ選択します。

5. ［調整面］で調整する印字面を選択します。

理想のイメージ

実際のイメージ
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6. ［サンプル出力］をタップし、サンプルのプリント枚数を指定します。

補足
 イメージのばらつきを考慮して、サンプルは 3 枚程度プリントすることをおすすめします。

7. ［プリント］をタップします。
8. プリントされたサンプルを確認し、調整値を入力します。

補足
 用紙送り方向を示すため、用紙の後端には黒の四角マークがプリントされます。おもて面には黒の四角マークが
1つ、うら面には 2つプリントされます。

参照
「［リード /サイドレジ］の調整」 (P.126) を参照してください。

9. ［調整値設定］をタップします。
調整値が反映されます。

10.［サンプル出力］＞［プリント］をタップします。
入力した調整値を反映したサンプルが出力されます。

　用紙送り方向

10 mm
10 mm

10 mm
10 mm
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［リード /サイドレジ］の調整

1. ［リード /サイドレジ］をタップします。
2. 調整量を現在の設定値に加えた値を、入力します（1 ステップ=0.5 mm）。

補足
［リードレジ（L）］
調整量（mm）=10 - A（mm）

［サイドレジ（S）］
調整量（mm）=10 - B（mm）

補足
 リードレジは、おもて面とうら面で異なる値を設定できません。

3. ［OK］をタップします。

［現像器と転写ユニットのクリーニング］
本機の電源を入れたままプリントしない状態が続いた場合、プリント結果の背景に意図しない色が付くこと
があります。これを軽減するために、現像器と転写ユニットのクリーニングを行います。

理想のイメージ

実際のイメージ

10 mm

A

10 mm

B

10 mm

10 mm

副走査方向
（用紙送り方向）
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［トナーリフレッシュ］
トナーの濃度と現像器の電圧を再調整します。トナーのリフレッシュによってプリント品質が最適化されま
す。

補足
 トナーリフレッシュは必要以上に行わないでください。トナーリフレッシュを繰り返し行うと、トナーの減りが
速くなります。

［標高設定］
本機の設置場所の標高を設定します。
高度を正しく設定することで印字品質が維持され、トナー残量が正しく表示されます。

［定着温度調整］
用紙種類ごとに最適な印刷品質を得るために、定着温度を調整します。
用紙がトナーで汚れたり用紙からトナーがはがれたりする場合は、調整値を上げてください。トナーがにじ
んだりまだらになったりする場合は、調整値を下げてください。
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［ブロッキング対策］
用紙のブロッキング（用紙同士がくっついてしまう状態）を防止するための処理を行う場合は、［する］に
設定します。

［目標濃度の設定］
プリント時に使用する最大濃度を調整します。濃度を下げるとトナーの節約になり、濃度を上げるとはっき
りとしたプリント結果になります。

5.8 ［リセット］

［工場出荷時の設定に戻す］
本機のすべての設定を工場出荷時の状態に戻します。
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6 認証と集計管理機能
6.1 概要

認証機能を利用すると、本機自体の利用を制限したり、サービスごとに利用を制限したりできます。また、
サービスの使用状況をユーザーごとに集計して管理することもできます。

ユーザーの種類
認証機能を利用しているときは、次のユーザーに分けられます。

機械管理者
使用環境に合わせてシステムの設定値を登録 /変更できるユーザーです。
機械管理者は、機械管理者 IDという特別に定義されたユーザー IDを使用します。

認証ユーザー
本機、または外部のサーバーに登録されているユーザーです。それぞれのユーザー IDを使用して認証しま
す。
認証ユーザーのユーザー IDには、使用目的に応じてサブユーザーを関連づけできます。ひとつのユーザー
IDには、最大 10個のサブユーザー IDを関連づけできます。

補足
 登録するユーザー IDは 32文字以内で設定してください。
 サブユーザーを利用するには、別途アプリケーションが必要です。詳しくは、弊社プリンターサポートデスク、
または販売店にお問い合わせください。

認証未登録ユーザー
登録されていないユーザーです。
認証未登録ユーザーは、利用が制限されているサービスを利用できません。

管理の権限と権限グループ
本機でユーザーごとに管理の権限や権限グループを設定できます。
外部認証先に弊社商品（別売）を利用している場合は、弊社商品（別売）で設定します。外部認証先に
LDAP、またはMicrosoft Entra ID を利用している場合は、インターネットサービスで設定します。

管理の権限
認証ユーザーごとに機械管理や集計管理の権限を設定できます。

機械管理の権限
機械管理者と同じ権限が与えられます。ただし、次の操作はできません。
 機械管理者パスワードの変更
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集計管理の権限
次の権限が与えられます。
 ユーザー情報の登録、削除、変更（パスワードだけ変更不可）、参照（設定により操作できないことがあ
ります）

 集計管理の登録、削除、変更、参照
 User ID の代替表記 /User ID の入力表示の変更
 Account ID の代替表記 /Account ID の入力表示の変更
 ユーザー別集計管理レポートのプリント

権限グループ
利用制限に対する操作を許可する権限をグループ分けして、認証ユーザーを登録できます。権限グループに
属したユーザーは、機械管理者と同様に操作を実行できます。

参照
「権限グループ」 (P.134) を参照してください。

利用制限
全体での利用制限

認証モードでは、本機と各サービスの利用を制限できます。利用するには、ユーザー認証が必要です。

参照
 アクセス制御については、「［認証の設定］」 (P.113) を参照してください。

ユーザーごとの利用制限
ユーザーごとに、サービスの利用制限、上限ページ数を制限できます。

参照
「認証 /集計モードで利用制限や集計管理ができるサービス」 (P.132) を参照してください。

認証の種類と認証方法
認証の種類

本体認証
本機に登録したユーザー情報を使用して認証管理します。
認証 /集計モードを［本体認証 /集計］/［ネット認証 /集計］に設定したときに「本体認証」になります。

補足
 クライアントコンピューターから直接送信されたプリントデータは、あらかじめクライアントコンピューターの
プリンタードライバーで設定した認証情報と、本機に登録されている認証情報を照合することによって認証さ
れ、本機で受信できます。

［ネット認証 /集計］に設定したときは、外部サービスで管理しているユーザー情報を本機に登録して認証に使用
します。
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外部認証
外部の認証サーバー（LDAP、Kerberos、弊社商品（別売）、またはMicrosoft Entra ID が使用できます）
で管理されているユーザー情報を使用して認証します。本機にユーザー情報は登録しません。
認証 /集計モードを［外部認証 /集計］に設定したときに「外部認証」になります。

補足
 外部認証キット（オプション）が必要です。
 外部認証時（弊社商品（別売）を使用する場合を除く）は、外部認証サーバーから取得したアクセス許可情報に
基づき、本機のタッチパネルディスプレイから利用可能なサービスを利用できます。

認証方法

ユーザー ID認証
ユーザー IDやパスワードなどのユーザー情報を、本機、または外部の認証サーバーにあらかじめ登録して
おき、本機のタッチパネルディスプレイから直接ユーザー IDやパスワードを入力して認証します。

カード認証
カードに登録されているカード番号、またはユーザー IDやパスワードなどのユーザー情報を、本機、また
は外部の認証サーバーにあらかじめ登録しておき、カードを使用して認証します。

カード認証とユーザー ID認証の併用
ユーザー ID認証とカード認証を併用できます。

補足
 本体認証でカード認証とユーザー ID認証を併用する場合、［ICカード接続時の認証］で［ICカードまたはパネル
入力］に設定します。IC カード接続時の認証については、「［認証の設定］」 (P.113) を参照してください。

集計管理機能
集計管理モードの種類

本体集計管理
本機にあらかじめ登録されている認証ユーザー情報を利用して、ユーザー別に集計管理します。
認証 /集計モードを［本体認証 /集計］に設定したときに「本体集計管理」になります。

補足
 ユーザー別集計管理レポートは、次のユーザーがプリントできます。
- 機械管理者
- 機械管理の権限が設定されているユーザー
- 集計管理の権限が設定されているユーザー

ネット集計管理
外部サービスで管理されているユーザー情報を使用して集計管理します。
外部のサーバーが本機に保存されているジョブデータを収集し、ユーザー別に集計します。
認証 /集計モードを［ネット認証 /集計］に設定したときに「ネット集計管理」になります。

補足
 外部サービスで管理されているユーザー情報は、外部サービスから本機に送られてきて、本機に登録されます。
外部サービスで管理されているユーザー情報が更新された場合は、外部サービスからユーザー情報を本機に送信
する必要があります。



132 6   認証と集計管理機能

認証サーバーによる集計管理
認証サーバーを使用して集計管理します。
外部のサーバーが本機に保存されているジョブデータを収集し、ユーザー別に集計します。
認証 /集計モードを［外部認証 /集計］に設定し、［認証システム］が［Authentication Agent］の場合に
「認証サーバーによる集計管理」になります。

補足
［認証システム］が［Authentication Agent］以外の場合、認証サーバーでは集計をしません。

本体集計管理で集計できるサービス
サービスごとのジョブで、集計管理できる情報について説明します。

プリント

*1 :インターネットサービスで、［認証 /集計 /権限］＞［権限設定］＞［アクセス制限設定］＞［ユーザー指定なしプリント］を
［制限しない］にした場合にプリントできます。

認証 /集計モードで利用制限や集計管理ができるサービ
ス

利用制限できるサービスと集計管理できるサービスは次のとおりです。

認証 /集計モードが［本体認証 /集計］のとき
○：できる、×：できない

対象サービス（ジョブ） 集計対象ユーザー 管理項目
通常プリント 本機用プリンタードライバー 認証ユーザー プリント面数 /枚

数
本機用プリンタードライバー以外
*1

認証未登録ユーザー

セキュリティープリント 文書のプリント 認証ユーザー
サンプルプリント
時刻指定プリント
認証プリント
プライベートプリント

メール受信プリント *1 認証未登録ユーザー

対象サービス ユーザーごとの利用制限 ユーザー別の集計
機能別利用制限 上限ページ数

［プリント］ ○ ○ ○
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認証 /集計モードが［ネット認証 /集計］のとき
○：できる、×：できない

*1 :弊社商品（別売）で利用制限できます。
*2 :弊社商品（別売）で集計できます。

認証 /集計モードが［外部認証 /集計］のとき
○：できる、×：できない

*1 :弊社商品（別売）で利用制限できます。
*2 :弊社商品（別売）で集計できます。

6.2 ユーザー認証機能の有効化
本体認証をする場合、次の順に設定します。
「認証と集計方式」 (P.133)
「アクセス制御」 (P.134)
「権限グループ」 (P.134)
「ユーザー登録（本体認証）」 (P.135)
外部認証をする場合、次の順に設定します。
「認証と集計方式」 (P.133)
「アクセス制御」 (P.134)
「認証システムの設定（外部認証）」 (P.138)

補足
 認証時にパスワードの入力を必須にするには、［パスワード使用 - パネル入力時］、または［パスワード使用 - IC
カード認証時］を［する］に設定します。詳しくは、「［認証の設定］」 (P.113) を参照してください。

 ここでの設定は、機械管理者モードへのログインが必要です。

認証と集計方式
補足
［集計管理］の［認証 /集計の設定］でも認証と集計の方式を設定できます。

1.  ＞［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］＞［認証 /集計
の設定］をタップします。

対象サービス ユーザーごとの利用制限 ユーザー別の集計 *2

機能別利用制限 *1 上限ページ数

［プリント］ ○ × ○

対象サービス ユーザーごとの利用制限 ユーザー別の集計 *2

機能別利用制限 *1 上限ページ数

［プリント］ ○ × ○
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2. ［本体認証 /集計］、または［外部認証 /集計］を選択し、［OK］をタップします。

アクセス制御
1.  ＞［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］＞［アクセス制

御］をタップします。

2. ［デバイスへのアクセス］をタップし、［制限しない］、または［制限する］を選択します。
3. ［サービスへのアクセス］をタップします。
4. 操作に認証が必要かをサービスごとに設定します。

補足
［制限する（表示）］に設定すると、認証していない状態でホーム画面の機能ボタンをタップしたときに、認証画
面が表示されます。

［制限する（非表示）］に設定すると、認証していない状態ではホーム画面に該当する機能ボタンが表示されませ
ん。

権限グループ
ユーザーに割り当てる権限グループを登録します。

1.  ＞［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］＞［権限グループ
登録］をタップします。
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2. 登録する権限グループNo. を選択し、［登録 /変更］をタップします。

補足
 次のユーザーは、No.00 の［DefaultGroup（標準）］（デフォルト権限グループ）に属します。
- 新規作成したユーザー
- 認証する前のユーザー
- 外部認証で［認証システム］が［Authentication Agent］以外の認証ユーザー

 デフォルト権限グループもほかの権限グループと同様に変更できます。

3. ［グループ名］をタップし、名称を入力して［OK］をタップします。
4. 変更する権限をタップし、設定を選択します。

［強制印字の一時解除］
強制複製管理、強制ペーパーセキュリティー、UUID印字、強制アノテーションなどの強制印字が設定され
ているときに、強制印字を一時的に解除できます。

ユーザー登録（本体認証）
本体認証を設定したときの認証ユーザーを本機に登録します。
ユーザーごとに管理権限、サービスの利用制限や上限ページ数を設定できます。

補足
［集計管理］の［認証 /集計の設定］でもユーザーを登録できます。

1.  ＞［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］＞［ユーザー登録
/集計確認］をタップします。

2. ユーザーを登録する欄をタップします。
補足
 ユーザーの登録欄には 4桁の固有番号（ユーザー登録番号）が振られています。

3. ユーザー ID を入力し、［OK］をタップします。
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4. ［ユーザー名］をタップします。

5. ユーザーの表示名を入力し、［OK］をタップします。
6. ［パスワード］があるときは、パスワードを設定します。

7. ［パスワードを入力］をタップし、パスワードを入力します。
8. ［次へ］をタップし、同じパスワードを入力します。
9. ［OK］をタップします。
10. 必要に応じて利用制限や権限を設定します。

［デバイス利用許可］
本機の利用を許可できます。

補足
 IC カードリーダーが接続されている場合、許可することを認証方法ごとに設定できます。

［サービスの利用制限］
サービスごとに利用制限や上限ページ数を指定します。サービスを選択してから［機能制限］、または［上
限ページ数］を設定し、［OK］をタップします。
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［ユーザーの権限］
ユーザーに権限を与えることができます。権限グループは［権限の追加設定］で設定します。
［一般ユーザーの権限］
管理権限を持たない通常のユーザー権限です。

［機械管理の権限］
機械管理者と同じ権限が与えられます。ただし、機械管理者のパスワード変更はできません。

［集計管理の権限］
集計管理に関する次の権限が与えられます。
- ユーザー情報の登録 /変更（一部）/削除
- 集計管理の登録 /変更 /削除
- User ID の代替表記 /User ID の入力表示の変更
- Account ID の代替表記 /Account ID の入力表示の変更
- ユーザー別集計管理レポートのプリント

登録ユーザーの削除（本体認証）
ユーザーを個別に削除する

1.  ＞［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］＞［ユーザー登録
/集計確認］をタップします。

2. 削除するユーザー登録番号を選択します。
3. ［すべての登録内容を削除］をタップします。

4. ［はい（削除する）］をタップします。
すべてのユーザーを削除する

1.  ＞［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］＞［登録内容の削
除 /集計リセット］をタップします。
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2. ［全ユーザーの登録内容］＞［削除 /リセット］をタップします。

3. ［はい（削除する）］をタップします。

認証システムの設定（外部認証）
外部認証サーバーを本機に登録します。

1.  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［外部認証サーバー設定］＞［認証システムの設定］＞［認証シ
ステム］をタップします。

2. 外部認証サーバーの種類を選択し、［OK］をタップします。
補足
 弊社商品（別売）を外部認証先として使用する場合は、［Authentication Agent］を選択します。

3. ［Authentication Agent］以外を選択した場合は、［＜］をタップしてから認証サーバーの情報を登録しま
す。

参照
 Microsoft Entra ID の設定については、インターネットサービスのヘルプを参照してください。

そのほかの設定事例（LDAP）
Active Directory で信頼関係を構築した LDAPサーバーのユーザーで
のログイン

次の条件を満たしている場合を例に、信頼関係先のドメインサーバー上のユーザーで本機にログインするた
めの手順を説明します。
 ドメイン名に「w2k8adtest.local」が設定されている。
［Active Directory ドメインと信頼関係］で信頼関係が構築されている。

参照
［Active Directory ドメインと信頼関係］については、Microsoft 社の公式サイトを参照してください。

1.  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［外部認証サーバー設定］＞［LDAPサーバー設定］をタップし
ます。
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2. ［リフェラルの使用］を［使用する］に設定します。

3. 必要に応じて、［リフェラルのホップ数上限］を設定します。
補足
 接続するサーバー数の上限は［リフェラルのホップ数上限］で設定された数値までです。「5」と設定した場合、
5つの信頼関係先まで接続し、それ以上は接続しません。

［検索用の認証ユーザー］について、信頼関係先の LDAPサーバーにもアクセス資格が必要になります。
 セキュリティ機能の観点から、LDAPS が設定されている場合、非暗号の信頼関係先には接続しません。

ログインに時間がかかり、同じユーザーでログインに成功したり、失
敗したりする場合

次の原因が考えられます。
 LDAPサーバーの検索範囲が大きすぎる
 検索範囲に含まれるエントリー数が多すぎる
［検索起点エントリー（DN）］と［起点からの検索範囲］を見直します。詳しくは、「［LDAP サーバー設
定］」 (P.102) を参照してください。
また、本機の LDAP サーバーへの通信時の待ち時間を十分長い時間に設定することでログインの失敗を回避
できることがあります。ただし、ログインにかかる時間は短縮されないため、あくまでも暫定的な回避方法
です。
次の手順で通信時の待ち時間を設定できます。

1.  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［外部認証サーバー設定］＞［認証システムの設定］をタップし
ます。

2. 次の設定を確認し、必要に応じて変更します。

［認証応答待ち時間の上限］
LDAP サーバーに認証要求を行った場合の、サーバーからの応答に対する待ち時間の上限を設定します。
ネットワークへの負荷が疑われる場合には、この値を変更します。

［ユーザー情報検索時間の上限］
LDAP サーバーに検索要求を行った場合の、サーバーからの応答に対する待ち時間の上限を設定します。
LDAP サーバーへの負荷が疑われる場合には、この値を変更します。
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6.3 IC カードの登録
補足
 仮登録ユーザーでジョブを実行している間は、ICカードの登録、再登録をしないでください。
 IC カード登録を操作中に、メニューボタンなどで設定画面を閉じたり、放置して自動リセットが動作したりした
場合は、仮登録ユーザーが残ることがあります。その場合は、機械管理者が操作パネル、またはデバイス設定
ツールで削除できます。仮登録ユーザーのユーザー名は［ICカード認証時のユーザー登録］の初期値に設定さ
れています。

新規登録
Active Directory アカウントを持つユーザーの場合（外部認証）
1. 未登録の ICカードを本機の IC カードリーダーにかざします。
2. Active Directory の ID とパスワードを入力して、［登録］をタップします。

Active Directory アカウントを持つユーザーの場合（本体認証）
1. 未登録の ICカードを本機の IC カードリーダーにかざし、［仮登録ユーザー］として認証します。
2. ［ICカード登録］をタップします。
3. 認証先に［ActiveDirectory®サーバー］を選択し、Active Directory の IDとパスワードを入力して、
［登録］をタップします。

補足
 サービスの利用をユーザーごとに制限したい場合は、機械管理者が設定してください。
 この手順で入力したパスワードが、本機のパスワードとして登録されます。Active Directory のパスワードを変
更しても、本機のパスワードは自動で更新されません。Active Directory のパスワードを変更する場合は、本
機の操作パネルでパスワードを変更してください。

Active Directory アカウントを持たないユーザー（本体ユーザー）の
場合
1. 事前にユーザー情報（ID・パスワード）が登録されていることを、機械管理者に確認します。
2. 未登録の ICカードを本機の IC カードリーダーにかざし、［仮登録ユーザー］として認証します。
3. ［ICカード登録］をタップします。
4. 認証先に［本体］を選択し、機械管理者から通知された IDとパスワードを入力して、［登録］をタップし

ます。

カードの再登録
カードを再発行する場合など、今まで使用していたカードとは異なるカードを上書き登録する場合は、次の
ように設定します。

1. 「新規登録」 (P.140) と同じ操作をします。
2. 次の画面が表示されたら、［はい（登録する）］をタップします。
3. ［確認］をタップします。
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6.4 IC カードリーダーで認証するための設定
IC カードに登録した情報によって認証したり、ICカードに登録した情報と本機に登録したユーザー情報を
照合したりして、本機の利用制限やジョブなどの集計管理ができます。

Step1　IC カードとパスワードの併用を設定する
外部認証で、IC カードを使用して本機にログインするときに、パスワードの入力を求めるかを設定します。

1.  ＞［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］＞［認証情報の設
定］をタップします。

2. ［ICカード連携モード］＞［パスワード入力必要］をタップします。

Step2　IC カード使用時の認証解除を設定する
IC カード使用時の認証解除方法を設定します。

1.  ＞［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証 /セキュリティー設定］＞［認証の設定］＞［認証情報の設
定］＞［非接触型 IC カード設定］をタップします。

2. 認証の解除方法を選択し、［OK］をタップします。

Step3　IC カード情報を登録する
機械管理者は、インターネットサービスを使用して、IC カード情報と認証に使用する情報を設定します。

Step4　LDAPサーバー（外部認証）の設定をする
IC カードの IDと対応させる属性と、認証したあとにユーザーの識別に使用する属性を設定します。
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1.  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［外部認証サーバー設定］＞［LDAPサーバー設定］＞［ICカー
ド認証に使用する属性］をタップします。

2. IC カードの IDと対応させる属性名を入力し、［OK］をタップします。
補足
 属性にはあらかじめ ICカードの IDが登録されている必要があります。
 ユーザーごとに一意な値であることが保証される属性を設定してください。

3. ［ネットワーク用ユーザー ID属性］をタップします。
4. IC カードで認証したときに、ユーザーの表示名や識別子とする属性名を入力し、［OK］をタップします。

補足
 ユーザーごとに一意な値であることが保証される属性を設定してください。
 設定した属性が LDAP サーバーから取得できない場合は、ログインできません。

6.5 ユーザー認証の操作

登録ユーザーの認証
登録ユーザーを認証するには、本機のタッチパネルディスプレイを操作して認証する方法と、IC カードを
IC カードリーダーにタッチして認証する方法があります。

登録ユーザーのパスワードの変更
登録ユーザーが、タッチパネルディスプレイ、またはインターネットサービスを使用して、パスワードの設
定や変更ができます。

1.  ＞［設定］＞［認証 /集計管理］＞［ユーザー情報の設定］＞［パスワード変更］をタップします。

2. 現在のパスワードを入力し、［OK］をタップします。
3. ［パスワードを入力］をタップし、新しいパスワードを入力します。
4. 新しいパスワードを入力し、［次へ］をタップし、同じパスワードを入力します。
5. ［OK］をタップします。

Microsoft Entra ID 利用時のユーザー認証
参照
「認証モードへのログイン」 (P.33) を参照してください。
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7 日常管理
7.1 消耗品

使用済み消耗品の回収
回収したトナーカートリッジとドラムカートリッジは、環境保護・資源有効活用のため、部品の再使用、材
料としてのリサイクル、熱回収などの再資源化を行っています。不要となったトナーカートリッジとドラム
カートリッジは、適切な処理が必要です。
詳しくは、次のURL を参照してください。
https://fujifilm.com/fb/support/cru/printer/

消耗品の交換
次の消耗品を交換品として用意しています。

消耗品の交換時期が近づくと、タッチパネルディスプレイにメッセージが表示されます。
交換手順については、新しい消耗品が入っていた箱や本体に貼ってあるラベルを参照してください。

注記
 次の場合は、原稿が白黒でも、カラーのドラムやトナーを消耗することがあります。
- プリンタードライバーのカラーモードで［カラー（自動判別）］を選択した場合

補足
 ドラムカートリッジを、直射日光や室内蛍光灯の強い光に当てないでください。また、ドラムの表面に触れた
り、傷を付けたりしないでください。きれいなプリントができなくなることがあります。

7.2 本体の清掃
警告
 本機の性能の劣化を防ぎ安全を確保するため、清掃には指定されたものをご使用ください。スプレー
タイプのクリーナーは、引火や爆発の危険がありますので、絶対に使用しないでください。
注意
 本機の清掃を行う場合は、電源を切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。電源を切
らずに本機の清掃を行うと、感電の原因となるおそれがあります。

 大容量トナーカートリッジ［K］（ブラック）
 トナーカートリッジ［K］（ブラック）
 ドラムカートリッジ ［K］（ブラック）

https://fujifilm.com/fb/support/cru/printer/
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本体外部の清掃
注記
 水または中性洗剤以外の洗浄液を使用しないでください。
 ベンジン、シンナーなどの薬品類を使用したり、殺虫剤をかけたりしないでください。プラスチック部品の変
色、変形、ひび割れの原因になります。

 本機を水でぬらしすぎないでください。水気が残っていると、故障の原因になるおそれがあります。

1. 水でぬらして固く絞った柔らかい布で、本体の外側を拭きます。
補足
 汚れが取れにくい場合は、柔らかい布に薄めの中性洗剤を少量含ませ、軽く拭いてください。

2. 柔らかい布で、水分を拭き取ります。

本体内部（LEDプリントヘッド部）の清掃
LEDプリントヘッド部の清掃は、通常、ドラムカートリッジの交換時に行います。ただし、白筋がでるなど
画質に影響がある場合は、LEDプリントヘッド部を清掃してください。

1. 本機が停止していることを確認し、正面カバーを開けます。

2. トナーカートリッジの取っ手を持って、ゆっくりと手前に取り出します。

3. ドラムカートリッジの取っ手をしっかりと持って、引き抜きます。
引き抜いたドラムカートリッジは、平らな場所に置いてください。

補足
 ドラムカートリッジの表面には触れないように注意してください。
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4. 正面カバーの裏側に付属している清掃用パッドを取り出します。

補足
 清掃用パッドが汚れている場合は、ドラムカートリッジに同梱されているパッドと交換してください。

5. LEDプリントヘッド部に清掃具を差し込み、端から端までゆっくりと動かします。
これを 3回繰り返します。

6. 清掃用パッドを元の場所に戻します。
7. ドラムカートリッジを、奥に突き当たって「カチッ」と音がするまで押し込みます。

8. トナーカートリッジを、奥に突き当たるまで押し込みます。

9. 正面カバーを閉じます。
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タッチパネルディスプレイの清掃
1か月に1回をめどに、タッチパネルディスプレイを清掃してください。
 水でぬらして固く絞った柔らかい布で、タッチパネルディスプレイを拭いてください。
 清掃後、乾いた柔らかい布で拭いてください。
 汚れが取れにくい場合は、柔らかい布に薄めの中性洗剤を少量含ませ、軽く拭いてください。

注記
 水または中性洗剤以外の洗浄液を使用しないでください。
 ベンジンやシンナーなどの薬品類を使用したり、殺虫剤をかけたりしないでください。タッチパネルディスプレ
イの表面のコーティングを傷めることがあります。

 かたい布で拭いたり、強くこすりすぎたりすると、タッチパネルディスプレイの表面に傷がつくことがありま
す。

用紙送りローラーの清掃
紙詰まりを起こしたり、斜めに印字されたりする場合は、用紙送りローラーを清掃してください。

手差しトレイの用紙送りローラーの清掃
1. 〈電源 /節電〉ボタンを押します。

2. 表示された画面で［電源を切る］ をタップして、電源を切ります。
3. 手差しトレイカバーを開きます。または、手差しトレイに残った用紙を取り除きます。
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4. 手差しトレイの両側を持ち、本体から真っ直ぐ引き抜きます。

5. 水でぬらして固く絞った柔らかい布で、手差しトレイと本体の手前にある給紙ローラーのゴム表面を、やさ
しく、押し付けないように拭きます。

注記
 清掃に使用する布は、水滴が落ちない程度に固く絞ってください。機械の内部に水が入ると、故障の原因になり
ます。

6. 手差しトレイを奥まで押し込み、手差しトレイカバーを閉じます。

トレイの用紙送りローラーの清掃
1. 〈電源 /節電〉ボタンを押します。
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2. 表示された画面で［電源を切る］ をタップして、電源を切ります。
3. 手差しトレイカバーを開きます。または、手差しトレイに残った用紙を取り除きます。

4. 手差しトレイの両側を持ち、本体から真っ直ぐ引き抜きます。

5. 用紙トレイ 1が止まるところまで引き出し、手前を少し持ち上げて本体から取り外します。

6. 水でぬらして固く絞った柔らかい布で、用紙トレイ 1と、トレイ 1の奥にある 2組の給紙ローラーを手
で回転させながら、その表面をやさしく、押し付けないように拭きます。

注記
 本機を横向きにしないでください。トナー汚れなどが発生します。
 清掃中は、給紙ローラー以外の部分に触れないでください。触れると本機が破損することがあります。
 清掃に使用する布は、水滴が落ちない程度に固く絞ってください。機械の内部に水が入ると、故障の原因になり
ます。
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7. 用紙トレイ 1を奥まで押し込みます。

8. 手差しトレイを奥まで押し込み、手差しトレイカバーを閉じます。
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8 困ったときには
8.1 紙詰まりの対処

用紙が詰まると、機械が停止してアラームが鳴ります。また、タッチパネルディスプレイには、メッセージ
が表示されます。表示されているメッセージに従って、詰まっている用紙を取り除いてください。
用紙は破れないように、ゆっくりと取り除いてください。取り出す途中で紙が破れたときも紙片を機械の中
に残さないで、すべて取り除いてください。
処置を終了しても紙詰まりのメッセージが表示されるときは、ほかの箇所でも用紙が詰まっています。メッ
セージに従って処置してください。
紙詰まりの処置が終了すると、用紙が詰まる前の状態からプリントが再開されます。

注意
 機械内部に詰まった用紙や紙片は無理に取り除かないでください。
特に、定着部やローラー部に用紙が巻き付いているときは無理に取らないでください。ケガややけど
の原因となるおそれがあります。ただちに電源スイッチを切り、弊社プリンターサポートデスク、ま
たは販売店にお問い合わせください。

注記
 紙詰まりが発生したとき、紙詰まり位置を確認しないで用紙トレイを引き出すと、用紙が破れて機械の中に紙片
が残ってしまうことがあります。故障の原因になるので、紙詰まりの位置を確認してから、処置をしてくださ
い。

 紙詰まりの処置をするときは、本機の電源を入れたままの状態にしておいてください。電源を切ると、本機のメ
モリー上に蓄積された情報が消去されます。

補足
 紙片が本機内部に残っていると、紙詰まりの表示は消えません。
 本機内部の部品には触れないでください。印字不良の原因になります。

用紙トレイ 1、手差しトレイ
1. 手差しトレイにセットされている用紙をすべて取り除きます。



1518.1   紙詰まりの対処

2. 手差しトレイの両側を持ち、本体から真っ直ぐ引き抜きます。

3. 用紙トレイ 1が止まるところまで引き出し、手前を少し持ち上げて本体から取り外します。

4. 本体の奥を確認し、しわが入った用紙や、詰まっている用紙を取り除きます。

5. 用紙トレイ 1を奥まで押し込みます。

補足
 リーガルサイズの用紙をセットするためにトレイの前面を引き出している場合は、トレイが突き出た状態になり
ます。

6. 手差しトレイを奥まで押し込みます。
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7. 手差しトレイから取り除いた用紙を、元のとおりにセットします。
8. タッチパネルディスプレイに表示された［確認］ をタップします。

用紙トレイ 2～ 4
1. タッチパネルディスプレイに表示された用紙トレイを、手前に止まるところまで引き出します。

2. 用紙トレイの手前を少し持ち上げて本体から取り外します。

3. しわが入った用紙や詰まっている用紙を、本体の前面から取り除きます。
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4. 本体の背面にあるジャムアクセスカバーを開いて、詰まっている用紙を取り除きます。

5. 用紙トレイを奥まで押し込みます。

補足
 リーガルサイズの用紙をセットするためにトレイの前面を引き出している場合は、トレイが突き出た状態になり
ます。

定着ユニット
1. リリースレバーを上げながら、背面カバーを開きます。
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2. 定着ユニットのつまみを開きます。

3. 詰まっている用紙を取り除きます。
注意
 定着ユニットは高温になります。火傷のおそれがあるので、触らないでください。

4. つまみを元に戻します。

5. 下部にあるシュートカバーを開きます。
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6. 詰まっている用紙を取り除きます。

7. 背面カバーを閉じます。

8.2 トラブル対処
EP-BB 複合機管理サービスの契約をしている場合、本機の点検や修理が必要になったときは、自動で弊社の
カストマーコンタクトセンターに通知されます。連絡を受けると、必要に応じて、カストマーエンジニアが
訪問します。

本体のトラブル
症状 原因 /処置

電源が入らない 電源コードが抜けていたり、ゆるんでいたりすることがあります。
本機の電源を切り、電源コードを電源コンセントと本機に差し込み直して
ください。そのあとに、本機の電源を入れてください。
本機を、適切な定格電圧と定格電流のコンセントに接続してください。

パネルに何も表示されない 節電状態になっていることがあります。操作パネルの〈電源 /節電〉 ボタン
を押して、節電状態を解除してください。

異常な音がする 本機を安定した平面の上に移動してください。
トレイを本機の奥までしっかり押し込んでください。
本機内部に異物が入っていることがあります。
電源を切り、本機内部の異物を取り除いてください。本機を分解しないと
取り除けない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にお
問い合わせください。



156 8   困ったときには

画質のトラブル

本機内部に結露が発生する スリープモードに移行する時間を 60分以上に設定し、電源を入れたまま約
60分間放置してください。本機内部（ローラー、金属部分など）に水滴が
ないことを十分確認したうえでご使用ください。また、頻繁に結露が発生
する場合は、操作パネルで  ＞［設定］＞［システム設定］＞［システム
時計 /タイマー設定］＞［暖機モード動作］を［する］に設定して電源を
入れたままにしてください。結露が改善することがあります。

節電状態に移行しない 次のようなときは、本機に発生している現象をお客様にお知らせするため、
また、本機の性能を発揮するために低電力モードやスリープモードに移行
しません。
 操作パネルで何らかの操作をしているとき
 消耗品の交換メッセージが表示されているとき
 紙詰まりが起きた、カバーが開いているなどお客様の操作を必要として
いるとき

 故障などによりエラーが発生しているとき
［暖機モード動作］が［する］に設定されていて、本機が結露防止処理中
のとき

症状 原因 /処置
プリントがうすい
（かすれる、不鮮明）

使用している用紙が適切ではありません。用紙トレイの設定を確認の上、
適切な用紙をセットしてください。
用紙が湿気を含んでいます。新しい用紙と交換してください。
別の用紙種類の設定に変更して、プリントしてください。
トナーカートリッジ内にトナーが残っていないことがあります。残量を確
認の上、新しいトナーカートリッジと交換してください。
ドラムカートリッジ、または定着ユニットが劣化、または損傷しています。
ドラムカートリッジと定着ユニットの状態によっては、交換が必要なこと
があります。弊社プリンターサポートデスク、または販売店にお問い合わ
せください。

症状 原因 /処置
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黒点や黒線がプリントされる
等間隔に汚れが発生する

用紙搬送路に汚れが付着していることがあります。数枚プリントしてくだ
さい。
ドラムカートリッジ、または定着ユニットが劣化、または損傷しています。
ドラムカートリッジと定着ユニットの状態によっては、交換が必要なこと
があります。弊社プリンターサポートデスク、または販売店にお問い合わ
せください。

指でこするとかすれる
トナーが定着しない
用紙がトナーで汚れる

選択されているトレイの用紙種類が適切ではありません。別の用紙種類の
設定に変更して、プリントしてください。
特殊な用紙では定着ができないことがあります。適切な用紙に交換してく
ださい。
用紙が湿気を含んでいます。新しい用紙と交換してください。
定着ユニットが劣化、または損傷しています。定着ユニットの状態によっ
ては、交換が必要なことがあります。弊社プリンターサポートデスク、ま
たは販売店にお問い合わせください。

用紙全体が黒くプリントされ
る

ドラムカートリッジが劣化、または損傷しています。ドラムカートリッジ
の状態によっては、交換が必要なことがあります。弊社プリンターサポー
トデスク、または販売店にお問い合わせください。
高圧電源の故障が考えられます。弊社プリンターサポートデスク、または
販売店にお問い合わせください。

症状 原因 /処置
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何もプリントされない 一度に複数枚の用紙が搬送されています。用紙をよくさばいてからセット
し直してください。
ドラムカートリッジが劣化、または損傷しています。ドラムカートリッジ
の状態によっては、交換が必要なことがあります。弊社プリンターサポー
トデスク、または販売店にお問い合わせください。
高圧電源の故障が考えられます。弊社プリンターサポートデスク、または
販売店にお問い合わせください。

白抜けや白筋が出る 使用している用紙が適切ではありません。適切な用紙をセットしてくださ
い。
用紙が湿気を含んでいます。新しい用紙と交換してください。
本機内部の LEDプリントヘッド部が汚れていることがあります。
LEDプリントヘッド部を清掃してください。
トナーカートリッジ内にトナーが残っていないことがあります。
残量を確認の上、新しいトナーカートリッジと交換してください。
ドラムカートリッジが正しくセットされていません。
正しくセットし直してください。
ドラムカートリッジ、または定着ユニットが劣化、または損傷しています。
ドラムカートリッジと定着ユニットの状態によっては、交換が必要なこと
があります。弊社プリンターサポートデスク、または販売店にお問い合わ
せください。
現像剤が劣化しています。［トナーリフレッシュ］を実行しても改善しない
場合は交換が必要なことがあります。弊社プリンターサポートデスク、ま
たは販売店にお問い合わせください。

画像の一部が抜けて白点にな
る
画像の一部が白く抜ける
画像周辺にトナーが飛び散る
画像全体に青みがかっている

別の用紙種類の設定に変更して、プリントしてください。

 ＞［設定］＞［保守］＞［画質調整］＞［転写出力調整］で転写出力を
調整してください。白点になる /白く抜ける場合は、転写出力の値を下げ
ます。
トナーが飛び散る場合は、転写出力の値を上げます。

文字がにじむ 使用している用紙が適切ではありません。適切な用紙をセットしてくださ
い。
用紙が湿気を含んでいます。新しい用紙と交換してください。

症状 原因 /処置
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トレイや用紙送りのトラブル

文字化けする
画面表示とプリント結果が一
致しない

TrueType フォントをプリンターフォントに置き換える設定になっていま
す。
プリンタードライバーの［詳細設定］タブにある［フォントの設定］で、
TrueType フォントのプリント方法を［常に TrueType フォントを使う］
に設定してください。

斜めにプリントされる 用紙ガイドが正しい位置にセットされていません。用紙ガイドを正しい位
置にセットしてください。

はがきや封筒にきれいにプリ
ントされない

本機で使用できない種類のはがきや封筒がセットされています。適切な用
紙をセットしてください。
プリンタードライバーのプロパティや操作パネルで、用紙の種類が適切に
設定されていることを確認してください。

かんばん用紙を使用すると、
ゆがんでプリントされる
（ApeosPrint 4830 JM）

用紙によっては、トレイ 1にセットするためには小サイズ対応用紙ガイド
（オプション）が必要です。小サイズ対応用紙ガイド（オプション）が正し
く取り付けられているかどうか確認してください。

症状 原因 /処置
用紙が送られない
紙詰まりが起こる
用紙が重送される
用紙が斜めに送られる
用紙にしわが付く

用紙を正しくセットしてください。また、ラベル紙、はがきなどの厚い紙、
封筒などをセットする場合は、用紙の間に空気が入るように、紙をよくさ
ばいてください。
用紙が湿気を含んでいます。新しい用紙と交換してください。
使用できる用紙をセットしてください。
用紙の種類や用紙の状態によっては、用紙にしわが付くことがあります。
トレイを本機の奥までしっかり押し込んでください。
本機を安定した平面の上に移動してください。
用紙ガイドを正しい位置にセットしてください。
トレイにセットしてある用紙を使い切る前に、用紙を継ぎ足さないで、
セットしている用紙をよくさばいてから、もう一度セットしてください。
用紙を補給するときは、セットしている用紙を使い切ってから補給してく
ださい。

症状 原因 /処置
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プリンターのトラブル

トレイが正しく選択されな
い

用紙ガイドの位置がずれていると、本機はセットされている用紙のサイズ
を正しく検知できないことがあります。用紙ガイドを正しい位置にセット
してください。
プリンタードライバーのプロパティや操作パネルで、トレイの設定、用紙
サイズ、および用紙種類が適切に設定されていることを確認してください。

用紙の角が折れる 用紙が反って（カールして）いると、角が折れることがあります。次の対
処をしても改善しない場合は、新しい用紙と交換してください。
 反りが直るように、用紙を平らにならしてください。
 用紙を裏返してください。
 用紙トレイ 1～ 4を使用している場合は、手差しトレイを使用してくださ
い。

手差しトレイから用紙が送
られない

プリンタードライバーの［トレイ /排出］タブで［用紙トレイ選択］を
［自動］に設定しています。［手差しトレイ］を選択するか、［自動］の場合
は手差しトレイを自動選択トレイの対象に設定してください。

手差しトレイから用紙を
送ったとき、用紙の先端が
折れる

用紙が湿気を含んでいます。新しい用紙と交換してください。
手差しトレイの用紙セット枚数を 30枚以下に減らしてください。
用紙のセット方向を変更してください。
用紙トレイ 1～ 4から用紙を送ってください。

症状 原因 /処置
状態表示ランプが点滅して
いる

操作パネルに表示されているエラーメッセージを確認して、エラーの対処
をしてください。

プリントできない 本機の IP アドレスが正しく設定されていることを確認してください。
受信制限の設定を確認してください。
一度に送信されるプリントデータの容量が、本機の受信容量の上限を超え
ていることがあります。受信バッファ容量の設定をメモリースプールにし
ている場合に、この現象が発生することがあります。プリントデータを本
機の受信容量上限より小さいサイズに分割してください。プリントデータ
が複数ある場合は、一度にプリントするファイルの量を減らしてプリント
してください。

症状 原因 /処置
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無線 LAN接続時のトラブル

プリントに時間がかかる 受信バッファ容量の不足が考えられます。解像度の高い文書をプリントす
るときは、操作パネルの［メモリー設定］で使用しない項目のメモリー容
量を減らし、受信バッファ容量が大きくなるようにしてください。
受信バッファ容量を増やすと、プリント処理が速くなることがあります。
プリントデータの容量に応じて、受信バッファ容量を調整してください。
また、使用していないポートを停止して、ほかの用途向けにメモリーを割
り当てることをおすすめします。
プリンタードライバーの［グラフィックス］タブで、［印刷モード］の設定
を［標準］に変更すると、プリントにかかる時間を短縮できることがあり
ます。
TrueType フォントのプリント方法によっては、プリントに時間がかかる
ことがあります。プリンタードライバーの［詳細設定］タブにある［フォ
ントの設定］で、TrueType フォントのプリント方法を変更してください。
厚紙、コート紙など用紙の種類によりプリント速度が遅くなることがあり
ます。
また、連続運転をしていて、本機内部の温度が一定以上になった場合は、
プリント速度を落としてプリントします。そのまま、連続運転したり、さ
らに温度が上がったりした場合は、エラーで停止します。そのときは、電
源を切って、しばらく待ってプリンター内部の温度を下げてから、電源を
入れ直してください。

プリントを指示していない
のに、［プリントしていま
す。］が表示される
（USB インターフェイス使
用時）

本機の電源を入れたあとに、コンピューターの電源を入れた場合は、プリ
ントを中止してください。

印字された文書の上部が欠
ける
思った位置にプリントされ
ない

用紙ガイドを正しい位置にセットしてください。
プリンタードライバーで余白の設定が正しいかどうかを確認してください。

 ＞［設定］＞［保守］＞［画質調整］＞［アライメント調整］でプリン
トする位置を調整してください。

症状 原因 /処置
無線 LANに接続できない Wi-Fi の設定が無効になっています。

機械管理者モードにログインし、  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞
［無線 LAN設定］＞［基本設定］を［有効］に設定し、［Wi-Fi 接続設定］
を設定してください。
無線 LANアクセスポイントの SSID が間違っています。
機械管理者モードにログインし、  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞
［無線 LAN設定］＞［Wi-Fi 接続設定］の一覧から正しい SSID を選択する
か、［手動設定］から正しい SSID を入力してください。
コンピューターのファイアウォール設定により、本体との通信が遮断され
ていることがあります。ファイアウォールの設定を確認してください。
無線 LANアクセスポイントが IEEE802.11a/b/g/n/ac に準拠しているこ
とを確認してください。

症状 原因 /処置
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無線 LANアクセスポイント
の SSID は正しいのに接続
できない
Wi-Fi 設定の通信状態が未
接続になっている

無線 LANアクセスポイントの SSID とパスフレーズが本機に誤って入力さ
れていることがあります。
機械管理者モードにログインし、  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞
［無線 LAN設定］＞［Wi-Fi 接続設定］から該当する SSID を選択し、正し
いパスフレーズを入力してください。
本機のWiFi 設定の動作周波数帯が固定（2.4/5GHz）で、無線 LANアク
セスポイントの SSID と異なっていることがあります。
本機のWi-Fi 設定の周波数帯を、無線 LANアクセスポイントに合わせて変
更してください。
本機のWi-Fi の暗号化設定がアクセスポイントの設定と異なっていること
があります。
機械管理者モードにログインし、  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞
［無線 LAN設定］＞［Wi-Fi 接続設定］＞［手動設定］＞［暗号化設定］
から正しい正しい暗号情報を設定してください。
無線 LANアクセスポイントのMACアドレス制限により、本機のMACア
ドレスが許可されていないことがあります。
本機のMACアドレスが無線 LANアクセスポイントのフィルタで許可され
ていることを確認してください。MACアドレスは本機の操作パネルで確認
できます。

［Wi-Fi 接続設定］の一覧に
接続する無線 LANアクセス
ポイントが表示されない

本機の［Wi-Fi 接続設定］の一覧に表示されるアクセスポイントは 5件ま
でです。
アクセスポイントが表示されない場合は、機械管理者モードにログインし、 

 ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［無線 LAN設定］＞［Wi-Fi 接続
設定］＞［手動設定］から SSID とパスフレーズを設定してください。
無線 LANアクセスポイントがステルスモードになっています。
機械管理者モードにログインし、  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞
［無線 LAN設定］＞［Wi-Fi 接続設定］＞［手動設定］から SSID とパスフ
レーズを設定してください。
ルーターで以下を確認してください。
 無線 LAN機能があるか
 ルーターの動作モード（ルーター /ブリッジ /AP/ 中継機）が正しく設定
されているか

 ルーターの入れ替えや設定を変更していないか
 モバイルルーターの接続可能台数を超えた機器が接続されていないか

［Wi-Fi 接続設定］でWPS
で接続できない

無線 LANアクセスポイントのセキュリティー設定がWPAまたはWPA2
であることを確認してください。

［Wi-Fi 接続設定］でWPS-
PBC（プッシュボタン方式）
で設定できない

本機のWPS操作を開始してから 2分以内に無線 LANアクセスポイントの
WPSボタンを押してください。
機械管理者モードにログインし、  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞
［無線 LAN設定］＞［Wi-Fi 接続設定］＞［WPS設定（プッシュボタン）］
から設定してください。

［Wi-Fi 接続設定］でWPS-
PIN（PIN コード方式）で設
定できない

無線 LANアクセスポイントに入力した PINコードが正しいことを確認して
ください。
機械管理者モードにログインし、  ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞
［無線 LAN設定］＞［Wi-Fi 接続設定］＞［WPS設定（PIN コード）］か
ら設定してください。

症状 原因 /処置
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IC カード登録のトラブル

Wi-Fi の接続状態が「弱」
になっている

無線 LANアクセスポイントと本機の設置距離を近づけてください。
複数の無線 LANアクセスポイントがあり、同じ SSID を設定していること
があります。
本機に近い無線 LANアクセスポイントの SSID とパスフレーズを本機に設
定してください。
ローミング機能を使用する場合は、複数の無線 LANアクセスポイントで同
じ SSID とパスフレーズを設定してください。
複数の無線 LANアクセスポイントがあってチャンネルが混雑しているか、
周囲に電子レンジや防犯カメラなどの電波に干渉する機器があります。
 5GHz で無線 LANアクセスポイントと接続してください。
 本機と無線 LANアクセスポイントを近づけてください。

エラーコード 対処方法
- ユーザー ID、またはパスワードが正しくないメッセージが表示された場合

は、入力内容を確認してから操作し直してください。
001, 003, 004, 007, 008, 
009, 011, 012, 013, 017, 
019, 035, 036, 051, 052, 
053, 054, 065, 066, 067, 
070, 071, 076, 080, 083, 
084, 085, 086, 090, 092, 
093, 094, 095, 097

外部認証に使用する LDAP サーバーの情報が正しいかどうか確認してくだ
さい。
Active Directory の設定を確認してください。

002, 033, 089 外部認証に使用する LDAP サーバーの情報が正しいかどうか確認してくだ
さい。

087 外部認証に使用する LDAP サーバーの情報が正しいかどうか確認してくだ
さい。
［入力ユーザー名の属性］、または［認証用ユーザー名の属性］が正しいか
どうか確認してください。

016, 018, 032, 048, 049, 
150, 151

ID とパスワードを確認してから、入力し直してください。
外部認証に使用する LDAP サーバーの情報が正しいかどうか確認してくだ
さい。
Active Directory に、該当ユーザーの情報が登録されているかどうか確認
してください。
Active Directory で有効なユーザーかどうか確認してください。
Active Directory でパスワードの有効期限が切れていないか確認してくだ
さい。
Active Directory で初回にパスワードを変更するよう設定されている場合
は、コンピューターなどでActive Directory にアクセスして、パスワード
を変更してください。

症状 原因 /処置
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021, 034 ID とパスワードを確認してから、入力し直してください。
外部認証に使用する LDAP サーバーの情報が正しいかどうか確認してくだ
さい。
Active Directory でパスワードの有効期限が切れていないか確認してくだ
さい。
Active Directory で初回にパスワードを変更するよう設定されている場合
は、コンピューターなどでActive Directory にアクセスして、パスワード
を変更してください。

050 IC カード登録を利用するユーザーに、Active Directory サーバーの書き込
み権限がありません。
ユーザー自身が自分の情報を変更できるように、読み取り権限と書き込み
権限を設定してください。

081, 091 外部認証に使用する LDAP サーバーの情報が正しいかどうか確認してくだ
さい。
Active Directory サーバーの電源が入っていることを確認してください。
Active Directory の設定を確認してください。
ネットワークが接続されていることを確認してください。

110, 202, 704 最初から登録し直してください。
122 ユーザー IDを確認してから、入力し直してください。
201 ID とパスワードを入力し直してください。
301 次の内容を確認し、最初から登録し直してください。

 パスワードを 4 ～ 12 文字の範囲で指定する。パスワードを指定しない場
合は空白にする。

 ユーザー名を、半角 32 文字（全角 10 文字）以内で指定する。
302, 303, 304 機械管理者にユーザー情報の削除を依頼し、再度登録してください。
307, 308, 309, 404, 500, 
600, 707, 709, 900 ～
999

機械を再起動してください。
改善しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にお問
い合わせください。

401, 706 機械管理者に初期設定を依頼してください。
702 カードの管理者に、カードの確認を依頼してください。
705 認証ボタンを押して、ログアウトしてください。
710 機械管理者に認証設定の確認を依頼してください。
711 ユーザー IDを変更してください。
801, 802 弊社プリンターサポートデスク、または販売店にお問い合わせください。
1002, 3061 認証ボタンを押してログアウトしてから、操作し直してください。
3060, 3065 しばらく時間を置いてから、再度実行してください。
3062 いったんログアウトし、カードをかざして認証してから、IC カード登録を

起動してください。
3063 ジョブを実行中でないことを確認してから、操作し直してください。
3064 機械管理者 ID でログインし直してから、IC カード登録を起動し直してくだ

さい。

エラーコード 対処方法
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8.3 エラーコードが表示されたら
エラーが発生してプリントが正常に終了しなかった場合や本機に故障が発生した場合は、タッチパネルディ
スプレイにメッセージとエラーコード（***-***）が表示されます。

補足
 エラーコードが表示されたときは、本機内に残っているプリントデータや、本機のメモリーに蓄えられた情報は
保証されません。

 ホーム画面で  ＞［検索］＞［エラーコード検索］をタップすると、エラーコードの詳細をタッチパネル上で
確認できます。

 エラーコードの画面に  が表示されている場合は、そのボタンをタップすると、該当するエラーコードの詳細
を確認できます。

 エラーコードの処置方法については、弊社公式サイトの『エラーコード検索』を参照してください。
弊社公式サイトに記載されていないエラーコードが表示された場合や、記載に従って処置をしても正常に戻
らないときは、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にお問い合わせください。状況により、お客
様に確認を依頼する場合や、カストマーエンジニアによる保守が必要となることがあります。プリンターサ
ポートデスクの電話番号は、本機に添付してあるラベル、またはカードに記載されています。
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9 オプション製品の取り付け
9.1 無線キットの取り付け・取り外し

取り付け
1. 〈電源 /節電〉ボタンを押します。

2. 表示された画面で［電源を切る］ をタップして、電源を切ります。
タッチパネルディスプレイと各ランプがすべて消えたことを確認して、電源コードをコンセントと本機から
抜きます。

3. 背面にある無線キットソケットのカバーを取り外します。

4. 無線キットのコネクターを無線キットソケットにまっすぐ差し込みます。

5. 電源コードをコンセントと本機に接続し、〈電源 /節電〉ボタンを押して、電源を入れます。
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取り外し
1. 〈電源 /節電〉ボタンを押します。

2. 表示された画面で［電源を切る］ をタップして、電源を切ります。
タッチパネルディスプレイと各ランプがすべて消えたことを確認して、電源コードをコンセントと本機から
抜きます。

3. 背面の左側にあるラッチを矢印の方向にスライドさせて、手前に起こします。

4. 左側面のカバーを、本機の後ろ方向に向かってスライドさせて取り外します。

5. フックを解除して無線キットのコネクターを取り外します。

補足
 取り外しができない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にお問い合わせください。

1

2

1

2

1

2
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6. 左側面のカバーを、本機の前方向にスライドさせ、突起を本体側の穴に差し込みます。

7. ラッチを本機の前方向に倒してから左にスライドさせ、カバーをロックします。

8. 無線キットソケットのカバーを取り付けます。
9. 電源コードをコンセントと本機に接続し、〈電源 /節電〉ボタンを押して、電源を入れます。

1

2

1

2
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9.2 地震対策キット（ジェルタイプ）の取り付
け

1. 本機の設置場所を決めます。
2. 本機の電源を切ります。
3. 本機と接地面の、ジェルを取り付ける面を乾いた柔らかい布で拭きます。
4. ジェルの剥離紙をはがします。
5. 次の位置にジェルを貼り付けます。マークがあるほうを本機側に貼り付け、本機の左側面と右側面の合計 4

箇所で固定します。

6. ジェルを強く押してしっかり接着し、24時間放置します。
補足
 ジェルの使用期限を守ってください。使用期限を超えた場合は、新品と交換してください。

205 mm

25 mm

50 mm

30 mm
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10 付録
10.1 インターネットサービス

インターネットサービスは、Webブラウザーを使用して、本機の状態やジョブの履歴を表示したり、本機
の設定を変更したりするためのサービスです。
TCP/IP 環境で、本機とネットワーク接続されたコンピューターで使用できます。

インターネットサービスで使用できる主な機能は、次のとおりです。

*1 :機械管理者としてログインすると、メニューが表示されます。機械管理者としてログインする方法については、「ログイン」 
(P.171) を参照してください。

補足
 JIS 第一水準漢字と第二水準漢字以外の文字は使用できないことがあります。使用した場合は操作パネルでの編
集はできません。

参照
 インターネットサービスから設定できる項目については、インターネットサービスのヘルプを参照してくださ
い。

メニュー名 主な機能
［ホーム］ 用紙トレイおよび消耗品の状態、サポート情報、通知などを確認できます。
［アプリ］ アプリの表示や初期設定などの設定ができます。
［ジョブ］ ジョブ一覧やジョブ履歴を確認できます。

［ネットワーク］*1 ネットワーク通信に必要な設定ができます。

［認証 /集計 /権限］*1 認証 /集計の詳細設定や、機能の利用制限に関する設定ができます。

［システム］*1 セキュリティーと機械管理者の設定ができます。
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起動
1. Webブラウザーを起動します。
2. Webブラウザーのアドレス入力欄に、本機の IP アドレス、またはURL を入力し、〈Enter〉キーを押し

ます。

インターネットサービスのトップページが表示されます。

補足
 ポート番号を指定する場合は、アドレスの後ろに「:」に続けて「80」（工場出荷時のポート番号）を指定してく
ださい。ポート番号は、［機能設定リスト（共通項目）］で確認できます。

 本機の IP アドレスは、  ＞［機械確認（メーター確認）］で確認できます。

ログイン
1. インターネットサービスを起動します。
2. 画面右上の［ログイン］をクリックします。
3. ［ユーザー名］と［パスワード］を入力して、［ログイン］をクリックします。

補足
 認証を解除する場合は、画面右上の認証ユーザー名＞［ログアウト］をクリックします。

10.2 エミュレーション
エミュレーションモードを利用すると、他社のプリンターでのプリント結果に近い結果を得ることができま
す。

エミュレーション機能の概要
本機は、次のエミュレーションモードに対応しています。

参照
 それぞれのモードの詳細な内容については、『リファレンスマニュアル』（別売）を参照してください。

エミュレーションモード エミュレートするプリンター
ESC/P VP-1000
PC-PR201H PC-PR201H
PCL HP-CLJ5500（カラー機）、HP-LJ4200（モノクロ機）
HP-GL 7586B、またはDJ750C Plus
HP-GL/2 DJ750C Plus



172 10   付録

プリント言語の切り替え
本機は、マルチエミュレーションに対応しています。このため、対応するプリント言語の切り替えができる
ようになっています。

コマンド切り替え
対応するプリント言語を切り替えるコマンドを用意しています。

自動切り替え
ホストインターフェイスが受信したデータを分析し、プリント言語を自動的に特定します。

プロトコル従属
プロトコル（USB、IPP、LPD、Port9100、WSD）ごとにプリント言語を固定化できます。
インターネットサービスで機械管理者モードにログインし、［ネットワーク］タブにある［USB］、または
［プロトコル設定］で各プロトコルのプリントモードを設定します。

使用できるフォント
ESC/P、PC-PR201Hでは、ユーザー定義文字（外字）を使用できます。
ユーザー定義文字は、ビットマップフォントとして登録され、電源を切っても保持されます。各プリント言
語の間で共有はできません。

プリント機能

*1 :ストレージなしの場合、最大64個

Nアップ
2アップを利用できます。

フォーム
定形のフォームを登録し、登録されているフォームをプリントデータに合成してプリントできます。

補足
 フォーム登録数の上限を超えてフォームを登録しようとした場合、またはフォーム用のメモリー容量がいっぱい
になった場合、新しいフォームは登録されません。

バーコード
利用できるバーコード規格は、JANコード、CODE39、CODABAR、Industrial 2 of 5、Matrix 2 of 5、
および Interleaved 2 of 5 です。
PCL は、CODE128、カスタマーバーコード、UPC、EAN、およびQRコードも利用できます。

エミュレーションモード Nアップ フォーム バーコード
ART IV － 最大 2048個 *1 あり

ESC/P あり 最大 64個 あり
PC-PR201H あり 最大 64個 あり
PCL － － あり
HP-GL、HP-GL/2 － － －
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関連するリストの出力
参照
 詳しくは、「［レポート /リストの出力］」 (P.38) を参照してください。

フォント
使用できるフォントは、  ＞［機械確認（メーター確認）］＞［レポート /リストの出力］＞［プリンター
設定］で、［フォントリスト］、または［PCL フォントリスト］を［プリント］して確認できます。

フォーム
 ＞［機械確認（メーター確認）］＞［レポート /リストの出力］＞［プリンター設定］＞［ART IV, 

ESC/P ユーザー定義リスト］を［プリント］して確認できます。

バーコード
バーコードの指定方法は、  ＞［機械確認（メーター確認）］＞［レポート /リストの出力］＞［PCL フォ
ントリスト］を［プリント］して確認できます。

関連する設定メニュー
機械管理者モードにログインして設定します。

ポート設定
 ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［ポート設定］で設定します。

 ポートの起動（USB/LPD/IPP/Port9100/WSD）
エミュレーションモードで使用するポートを起動します。

メモリー設定
 ＞［設定］＞［アプリ設定］＞［プリンター設定］＞［メモリー設定］で設定します。

補足
 ストレージが取り付けられている場合、設定は変更できません。

［ART IV ユーザー定義用メモリー］
ART IV のユーザー定義で使用するメモリー容量を設定します。設定できる最大値はメモリーの空き容量
によって変化します。

参照
 そのほかの操作については、「［メモリー設定］」 (P.77) を参照してください。

フォーム削除
 ＞［設定］＞［アプリ設定］＞［プリンター設定］＞［フォーム削除］で、フォームを削除するモード

を選択します。

エミュレーションモード ［ポート設定］ ［メモリー設定］ ［フォーム削除］
ART IV あり あり あり
ESC/P あり あり あり
PC-PR201H あり あり あり
PCL あり － －
HP-GL、HP-GL/2 あり あり －
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エミュレーションモード設定
＞［機械確認（メーター確認）］＞［プリンターモード］で、エミュレーションモードごとに固有の設定

を変更できます。

補足
［メモリー呼び出し］、［メモリー登録 /削除］、［立ち上げメモリー］は、ESC/P、HP-GL/2、PC-PR201Hに表示
されます。

 インターネットサービスでも同様に設定できます。

メモリー呼び出し
メモリーに登録した設定を呼び出します。

詳細確認 /変更
［項目番号］に機能の項目番号を入力すると、現在の設定値が表示されます。
設定値を変更するには、［変更値］に変更する値を入力し、［決定］をタップします。

参照
 項目番号は、「設定項目」 (P.182) を参照してください。

メモリー登録 /削除
現在の設定項目の内容を［ユーザー登録メモリー］に登録したり、登録済みのメモリーを削除したりしま
す。

立ち上げメモリー
起動したときの初期値を設定します。
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HP-GL、HP-GL/2 エミュレーション固有の事項
印字可能領域
 よこ置き

用紙
サイズ

用紙長
（1/7200 インチ）

座標値（1/7200インチ）

X方向 Y方向 マージン 印字可能領域 右上端 マージン
幅 高さ 左下X 左下 Y 長辺 短辺 右上X 右上 Y XR YU

A4 84168 59508 1260 1260 81648 56988 82908 58248 1260 1260
A5 59508 41940 1260 1260 56988 39420 58248 40680 1260 1260
JIS B5 72828 51588 1260 1260 70308 49068 71568 50328 1260 1260

短辺

印字可能領域

用紙サイズ

（0,0）

（左下X,左下Y）

（右上X,右上Y）

長辺

マージンYU

マージンXR
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 たて置き

用紙
サイズ

用紙長
（1/7200 インチ）

座標値（1/7200インチ）

X方向 Y方向 マージン 印字可能領域 右上端 マージン
幅 高さ 左下X 左下 Y 長辺 短辺 右上X 右上 Y XR YU

A4 59508 84168 1260 1260 56988 81648 58248 82908 1260 1260
A5 41940 59508 1260 1260 39420 56988 40680 58248 1260 1260
JIS B5 51588 72828 1260 1260 49068 70308 50328 71568 1260 1260

印字可能領域

用紙サイズ

（右上X,右上Y）

（左下X,左下Y）

（0,0）

長辺

短辺

マージンXR

マージンYU
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ハードクリップ
座標値から決定される領域をハードクリップエリアと呼びます。
ハードクリップエリアは、印字可能領域、または用紙サイズから決定されます。

 A4、原点位置が左下のとき

標準
本機の印字可能領域がハードクリッププエリアになります。

用紙
用紙と同じサイズがハードクリッププエリアになります。

オートレイアウト
原稿サイズ、用紙サイズなど、設定した項目から、自動で印字領域が決定されます。

［原稿サイズ］
オートレイアウトを使用する場合は、［自動］に設定します。

［オートレイアウト］
用紙サイズに合うように、原稿データを拡大 /縮小します。

［スケール］
描画されるオブジェクト領域が用紙サイズに合うように、印字領域を拡大 / 縮小します。

+Y

印字可能領域（＝標準ハードクリップエリア）

用紙サイズ（＝用紙ハードクリップエリア）
（0,0）用紙原点

（0,0）標準原点

(11876,8396)

(11520,8040)

+X

高さ

幅
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［スケールモード］

［エリア判定モード］

補足
 コマンドがない場合、［Adapted］でオブジェクト領域が決定されます。

［ペーパーマージン］
余白の設定をします。

［ペン属性］
ハードクリップエリアの境界線を描画するペンの設定をします。
［ペン属性 0］～［ペン属性 15］まで、16種類が設定できます。

［用紙サイズ］ 描画されるオブジェクト領域から原稿サイズが決定されます。決定され
るサイズは、A系列のサイズ（A0～ A5の 6種類）です。

［座標エリア］ 描画されるオブジェクト領域の原点位置を基準に原稿サイズが決定され
ます。

［自動］ 自動的に選択されます。優先順位は、［PS］→［IW］→［IP］→
［Adapted］の順です。

［IW］ データ中の最後の IWコマンドで指定された領域がオブジェクト領域に
なります。

［IP］ すべての IP コマンドで指定された領域がオブジェクト領域になります。
［Adapted］ 自動でオブジェクト領域が決定されます。
［PS］ 最初に PS コマンドで指定された領域を含む領域がオブジェクト領域にな

ります。

［幅］ ［原稿サイズ］と［用紙サイズ］の組み合わせによって縮小された場合、
ペンの幅も縮小します。
線の幅は線の中心から太くなります。
太さが 0.0 mm の場合は、何も描画されません。

補足
［漢字書体］/［英数字書体］が［ストローク］以外の文字には無効です。

［先端形状］ ペンの終端形状を設定します。

補足
［漢字書体］/［英数字書体］が［ストローク］以外の文字には無効です。

［連結形状］ ペンの線を接続した場合の処理を設定します。

補足
［なし］は、処理時間が最も短く、確認用に適しています。
 シンボルモードコマンドによってシンボルが設定されている場合、連結処理
は行われません。シンボルモードコマンドとは、シンボルを指定するHPGL
コマンドです。

 文字には無効です。

［カラー］ ペンの色は RGBで指示します。カラー機の場合に設定できます。
［濃度］ ペンの濃度が設定できます。モノクロ機の場合に設定できます。
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オートレイアウト時の設定項目組み合わせ例

［スケールモード］：［用紙サイズ］、［スケール］：ON
印字領域内で縮小 /拡大されて、プリントされます。

［スケールモード］：［用紙サイズ］、［スケール］：OFF
等倍でプリントされます。
そのため、用紙サイズより大きい部分は印字されません。

［エリア判定モード］で決定されたオブジェクト領域

印字可能領域

用紙サイズ

描画されたオブジェクト領域（＝印字領域）

［エリア判定モード］で決定されたオブジェクト領域

印字可能領域

用紙サイズ

描画されたオブジェクト領域（＝印字領域）
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［スケールモード］：［座標エリア］、［スケール］：ON
印字領域内で縮小 /拡大されて、プリントされます。

［スケールモード］：［座標エリア］、［スケール］：OFF
等倍でプリントされます。
そのため、用紙サイズより大きい部分は印字されません。

原稿サイズの決定方法

1. ［エリア判定モード］で決定されたオブジェクト領域に対し、次のどれかで値の大きいものをマージンとし
て加えます。
 ページ内で指定された文字の大きさ
 デフォルトの文字の大きさ
 指定されたペン幅の 1/2

2. 「エリア判定モードで決定されたオブジェクト領域」＋「加わったマージン」ー「設定したペーパーマージ
ン」が描画されるオブジェクト領域になります。

3. ［スケールモード］が［用紙サイズ］の場合、描画されるオブジェクト領域から原稿サイズが決定されます。
［スケールモード］が［座標エリア］の場合、描画されるオブジェクト領域の原点位置を基準に原稿サイズ
が決定されます。

［エリア判定モード］で決定されたオブジェクト領域

印字可能領域

用紙サイズ

描画されたオブジェクト領域（＝印字領域）

［エリア判定モード］で決定されたオブジェクト領域

印字可能領域

用紙サイズ

描画されたオブジェクト領域（＝印字領域）
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 判定方法の例
［オートレイアウト］＝ON、［原稿サイズ］＝［自動］、［スケールモード］＝［用紙サイズ］、［エリア判定
モード］＝［IP］、［ペーパーマージン］＝ 10 mmで、［ペン属性］の［幅］＝ 0.1 mmの場合

補足
 文字サイズ指定コマンドは存在せず、［IP］、［IW］で指定しているエリアはA3です。

 判定方法

1. IP コマンドで指定されたエリア「-8399,-5938,8399,5938」がオブジェクト領域になります。
2. 文字サイズ指定コマンドなし、ペン幅は 0.1 mm のためA3 サイズのデフォルト文字サイズの高さ /2
（75 プロッタユニット）のサイズがオブジェクト領域に加わります。
この時点でのオブジェクト領域： -8074,-6013,8474,6013

3. ペーパーマージン（10 mm）がオブジェクト領域から削除されます。
この時点でのオブジェクト領域： -8474,-5613,8074,5613

4. 描画されたオブジェクト領域（＝印字領域）がA4 超～ A3 以下のため、原稿サイズはA3 になります。
用紙サイズの決定方法

［原稿サイズ］が［自動］、［用紙トレイ］が［自動］の場合
［スケールモード］が［用紙サイズ］で、原稿サイズと同じサイズの用紙がトレイにセットされていると
きは、原稿サイズと同じサイズの用紙サイズ

［スケールモード］が［座標エリア］のときは、エリア判定モードで決定されたオブジェクト領域が用紙
サイズ

補足
 同じ用紙サイズがない場合、次のサイズが選択されます。
- 最大サイズを上回る：最大サイズ
- 最小サイズを下回る：最小サイズ
- 最小～最大サイズの間：収まるサイズ

縮小率の決定方法

［原稿サイズ］が［自動］、［スケールモード］が［用紙サイズ］の場合
描画されるオブジェクト領域と［用紙サイズ］から縮小率が決定されます。また、ハードクリップエリアは
［用紙］になります。
［オートレイアウト］がONのとき、原稿を用紙の中央に配置します。
 原点位置が左下、または中央のとき、原稿と用紙の原点を合わせます。
 縮小率が 22.5%未満のとき（A0→ A5など）、等倍になります。

IN;
IP-8399,-5938,8399,5938;
IW-8399,-5938,8399,5938;
PU;
SP1;
:
:
SP0;
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［原稿サイズ］が［自動］、［スケールモード］が［座標エリア］の場合
描画されるオブジェクト領域の原点位置と用紙サイズから縮小率が決定されます。また、ハードクリップエ
リアは［標準］になります。
倍率の最大値は 210.0%、倍率の最小値は 22.5%となります。

単位 : プロッターユニット

設定項目
下の表で、項目番号の「ESC」は ESC/P、「PC」は PC-PR201H、「PCL」は PCL、「HP」は HP-GL と HP-
GL/2 を表しています。

補足
 インターネットサービスでも設定できます。

用紙
サイズ

0° 90°
最小値 最大値 最小値 最大値

P2x - 
P1x

P2y - 
P1y

P2x - 
P1x

P2y - 
P1y

P2x - 
P1x

P2y - 
P1y

P2x - 
P1x

P2y - 
P1y

A4 5485 3828 51200 35733 3828 5485 35733 51200
A5 3828 2648 35733 24720 2648 3828 24720 35733

JIS B5 4723 3297 44088 30773 3297 4723 30773 44088

設定項目 項目番号 設定値
ESC PC PCL HP

原稿サイズ 1 301 － － 【0】：はがき
【3】：A3
【4】：A4
【5】：A5
【14】：JIS B4
【15】：JIS B5
【21】：8.5×14"
【22】：8.5×13"
【23】：8.5×11"
【24】：11×17"
【99】：用紙サイズ
【100】：連続紙（10×12"）
【101】：連続紙（10×11"）
【102】：連続紙（15×12"）
【103】：連続紙（15×11"）

補足
 連続紙に設定した場合、「用紙位置」の設定はで
きません。

 PC-PR201Hでは、プリント保証桁は、連続紙
（10×12"）は 80桁 /72行、連続紙（10×11"）
は 80桁 /66 行、連続紙（15×12"）は 136 桁 /
72 行、連続紙（15×11"）は 136桁 /66行で
す。
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原稿サイズ － － － 101 【0】：A0
【1】：A1
【2】：A2
【3】：A3
【4】：A4
【5】：A5
【10】：JIS B0
【11】：JIS B1
【12】：JIS B2
【13】：JIS B3
【14】：JIS B4
【15】：JIS B5
【99】：オート
【100】：用紙サイズ

用紙サイズ
「給紙トレイ」が「自
動」、または「手差し
トレイ」の場合

2 302 － － 【0】：はがき
【4】：A4
【5】：A5
【15】：JIS B5
【21】：8.5×14"
【22】：8.5×13"
【23】：8.5×11"

用紙サイズ
「給紙トレイ」が「自
動」、または「手差し
トレイ」の場合

－ － － 102 【4】：A4
【5】：A5
【15】：JIS B5
【99】：オート
【101】：Aサイズ

用紙サイズ
「給紙トレイ」が「自
動」の場合

－ － 202 － 【4】：A4
【5】：A5
【15】：JIS B5
【21】：8.5×14"
【22】：8.5×13"
【23】：8.5×11"
【25】：ユーザー定義用紙
【30】：8K

用紙サイズ
「給紙トレイ」が「手
差しトレイ」の場合

－ － 203 － 【4】：A4
【5】：A5
【15】：JIS B5
【21】：8.5×14"
【22】：8.5×13"
【23】：8.5×11"
【25】：ユーザー定義用紙

給紙トレイ

補足
 ご使用の機種に
よってトレイ数は
異なります。

3 303 201 103 【0】：自動
【1】：トレイ 1
【2】：トレイ 2
【3】：トレイ 3
【4】：トレイ 4
【5】：手差しトレイ

補足
「自動」に設定し、同じサイズの用紙が同じ用紙
方向で複数のトレイにセットされているときの優
先度は、機械管理者が ＞［設定］＞［用紙ト
レイ設定］の各トレイの設定画面から、［トレイ
の優先順位］で設定します。

設定項目 項目番号 設定値
ESC PC PCL HP



184 10   付録

座標回転 － － － 104 【0】：0°
【1】：90°

カラーモード

補足
 カラー機に有効な
設定です。

5 304 － － 【0】：カラー
【1】：モノクロ

－ － 216 － 【0】：自動
【1】：カラー
【2】：モノクロ

－ － － 105 【0】：カラー
【1】：グレースケール
【2】：黒ペン

階調モード

補足
 モノクロ機に有効
な設定です。

－ － － 105 【1】：グレースケール
【2】：黒ペン

オートレイアウト － － － 106 【0】：ON
【1】：OFF

パレット優先指定 － － － 107 【0】：コマンド
【1】：パネル

出力部数 8 305 － 108 【1】～【250】：1～ 250 部

補足
 クライアントコンピューターからプリント部数の
指定があった場合、その値が反映されてプリント
されます。プリントしたあと、操作パネルの設定
もその値になります。ただし、lpd ポートから指
定された部数は、変わりません。

－ － 212 － 【1】～【999】：1～ 999 部
両面 12 307 － 110 【0】：なし

【1】：左右開き
【2】：上下開き

－ － 206 － 【0】：オフ
【1】：オン

両面時のとじ方 － － 217 － 【0】：長辺とじ
【1】：短辺とじ

用紙方向 19 314 205 － 【0】：縦
【1】：横

用紙位置

補足
「原稿サイズ」で
「連続紙」に設定し
た場合は設定でき
ません。

20 338 － － 【0】：カットシートフィーダーなし（左）
【1】：カットシートフィーダーあり（中央）

補足
 カットシートフィーダーなしの場合は、FF（改
ページコマンド）を受信すると、VFUで設定され
た値だけ行送りをします。カットシートフィー
ダーありの場合は、改ページします。

－ 315 － － 【0】：左置き
【1】：中央置き

設定項目 項目番号 設定値
ESC PC PCL HP
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倍率モード 54 321 － － 【0】：固定倍率
【1】：任意倍率
【2】：カット紙全面

補足
「固定倍率」とは、設定されている「原稿サイズ」
と「用紙サイズ」から自動算出される倍率のこと
で、原稿サイズの印字可能領域が用紙サイズの印
字可能領域に収まるように印字されます。このた
め、原稿サイズと用紙サイズが同じであれば
100%（等倍）印字となります。また、2アップ
が設定されている場合には、2枚分の原稿サイズ
が 1枚の用紙サイズの印字可能領域に収まるよう
に印字されます。

「任意倍率」とは、「倍率」＞「任意倍率」で設定
される倍率のことです。倍率の基準値は印字可能
領域の左上です。これは文字、イメージ、グラ
フィックスすべてにおける基準点になります。

 カット紙全面領域が印字可能領域に印字されま
す。「カット紙全面」とは、設定されている「原
稿サイズ」と「用紙サイズ」から自動算出される
倍率のことで、設定されている原稿サイズの物理
的な紙の大きさが用紙サイズの印字可能領域に収
まるよう印字されます。

「原稿サイズ」で連続紙が設定されている場合、
「固定倍率」と「カット紙全面」は同じ印字結果
となります。

任意倍率 /縦倍率 17 312 － － 【45】～【210】：45～ 210%
任意倍率 /横倍率 18 313 － －
罫線 22 317 － － 【0】：イメージ

【1】：フォント

補足
 2 バイトの罫線フォントの印字方法を設定します。

フォント

補足
 拡張コマンドが送
られてきた場合に
は反映されません。

13 － － － 【3】：書宋
【4】：倣宋
【5】：黒体
【6】：楷書

補足
 2 バイトの半角文字もこの書体が適用されます。
 ご使用の機種によっては、設定できないことがあ
ります。

漢字書体

補足
 拡張コマンドが送
られてきた場合に
は反映されません。

13 308 － － 【0】：明朝
【1】：ゴシック

補足
 2 バイトの半角文字もこの書体が適用されます。

－ － － 111 【0】：ストローク
【1】：明朝
【2】：ゴシック

補足
 2 バイトの半角文字もこの書体が適用されます。

設定項目 項目番号 設定値
ESC PC PCL HP
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英数字書体 14 309 － － 【0】：ローマン
【1】：サンセリフ

－ － － 112 【0】：ストローク
【1】：ローマン
【2】：サンセリフ

デフォルトフォント － － 207 － 【0】：CG Times
【1】：CG Times Italic
【2】：CG Times Bold
【3】：CG Times Italic Bold
【4】：Univers Medium
【5】：Univers Medium Italic
【6】：Univers Bold
【7】：Univers Bold Italic
【8】：Univers Medium Condensed
【9】：Univers Medium Condensed Italic
【10】：Univers Bold Condensed
【11】：Univers Bold Condensed Italic
【12】：Antique Olive
【13】：Antique Olive Italic
【14】：Antique Olive Bold
【15】：CG Omega
【16】：CG Omega Italic
【17】：CG Omega Bold
【18】：CG Omega Bold Italic
【19】：Garamond Antiqua
【20】：Garamond Kursiv
【21】：Garamond Halbfett
【22】：Garamond Kursiv Halbfett
【23】：Courier
【24】：Courier Italic
【25】：Courier Bold
【26】：Courier Bold Italic
【27】：Letter Gothic
【28】：Letter Gothic Italic
【29】：Letter Gothic Bold
【30】：Albertus Medium
【31】：Albertus Extra Bold
【32】：Clarendon Condensed
【33】：Coronet
【34】：Marigold
【35】：Arial
【36】：Arial Italic
【37】：Arial Bold
【38】：Arial Bold Italic
【39】：Times New
【40】：Times New Italic
【41】：Times New Bold
【42】：Times New Bold Italic

設定項目 項目番号 設定値
ESC PC PCL HP
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デフォルトフォント － － 207 － 【43】：Symbol
【44】：Wingdings
【45】：Line Printer
【46】：Times Roman
【47】：Times Italic
【48】：Times Bold
【49】：Times Bold Italic
【50】：Helvetica
【51】：Helvetica Oblique
【52】：Helvetica Bold
【53】：Helvetica Bold Oblique
【54】：CourierPS
【55】：CourierPS Oblique
【56】：CourierPS Bold
【57】：CourierPS Bold Oblique
【58】：SymbolPS
【59】：Palatino Roman
【60】：Palatino Italic
【61】：Palatino Bold
【62】：Palatino Bold Italic
【63】：ITC Bookman Light
【64】：ITC Bookman Light Italic
【65】：ITC Bookman Demi
【66】：ITC Bookman Demi Italic
【67】：Helvetica Narrow
【68】：Helvetica Narrow Oblique
【69】：Helvetica Narrow Bold
【70】：Helvetica Narrow Bold Oblique
【71】：New Century Schoolbook Roman
【72】：New Century Schoolbook Italic
【73】：New Century Schoolbook Bold
【74】：New Century Schoolbook Bold Italic
【75】：ITC Avant Garde Book
【76】：ITC Avant Garde Book Oblique
【77】：ITC Avant Garde Demi
【78】：ITC Avant Garde Demi Oblique
【79】：ITC Zapf Chancery Medium Italic
【80】：ITC Zapf Dingbats

設定項目 項目番号 設定値
ESC PC PCL HP
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デフォルトシンボル － － 208 － 【0】：Roman 8
【1】：ISO 8859-1 Latin 1
【2】：ISO 8859-2 Latin 2
【3】：ISO 8859-9 Latin 5
【4】：ISO 8859-10 Latin 6
【5】：PC-8
【6】：PC-8 DN
【7】：PC-775
【8】：PC-850
【9】：PC-852
【10】：PC-1004（OS/2）
【11】：PC Turkish
【12】：Windows 3.1 Latin 1
【13】：Windows 3.1 Latin 2
【14】：Windows 3.1 Latin 5
【15】：DeskTop
【16】：PS Text
【17】：MC Text
【18】：Microsoft Publishing
【19】：Math 8
【20】：PS Math
【21】：Pi Font
【22】：Legal
【23】：ISO 4 United Kingdom
【24】：ISO 6 ASCII
【25】：ISO 11 Swedish:names
【26】：ISO 15 Italian
【27】：ISO 17 Spanish
【28】：ISO 21 German
【29】：ISO 60 Norwegian v1
【30】：ISO 69 French
【31】：Windows 3.0 Latin 1
【32】：Windows Baltic
【33】：Symbol
【34】：Wingdings
【35】：UCS-2

フォントサイズ － － 209 － 【400】～【5000】：4.00 ～ 50.00 ポイント
フォントピッチサイ
ズ

－ － 210 － 【600】～【2400】：6.00 ～ 24.00 ポイント

フォント行数 － － 211 － 【5】～【128】：5～ 128 行
縦位置補正 15 310 － 113 【0】：しない

【1】～【500】：-250 ～ +250 mm

補足
 プリント位置（またはハードクリップエリア）を
設定します。

横位置補正 16 311 － 114

2 アップモード 21 316 － － 【0】：なし
【1】：順方向
【2】：逆方向

補足
「原稿サイズ」でよこ向きを指定している場合、
「順方向」と「逆方向」のどちらを設定しても同
じ結果になります。

設定項目 項目番号 設定値
ESC PC PCL HP
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漢字コード

補足
 拡張コマンドが送
られてきた場合に
は反映されません。

50 － － － 【0】：エプソン
【1】：東芝

白紙排出

補足
 拡張コマンドが送
られてきた場合に
は反映されません。

51 318 － － 【0】：しない
【1】：する

補足
 空白ページの白紙の排出を設定します。
「しない」に設定した場合、2アッププリント、ま
たは両面プリントでは、空白ページは作成されま
せん。

「しない」に設定した場合でも、外字で作成され
たスペースや白いオブジェクトが存在するとき
は、白紙が排出されます。

印字桁範囲 52 319 － － 【0】：標準
【1】：拡張

補足
 右マージンの位置を拡張できます。
 コマンドで右マージン位置が設定された場合は、
その位置が右端になります。

イメージエンハンス 53 320 213 163 【0】：OFF
【1】：ON

文字品位 55 － － － 【0】：高品位
【1】：ドラフト

縮小文字 56 － － － 【0】：しない
【1】：する

補足
 半角英数字を印字する場合、文字を縮小できま
す。

文字コード表 57 － － － 【0】：カタカナ
【1】：拡張グラフィックス

補足
 半角英数字を印字する場合のコード表の種類を設
定します。

 日本国内のアプリケーションを使用している場合
はカタカナを、日本以外の国のアプリケーション
を使用している場合は、拡張グラフィックスに設
定してください。

ページ長 58 329 － － 【0】：11インチ
【1】：12インチ

1インチミシン目ス
キップ

59 － － － 【0】：しない
【1】：する

補足
 ページとページの間を1インチ空けることができ
ます。

「用紙位置」で「カットシートフィーダーなし」
に設定されている場合だけ設定が有効になりま
す。

設定項目 項目番号 設定値
ESC PC PCL HP
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給紙位置 60 － － － 【0】：8.5 mm
【1】：22 mm

国別文字 － 322 － － 【0】：日本
【1】：アメリカ
【2】：イギリス
【3】：ドイツ
【4】：スウェーデン

自動改行 － 323 － － 【0】：CR
【1】：CR/LF

補足
 右マージン位置を超えたときの自動改行の動作を
設定します。

「CR」は印字復帰だけします。「CR/LF」は印字復
帰したあと改行します。

印字指令 － 324 － － 【0】：CR
【1】：すべて

補足
「CR」は印字指令のコマンドをCRだけ、「すべて」
は印字指令のコマンドを、CR、LF、VT、FF、
US、ESC a、ESC b にします。

CRの機能 61 325 － － 【0】：復帰
【1】：復帰改行

補足
 拡張コマンドが送られてきた場合には反映されま
せん。

 8 ビットドットイメージ印字コマンドの印字結果
に影響します。

グラフィックドット
数

－ 327 － － 【0】：ネイティブ
【1】：コピー

データサイズ － 328 － － 【0】：7ビット
【1】：8ビット

HP-GL モード － － － 150 【0】：HP-GL
【1】：HP-GL/2

補足
 IW、OW、UC コマンドに影響します。
 BP コマンドを含まない HP-GL/2 コマンドを印字
する場合は「HP-GL/2」に設定してください。

ハードクリップ － － － 151 【0】：標準
【2】：用紙

設定項目 項目番号 設定値
ESC PC PCL HP
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排出コマンド － － － 152
（SP）

【0】：OFF
【1】：ON

補足
 描画の終了を示すコマンドを設定します。
 ここで指定したコマンドを受信すると描画を終了
し、用紙が排出されます。

 複数のコマンドが指定された場合は、どれか1つ
のコマンドを受信した時点で、描画を終了して用
紙が排出されます。

－ － － 153
（SP0）

－ － － 154
（NR）

－ － － 155
（FR）

－ － － 156
（PG）

－ － － 157
（AF）

－ － － 158
（AH）

スケール － － － 159 【0】：OFF
【1】：ON

スケールモード － － － 160 【0】：用紙サイズ
【1】：オブジェクト領域

エリア判定モード － － － 161 【0】：自動
【1】：PS
【2】：IW
【3】：IP
【4】：Adapted

ペーパーマージン － － － 162 【0】～【99】：0～ 99 mm
拡張子指定 62 330 － － 【0】：無効

【1】：有効

補足
 通常の拡張コマンドは、コマンドを識別するため
の拡張子として、先頭に16進法で 1BHである
ESCとそれに続く；（セミコロン＝3BH）を指定
しています。ホストコンピューターでESCコード
やセミコロンを使用できない場合は、それに代わ
る特定の文字列を拡張子として使用できます。

拡張子 63 331 － － 【&%】：0x21 ～ 0x7e

補足
 テキストコードで制御できるようにする場合は、
拡張コマンドの拡張子（先頭2バイト）を指定し
ます。画面に表示されるキーボードから2文字を
入力します。

フォーム合成

補足
 拡張コマンドが送
られてきた場合に
は反映されません。

64 332 － － 【0】：しない
【1】～【64】：No.1 ～ No.64

補足
 フォームを指定したあと、フォームが削除された
場合でも、そのフォーム名が表示されています。
この場合はフォームが合成されません。

手差し給紙の一時停
止

67 335 － 165 【0】：しない
【1】：する

設定項目 項目番号 設定値
ESC PC PCL HP
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フォーム種類 68 － － － 【0】： ESC/P
【1】：ART IV

－ 336 － － 【0】：PC-PR201H
【1】：ART IV

文字コード 71 － － － 【0】： JIS
【1】：ShiftJIS

バイナリーデータ
（16 進表記でコマン
ドを入力する）の指
定文字列

72 － － － 【0】： OFF
【1】：&$%$
【2】：$?!#

0 の字体 73 326 － － 【0】：0
【1】：

HexDump － － 214 － 【0】：OFF
【1】：ON

薄墨印刷 － － 215 － 【0】：OFF
【1】：ON

行末処理 － － 218 － 【0】：OFF
【1】：LF を後につける
【2】：CRを前につける
【3】：CR-××

補足
「CR-××」は、CRのとき LFを後につけ、LF と FF
のときCRを前につけます。

ユーザー定義用紙サ
イズの初期値

－ － 219
（短辺）

－ 【0】～【9999】：0～ 999.9 mm

－ － 220
（長辺）

－ 【0】～【9999】：0～ 999.9 mm

有効出力部数 74 339 221 115 【0】：プロトコル指定
【1】：パネル
【2】：コマンド

バーコードモード 75 － ー － 【0】：通常モード
【1】：バーコードモード

補足
 バーコードモードに設定すると、バーコードの輪
郭がはっきりとプリントされます。

対象機 － － － 169 【0】：HP750C
【1】：FX4036

ペン幅 － － － 800
～
815

No.00 の項目番号が 800です。
【0】～【255】：0～ 25.5 mm

ペン終端形状 － － － 850
～
865

No.00 の項目番号が 850です。
【0】：切断

【1】：丸め

【2】：矩形

設定項目 項目番号 設定値
ESC PC PCL HP
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10.3 ダイレクトプリント
プリンタードライバーではなく、lpr コマンドなどを使用してファイルを直接プリントする機能です。
PDFダイレクトプリントでは、Adobe 純正の PDFダイレクトプリントと弊社製の PDFダイレクトプリン
ト（PDF Bridge）の 2種類があります。

補足
 Adobe 純正の PDFダイレクトプリントを使用するには、Adobe® PostScript® 3TMキットが必要です。
ApeosPrint 4830 JMは、Adobe® PostScript® 3TMキットが標準で提供されています。

 lpr コマンドを使用するときは、 ＞［設定］＞［ネットワーク設定］＞［ポート設定］＞［LPD］＞［LPD - 
ポート］を［起動］にしてください。

ダイレクトプリントモード設定
＞［機械確認（メーター確認）］＞［プリンターモード］で、ダイレクトプリントモードごとに固有の設

定を変更できます。

補足
 PDFエミュレーションモードは、インターネットサービスでも同様に設定できます。

ペン接続形状 － － － 900
～
915

No.00 の項目番号が 900です。
【0】：なし

【1】：交差

【2】：丸め

【3】：切断

ペンカラー

補足
 カラー機に有効な
設定です。

－ － － 950
～
965

No.00 の項目番号が 950です。
【0】～【255】：0～ 255（カラー）

ペン濃度

補足
 モノクロ機に有効
な設定です。

－ － － 950
～
965

No.00 の項目番号が 950 です。
【0】～【100】：0 ～ 100（濃度）

設定項目 項目番号 設定値
ESC PC PCL HP
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詳細確認 /変更
［項目番号］に機能の項目番号を入力すると、現在の設定値が表示されます。
設定値を変更するには、［変更値］に変更する値を入力し、［決定］をタップします。
弊社のソフトウェア、ContentsBridge Utility を使用しないで PDF ファイルをプリントする場合は、ここ
での設定が有効になります。

補足
 ContentsBridge Utility を使用する場合、「プリント処理モード」のみ有効になります。

参照
 項目番号は、「設定項目」 (P.194) を参照してください。

パスワード
パスワードを設定しておくと、パスワードによるセキュリティが設定された PDFファイルをプリントでき
ます。

補足
 パスワードは、半角英数字、または記号で 32文字以内に設定してください。
 PDFファイルのセキュリティの設定によっては、プリントできないことがあります。

設定項目
設定項目 項目番号 設定値

PDF DocuWorks
出力部数 401 501 【1】～【999】：1～ 999 枚

補足
 lpr コマンドを使用してプリントする場合、出
力部数の指定は lpr コマンドで行うため、ここ
での設定は無効になります。

両面 402 502 【0】：しない
【1】：長辺とじ
【2】：短辺とじ

印刷モード 403 503 【0】：標準
【1】：高速
【2】：高画質

ソート 404 504 複数部数を、1部ごとにソート（1、2、3...1、
2、3...）します。
【0】：しない
【1】：する

レイアウト

補足
 この項目は、「プリン
ト処理モード」で
「PDF Bridge」に設定
した場合だけ、設定が
有効になります。

405 505 【0】：自動倍率
【1】：カタログ（製本）
【2】：2アップ
【3】：4アップ
【4】：100%（等倍）

補足
 ページ構成によっては、カタログ（製本）プ
リントができないことがあります。この場合
「自動倍率」でプリントされます。

用紙サイズ 406 506 【0】：自動
【1】：A4
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10.4 外部アクセス
本機に組み込まれたブラウザーからネットワークを介してWebサーバーにアクセスし、データを格納した
り、表示したりできる機能です。
 外部サービスにアクセスして、本機と連携しているWebアプリケーション画面を表示する
 外部のサーバーに格納してあるファイルをプリントする

接続先の登録
1. 機械管理者モードにログインします。
2.  ＞［設定］＞［アプリ設定］＞［外部アクセス設定］＞［接続先の登録］をタップします。

カラーモード

補足
 カラー機に有効な設定
です。

407 507 【0】：自動
【1】：白黒

プリント処理モード

補足
 Adobe® PostScript® 
3TMキットを取り付
けている場合に表示さ
れます。

408 － 【0】：PDF Bridge
【1】：PS

補足
「PS」に設定した場合は、「レイアウト」の設
定は無効になります。

設定項目 項目番号 設定値
PDF DocuWorks
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3. 登録するサーバー番号を選択します。

4. サーバーのURL を入力し、［OK］をタップします。
補足
 外部アクセス用Webブラウザーのバージョンを特定した接続をする場合は、プロトコルの種類（http や https）
とコロンの間にバージョンを指定します。たとえば、V5で接続するときは、以下のように入力します。
「http-v5://www.example.com」
 WebブラウザーのバージョンをURL に指定して接続すると、［外部アクセスバージョンの選択］の設定は無効に
なります。

5. 必要に応じて、次の項目を設定します。

項目 説明
［接続先名］ 接続先の表示名を設定します。
［URL］ サーバーのURL が表示されます。
［説明］ 接続先の説明を設定します。
［接続用ユーザー IDの使用］ 外部サービスにアクセスするためのユーザー IDを使用するかどうかを設

定します。

補足
［使用しない］に設定しても、アクセス時にユーザー IDとパスワードの入力
が必要になることがあります。

  ＞［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証 /セキュリティー設定］＞［認
証の設定］＞［認証 /集計の設定］が［外部認証 /集計］の場合、［使用し
ない］を選択すると、本機で認証されているユーザー情報を使用して、外部
サービスにアクセスされます。

 外部サービスにアクセスしたとき、認証の確認画面を表示するかどうかは、
 ＞［設定］＞［アプリ設定］＞［外部アクセス設定］＞［その他の設定］

＞［認証情報送信時の確認画面］で設定します。
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サーバー証明書の検証
外部サーバー（ASP）との接続時、Windows のWebブラウザーと同様に、サーバー証明書を検証する設
定にすると、フィッシングを抑止できます。
サーバー証明書の検証には、サーバー証明書を発行しているルート証明機関のルート証明書（CA証明書）
を使用します。

補足
 CA証明書ファイルの対応形式は次のとおりです。
- DER encoded binary X.509 形式（.CER）
- Base64 encoded X.509 形式（.CER）
- Cryptographic Message Syntax Standard - PKCS #7 証明書形式（.P7B）

10.5 暗号化と署名機能

証明書
暗号化と署名機能を利用するには、証明書が必要です。
証明書の作成 /削除、インポート / エクスポート、有効化は、インターネットサービスで行います。

参照
 詳しくは、インターネットサービスのヘルプを参照してください。

［接続用ユーザー ID］ 外部サービスに認証するためのユーザー IDを設定します。

補足
 外部サービスの種類によっては、［接続用ユーザー ID］を設定しても、設定
が無効になることがあります。使用する外部サービスの設定を確認してくだ
さい。

［接続用ユーザー IDのパス
ワード］

認証に使用するパスワードを設定します。

［本体 /認証情報の通知］ 本機を特定するための情報や、利用するユーザーの認証情報を、外部
サービスに接続するたびに接続先に通知するかどうかを設定します。

補足
 これらの情報は、接続する外部サービスによって使用するかどうかが判断さ
れるため、通常、操作パネルで設定することはありません。

［ユーザー権限情報の通知］ 利用するユーザーの権限情報を、外部サービスに接続するたびに接続先
に通知するかどうかを設定します。

［機能コード］ 他機との連携サービス使用時に必要に応じて設定します。

項目 説明
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10.6 主な仕様
本機の主な仕様を記載しています。製品の仕様と外観は、改良のため予告なく変更することがありますの
で、あらかじめご了承ください。

補足
 すべての用紙について、画質性能、走行性能を保証するものではありません。使用については、弊社の用紙の使
用を推奨します。そのほかの用紙については、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にお問い合わせく
ださい。

 無線キット（オプション）は別売りです。本体とは別に認証を取得しています。
 無線キット（オプション）の認証モデル名：Titan2020

商品コード ApeosPrint 4830：NL300092 / ApeosPrint 4830 JM：NL300093
形式 デスクトップ
プリント方式 LED電子写真
ウォームアップ時間 38秒以下（電源投入時、室温 23℃）（スリープモード時は 20秒以下）

補足
 使用条件によっては変わることがあります。

連続プリント速度 片面印刷時
A4：48枚 / 分
両面印刷時
A4：31.1 ページ /分

補足
 A4同一原稿連続プリント時（普通紙）。郵便はがき（日本郵便製）等の用紙
種類、サイズやプリント条件によっては、プリント速度が低下します。また、
画質調整のため、プリント速度が低下することがあります。

ファーストプリント時間 A4：4.2 秒

補足
 本体給紙トレイから給紙した場合。数値は出力環境によって異なります。

解像度 標準
 ART EX ドライバー
標準
1,200×1,200 dpi
高画質
1,200×1,200 dpi
高精細
1,200×1,200 dpi
オプション
（ApeosPrint 4830 JM は標準）
 AdobeⓇ PostScript Ⓡ 3TMドライバー
高速（標準）
1,200×1,200 dpi
高画質
1,200×1,200 dpi
高精細
1,200×1,200 dpi

階調 256階調
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用紙サイズ 標準トレイ
A6*1、JIS B6*1、A5、JIS B5、A4、レター、8.5×13"（215.9×330.2 
mm）、リーガル、封筒（洋長形 3号、洋形 4号、長形 3号、長形 4号、
角形 6号）、郵便はがき（日本郵便製）*1、往復はがき（日本郵便製）、4
連はがき、ユーザー定義用紙（幅 76.2 ～ 215.9 mm×長さ 148.0 ～
355.6 mm*2）、かんばん（85×200 mm）*3、かんばん L（95×200 
mm）*3、かんばん X（100×210 mm）*3、現品票（85×276 mm）*3、
現品票 L（105×276 mm）*3、納品書D（105×148 mm）*1*3、納品
書H（85×170 mm）*1*3

手差しトレイ
A6、JIS B6、A5、A5ヨコ、JIS B5、A4、レター、8.5×13"
（215.9×330.2 mm）、リーガル、封筒（洋長形 3号、洋形 2号、洋形 3
号、洋形 4号、長形 3号、長形 4号、角形 6号）、郵便はがき（日本郵便
製）、往復はがき（日本郵便製）、4連はがき、ユーザー定義用紙（幅 64
～ 215.9 mm×長さ 127～ 520 mm）、かんばん（85×200 mm）*3、
かんばん L（95×200 mm）*3、かんばん X（100×210 mm）*3、現品
票（85×276 mm）*3、現品票 L（105×276 mm）*3、納品書D
（105×148 mm）*3、納品書H（85×170 mm）*3

オプション
トレイモジュール：A5、JIS B5、A4、レター、8.5×13"
（215.9×330.2 mm）、リーガル、ユーザー定義用紙（幅 76.2 ～ 215.9 
mm×長さ 190.5 ～ 355.6 mm）、かんばん（85×200 mm）*3、かん
ばん L（95×200 mm）*3、かんばん X（100×210 mm）*3、現品票
（85×276 mm）*3、現品票 L（105×276 mm）*3

両面印刷
A4、JIS B5、A5、レター、8.5×13"（215.9×330.2 mm）、リーガル、
ユーザー定義用紙（幅 139.7 ～ 215.9 mm×長さ 203.2 ～ 355.6 mm）
画像欠け幅
先端 / 後端 / 左右端：4.0 mm

用紙坪量 標準トレイ
60～ 220 g/m2

手差しトレイ
60～ 220 g/m2

オプション
トレイモジュール：60～ 220 g/m2

両面印刷
60～ 176 g/m2

補足
 弊社推奨紙をご使用ください。用紙の種類（紙質、サイズ等）によっては、
正しく印刷できないことがあります。特にユーザー定義用紙サイズのご使用
にあたっては、用紙走行性の事前確認をお願いします。インクジェット専用
用紙は使用しないでください。絵入りはがきや年賀状などは使用できないこ
とがあります。使用済用紙の裏面および事前印刷用紙への印刷や、使用環境
が乾燥地・寒冷地・高温多湿の場合、用紙によってはプリント不良などの品
質低下が発生することがあります。また、用紙の種類や環境条件により印刷
品質に差異が生じることがありますので、事前に印刷品質の確認を推奨しま
す。なお、推奨紙や事前の用紙走行確認については、販売店、またはプリン
ターサポートデスク（0120-66-2209）までお問い合わせください。
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給紙容量 標準
670枚（トレイ 1）、180 枚（手差しトレイ）
オプション
トレイモジュール：670枚
最大
2,860 枚（標準＋トレイモジュール×3段）

補足
 弊社C2 紙の場合。

出力トレイ容量 250枚（フェイスダウン）

補足
 弊社C2 紙の場合。

両面出力機能 標準
CPU ARM Dual core 1.3 GHz
メモリー容量 2 GB（最大 2 GB）
ストレージ容量 3.6 GB、オプション：82 GB*4

補足
 実際のストレージ容量と異なることがあります。

搭載フォント 標準
ApeosPrint 4830：
アウトラインフォント（平成明朝体TM W3、平成角ゴシック体TM W5、
欧文 21書体）
ストロークフォント（日本語書体、欧文書体：HP-GL 用）、欧文 82書体、
シンボル 37セット
ApeosPrint 4830 JM：
アウトラインフォント（平成明朝体TM W3、平成角ゴシック体TM W5、
欧文 21書体）
ストロークフォント（日本語書体、欧文書体：HP-GL 用）、欧文 82書体、
シンボル 37セット
AdobeⓇ PostScript Ⓡ 3TMフォント（日本語 3書体（平成明朝体TM W3、
平成角ゴシック体TM W5、平成丸ゴシック体TM W4）、欧文 136書体、
OCR-B、バーコードフォント 7書体 *5）
オプション（ApeosPrint 4830）
AdobeⓇ PostScript Ⓡ 3TM キット：平成 3書体版：日本語 3書体（平成
明朝体TM W3、平成角ゴシック体TM W5、平成丸ゴシックTM W4）、欧
文 136書体、OCR-B、バーコードフォント 7 書体 *5

モリサワ 2書体版：日本語 2書体（リュウミン L-KLTM、中ゴシック
BBBTM、欧文 136書体、OCR-B、バーコードフォント 7 書体 *5

ページ記述言語 標準
ApeosPrint 4830：ART EX
ApeosPrint 4830 JM：ART EX、AdobeⓇ PostScript Ⓡ 3TM
オプション
ApeosPrint 4830：AdobeⓇ PostScript Ⓡ 3TM

エミュレーション ART IV、ESC/P、PCL5、PCL6、PC-PR201H、HP-GL、HP-GL2、HP 
RTL、TIFF、JPEG、PDF、XPS（XML Paper Specification）、
DocuWorks 文書（XDW）
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対応OS 標準
 ART EX ドライバー
Windows 11（64ビット）
Windows 10（32 ビット /64 ビット）
Windows Server 2022（64 ビット）
Windows Server 2019（64 ビット）
Windows Server 2016（64 ビット）

 Mac OS X ドライバー
macOS 15/14/13/12/11
オプション
（ApeosPrint 4830 JM は標準）
 Adobe® PostScript® 3TM ドライバー
Windows 11（64ビット）
Windows 10（32 ビット /64 ビット）
Windows Server 2022（64 ビット）
Windows Server 2019（64 ビット）
Windows Server 2016（64 ビット）
macOS 15/14/13/12/11

補足
 最新の対応OSについては、弊社公式サイトをご覧ください。

インターフェイス 標準
Ethernet 1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T、USB3.0
オプション
IEEE 802.11a/b/g/n/ac

対応プロトコル TCP/IP（lpd、IPP、Port9100、WSD、ThinPrint Ⓡ）
電源 AC100 V±10%、15 A、50/60 Hz 共用

補足
 推奨コンセント容量。機械側最大電流は 15 A。

騒音（本体のみ） 稼働時：7.1 B、55 dB
レディー時：4.2 B、27 dB

補足
 ISO7779に基づいた測定。単位 B：音響パワーレベル（LWAd）。単位 dB：
放射音圧レベル（バイスタンダ位置）。

最大消費電力 最大
1,220 W
平均消費電力
レディー時：64 W、稼働時：645 W、スリープモード時：0.4 W

補足
 本体起動時の瞬間的ピークを除いた時の数値です。最大消費電力はフル構成
時。

エネルギー消費効率 118 kWh/ 年、区分：プリンターC

補足
 省エネ法（平成 25 年 3 月 1 日付）で定められた測定方法による数値。

外形寸法 幅 427.4×奥行 465.5×高さ 407.5 mm
質量 約 21.6 kg（消耗品含む）、約 20.0 kg（消耗品含まず）
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*1 :標準トレイで使用するにはオプションの小サイズ対応用紙ガイドが必要です。
*2 :長さ 148.0 mm～ 190.5 mmの用紙を使う場合は、小サイズ対応用紙ガイドが必要です。
*3 :ApeosPrint 4830 JMの場合。
*4 :オプションのストレージ（SSD）を取り付けている場合。
*5 :バーコードの種類は、CODE39、JAN、NW-7（CODABAR）、CODE128、ITF（Interleaved 2 of 5）ベアラーバーあり /な

し、カスタマバーコードに対応しています。　バーコード印刷の読み取りに関しては、あらかじめご確認されることを推奨しま
す。

トレイモジュール（オプション）

専用キャスター台（オプション）

使用環境 使用時
温度：10～ 32 ℃
湿度：15～ 85%（結露による障害は除く）

補足
 使用直前の温度、湿度の環境、プリンター内部が設置環境になじむまで、使
用する用紙の品質によってはプリント品質の低下を招くことがあります。

商品寿命（耐久性） 60万ページ（A4）または 5年の早い方

補足
 印刷可能ページ数は、A4サイズの普通紙を片面連続印刷した場合の目安であ
り、使用する用紙の種類、印刷環境などの印刷条件やプリンターの電源投入
頻度により変動します。なお、商品の性能維持のためには定期交換部品の交
換が必要です。詳細は、弊社公式サイトを参照してください。

用紙サイズ 最大
A4、レター、リーガル
最小
A5
非定形サイズ
76.2×190.5 mm～ 215.9×355.6 mm

用紙坪量 60～ 220 g/m2

給紙容量 /給紙段数 670枚×1段

補足
 弊社C2 紙の場合。
 最大 3段まで追加可能。

大きさ 幅 420×奥行 465×高さ 123 mm

補足
 高さは、接続部分を除く装着時の高さです。

質量 6.6 kg

大きさ 幅 545×奥行 619×高さ 90 mm

補足
 フット部分を含みます。
 高さは、接続部分を除く装着時の高さです。

質量 10.7 kg
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専用キャビネット（オプション）

10.7 ライセンス
本製品は、第三者が権利を有するオープンソースソフトウェア（以降、OSSと呼びます）が含まれていま
す。各OSS の適用ライセンス、著作権表示、および個別のライセンス条件については、インターネット
サービスの［サポート］＞［OSS ライセンス情報のダウンロード］で確認できます。
本製品は、GNU Library General Public License 2.0 など、OSS ライセンスに基づき許諾されるソフト
ウェアを含んでいます。
OSS ライセンスに基づき、対象となるソフトウェアのソースコードの入手を希望される方は、以下のサイ
トより入手が可能です。
https://www.fujifilm.com/fb/etc/oss/mfp/apeos_7580/v1_0

10.8 ジョブ履歴
 ジョブ履歴で取得したページカウントと機械本体のメーターおよびカウンターは、一致しないことがあり
ます。取得したデータは目安としてご利用ください。

 機械本体のトラブルやストレージの交換・初期化で、ジョブ履歴が消失することがあります。消失した
ジョブ履歴は復旧できません。

 既定の数を超えると、古いジョブ履歴は削除されます。ジョブ履歴の取りこぼしを防ぐには、収集間隔を
短くしてください。

10.9 使用権許諾条項

アドビ社のソフトウェアの使用に関する条項
第 1条 ( 使用権 )

弊社は、お客様にお買い上げいただいた弊社製品に含まれるAdobe PostScript ( ポストスクリプト )・ソ
フトウェア、コード化されたフォントプログラムおよびAdobe ドライバー・ソフトウェア（以下総称して
本ソフトウェアといいます）の非独占的使用権を、本許諾条項に従ってお客様に許諾いたします。

1 お客様は、Adobe PostScript ソフトウェアを搭載した複数のプリンター、複合機、プリント
サーバーにおいて、本ソフトウェアを使用できます。

2 お客様は、本ソフトウェアの使用権を第三者に譲渡することができます。ただし、当該第三者が
本許諾条項のすべてに同意することを条件とし、かつお客様が所持する本ソフトウェアおよびす
べての複製物を当該第三者に引き渡すことを条件とします。

3 お客様は、特定の一台の機械で使用する場合に限り、本ソフトウェアを複製できるものとします。
ただし、お客様は当該複製物に、本ソフトウェアに記載された著作権, 商標, その他の知的財産権
の表示を行うものとします。

大きさ 幅 545×奥行 619×高さ 336 mm
（内寸：幅 360×奥行 415×高さ 200 mm）

補足
 フット部分を含みます。
 高さは、接続部分を除く装着時の高さです。

質量 21.9 kg
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第 2条 ( ソフトウェアの権利 )
1 本ソフトウェア, ドキュメンテーションおよびそれらの複製品に関する著作権等を含む一切の無体

財産権は、Adobe ( アドビ ) またはアドビへの供給者に帰属します。
2 前条に定める権利を除き、お客様は本ソフトウェアに関していかなる権利または知的財産権も取

得するものではありません。

第 3条 ( 禁止事項 )
お客様は、本ソフトウェアについて改変, リバースエンジニアリングまたは逆アセンブル等の行為を行わな
いものとします。

第 4条 （ 責任 ）
弊社は、本ソフトウェアをお客様に現状有姿の状態で使用許諾します。弊社または弊社への供給者は、本ソ
フトウェアがお客様の特定の使用目的のために適切または有用であること、本ソフトウェアの実行が中断さ
れないことおよびその実行に誤りがないことを保証しません。弊社または弊社への供給者は、法律上の瑕疵
担保責任を含むすべての明示または黙示の保証責任および本ソフトウェアに起因するお客様の逸失利益、特
別な事情から生じた損害、データ等に対する損害および第三者からなされた損害賠償請求に基づく賠償責任
等、一切の責任を負いません。

第 5条 ( 商標 )
1 お客様が使用する商標は、それらの所有者に帰属します。
2 商標は、コード化されたフォントプログラムによる印刷結果を特定する目的にのみ使用できます。
3 お客様が商標を使用する場合、商標の所有者の名前を明示することも含め、一般的な商標の使用

方法に従うものとします。

第 6条 ( 輸出規制 )
本ソフトウェアを外国へ輸出する場合、お客様は、日本政府の輸出許可 (さらに他国へ再輸出する場合は、
当該国の再輸出許可 )およびアメリカ合衆国の再輸出許可等の必要な手続を遵守するものとします。

第 7条 ( 使用権の消滅 )
1 お客様が本許諾条項に違反した場合、本ソフトウェアの使用権は自動的に消滅します。
2 お客様の本ソフトウェアの使用権が消滅した場合、お客様は本ソフトウェアおよびその複製物を

必ず抹消または破壊するものとします。

第 8条 ( 原権利者 )
アドビは、本許諾条項によってその権利および知的財産が保護されるべき本ソフトウェアの原権利者であ
り、本許諾条項にもとづく弊社の権利と同一の権利を独自に行使できるものとします。

以上
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